
論

説

昭
和
二
〇
年
代
の
日
本
経
済

名

島

太

郎

1

目

次

は
じ
め
に

e

戦
後
日
本
経
済
の
断
絶
と
継
承

口

戦
後
の
時
期
区
分

口

昭
和
二
〇
年
代
の
日
本
経
済

ω

昭
和
二
〇
年
代
の
課
題

㈲

戦
後
経
済
体
制
の
枠
組
み
の
設
定

m

占
領
政
策
に
よ
る
基
本
路
線
の
設
定

働

金
融

・
財
政
面
で
の
制
度
的
増
強

⑧

外
為
法

・
外
資
法
の
役
割

㈹

外
貨
予
算
制
度
の
機
能

⑱

技
術
導
入

ω

国
際
機
関

へ
の
加
盟

⑳

経
済
復
興



2商 経 論 叢 第31巻 第4号

(5)(4)(3)(2)(1)

敗
戦
時
の
経
済
的
基
本
条
件

傾
斜
生
産
方
式
の
意
味

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
意
味

朝
鮮
戦
争

の
影
響

産
業
合
理
化
の
役
割

⑳

総
括
-

昭
和
二
〇
年
代
末
の
日
本
経
済

㈹

到
達
点

⑭

混
合
経
済
体
制
の
確
立

(参
考

一
)
説
明
的
な
注
の
紹
介

(参
考
二
)
す

べ
て
の
図
表

の
紹
介

は

じ

め

に

ω

本
論

で
は
昭
和

二
〇
年
代

の
日
本
経
済
を
検
討
す

る
。

こ
の
時
期

は
、

そ
の
後

の
日
本
経
済

に
と

っ
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
と

考

え
る
か
ら

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
昭
和

、
一〇
年
代

に
は
戦
前
と
異
な
る
日
本
経
済

が
現
わ
れ
た
が
、
反
面

で
は
重
要
な
点

で
戦
前
を
引

継

ぐ
側
面
を
も
も

っ
て
い
た

こ
と
、
戦
後

日
本
経
済

の
枠
組

み
が
決
定
さ
れ
た

こ
と
、

ま
た
生
産
力
は
戦
前
を
は
る
か
に
突
破
す
る
水
準

に
達
し
、
昭
和

三
〇
年
代
か
ら

の
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
を
準
備
し
た

こ
と
、
し
か
し
国
際
競
争
力
は

い
ま
だ
劣
位

に
あ
り
、
先
進

諸
国

へ
の
追

い

つ
き
が

は
じ
め

て
政
策
意
識

に
の
ぼ

っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

②

し
か
し
前
記

の
メ
イ

ン

・
テ
ー

マ
に
は
い
る
前

に
、
戦
後
経
済

の
戦
前
経
済
と

の

つ
な
が
り
、
戦
後
経
済

の
時
期
区
分

の
二
点

に

つ
い
て
、
か
ん
た
ん

に
述

べ
て
お
き
た
い
。



㈹

本
文
中
、
特
定

の
事
項

の
説
明
を
加
え
る
さ

い
に
、

こ
の
部
分

の
記
述
が
長
く
な
り
す
ぎ
た
り
、
あ

る
い
は
横
道

に
は
い
る
お

そ

れ

の
あ
る
場
合

に
は
注
記
し
た
。
た
だ
注
記

の
場
合

に
は
、
本
文
中

に
必
要
な
説
明
以
上

に
詳
細

に
わ
た
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。

そ
れ
じ
た
い
重
要
と
考

え
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
注
番
号
お
よ
び
そ
の
タ
イ
ト

ル
を

(参
考

一
)
と
し

て
本
論
文

の
末
尾

に
か
か
げ

た
。
ま
た
出
典

の
注
記

は
本
文
中

に
示
し
た
り
、
項
目

の
末
尾

に
示
し
た
り
し
た
。

つ
づ
い
て

(参
考
二
)
と
し

て
、
本
論
文
中

に
使
用
し

た
す

べ
て
の
図
表
を
紹
介
し
た
。
ち
な

み
に
、
冒
頭

の
目
次
各
項

の
頭

に
あ

る
番
号
等

は
、
本
文
中

の
番
号
等
と

一
致
し

て
い
る
。

な
お
行
論

の
都
合
上
、
年
紀

は
原
則
と
し

て
元
号

(事
実
上
、
主
に
昭
和
)
を
用
い
、
と
き
と
し

て
西
暦

を
使
用
し
た
。

昭和二〇年代の日本経済

 

3

6

戦

後

日
本

経

済

の
断

絶

と
継

承

第

二
次
世

界

大
戦

後

の
日
本
経

済

を
述

べ
る
場

合

、

そ
れ

が
戦

前

と
断
絶

し

て

い
る
か
、

継

承

し

て

い
る
か

が
し
ば

し
ば

問

わ

れ

て
き

た
。
事

実

に
は
断
絶

も

あ

れ
ば
、

継

承
も

あ

ろ
う
。
結

論

を

い
え
ば
、

よ
り
重
要

な

の

は
断

絶

の
側

面

と
考

え

ら
れ

る
。

断

絶

と
考

え

ら
れ

る

フ

ァ
ク
タ

ー
と
、

継

承
と
考

え
ら

れ

る

フ

ァ
ク

タ
ー
と
を

ま

ず
列

挙

し

て
お

こ
う
。

ω

断
絶

と
考

え

ら

れ

る
主
要

フ

ァ
ク

タ

ー
は
次

の
通

り
。

。
大
量

の
軍
需

生

産

の
消

滅

と
そ

の
復

活
後

の

ウ

エ
イ

ト

の
些
小

性

、

。
海

外

勢
力

圏

市
場

の
喪
失

(「
満
洲
」
、
台
湾
、
朝
鮮
な
ど
)、

。
い
わ

ゆ

る
戦
後

改

革

の
諸
結

果

(財
閥
解
体
、
独
禁
法
、
農
地
改
革
、
労
働
改
革
な
ど
)、

。
周
期

的

過
剰

生

産
恐

慌

の
消

滅
、

ω

継

承

と
考

え

ら
れ

る
主

要

フ

ァ
ク

タ

ー

は

つ
ぎ

の
通

り
。

こ

こ
で
継

承
と

は
、

戦

後

の
経

済
成

長

と

い
う
視

点

か
ら

み

て

の
そ
れ

で
あ

る
。

そ

の
よ
う
な

も

の
と

し

て
、
重

視

さ
れ

る

べ
き

も

の
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に
、
①
長
期
的
観
点

か
ら

の
管
理
通
貨
制
度
、
②
中
期
的
観
点
か
ら

の
二
重
構
造

、
③
短
期
的
観
点

か
ら

の
重

工
業

の
遺
産
、

の
三

つ
が

あ
る
・

(
た
だ
し
②

二
重
構
造
問
題

は
昭
和
三
〇
年
代

以
降

に
主

に
関

る
の
で
、
本
稿
口
以
下

で
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
な
い
。
)

こ
れ
ら

の
三

つ
は
・
戦
後
経
済

に
と

っ
て
重
要
な

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
前
部
分

に

つ
い
て
前
記

の
視
点
か
ら
若
干

の
説
明
を
加
え
て

お
こ
う
。

ω

第

一
の
管
理
通
貨
制
度

に

つ
い
て

管
理
通
貨
制
度
は
・
昭
和
六
年

三

月
・
高
橋
是
畿

罹

(井
上
準
之
助
蔵
枇
の
後
継
蔵
相
)
が
金
輸
出
の
轟

が止
を
行

.
た
後
に
誕

生
し
た
。

こ
の
誕
生
は
、

い
わ
ゆ
る

一
九

二
九
年
恐
慌
と
経
済
軍
事
化

(昭
和
六
年
九
月
の
満
洲
事
変
か
ら
開
始
)
の
圧
力
を
契
機
と
し

て
い

た
。

こ
の
意
味

で
は
管
理
通
貨
制
度

は
、
資
本
主
義

の
困
難
が
生

み
だ
し

た
制
度

で
あ

っ
た
。

し
か
し
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
通
貨
制
度
は
、
そ
れ
ま
で
の
通
貨
制
度

(た
と
え
ば
金
本
位
制
度
)
よ
り
も
経
済
成
長

の
速
度
と
安

定
性

に
優
れ
た
性
質
を
も

っ
て
い
た
。
と
い
う

の
は
、
管
理
通
貨
制
度

で
は
、
通
貨
量
な
い
し
通
貨

の
伸
び
率

の
増
減
が
、

一
定

の
範
囲

で
は
あ
れ
、
人
為
的

に
操
作

で
き

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
通
貨
管
理
の
裁
量
性
が
拡
大
し
た

こ
と
、

こ
の
た
あ

に
総
需
要

の
管
理
や
経
済
運

営

の
方
向
づ
け

に
と

っ
て
重
要

な

テ
コ
を
管
理
者
は
手

に
す
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
経
済
政
策

の
有
効
性
は

一
挙

に
拡
大
す
る

こ
と

に
な

っ
た
。

今

日
の
経
済
体
制
は
、
混
合
経
済
体
制

と
か
、
現
代
資
本
主
義
な
ど
と

よ
ば

れ
て
い
る
が
、
景
気
変
動
と

の
関
連

で
い
え
ば
、
管
理
通

貨
体
制
は
、

こ
れ
が
成
立
す
る
最
大

の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。

管
理
通
貨
制
度

の
誕
生

の
直
後
、
昭
和
七
～
八
年

の
高
橋
是
清
財
政
は
、
財
政
面
か
ら
意
図
的

に
有
効
需
要

の
拡
大
政
策
を
展
開
し
た
。

高
橋
財
政
は
・
戦
後

の

フ
ィ
ス
カ
ル

・
ポ
リ
シ
ー
の
原
型

で
あ
り
、
戦
後

の
ケ
イ

ン
ズ
型
政
策

の
先
取

り
で
あ

っ
た
。

要
す
る

に
、
戦
後

の
管
理
通
貨
制
度

は
、
戦
前
よ
り
も

一
段
と
政
策
的
裁
量
性
を
高
め
る
も

の
と
な
り
、

こ
の
こ
と
が
I
M
F
体
制
と
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5

の
連

繋

の

も

と

に
、

と

く

に
景

気

を

一
定

限

度

で

あ

れ

コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る

力

量

を

も

た

せ

た

と

こ

ろ

に

戦

後

的

特

徴

が

あ

る

と

い

え

る

。

し

た

が

っ
て
戦

後

経

済

は

、

こ

う

し

た
性

格

の

財

政

・
金

融

政

策

を

技

き

に

し

て
語

る

こ

と

は

で

き

な

い
。

注(
1
)

井

上
財
政

井
上
準

之
助

(
一
八
六
九
～

一
九

..∵
一年

)
。
浜

日
内
閣
、

第
、
.次
若
槻

内
閣

で
昭

和

四
年
L
月

～
六
年

一
.
、月

の
間
、
蔵

相
を
勤
務
。
セ

な
政
策

は
緊
縮
財
政

、
財
界
整

理
、
金
解

禁

(
四
年

一
一
月
決
定

、
五
年

一
月
実
施

)
。
昭
和

五
年

(
一
九

、.σ

年

)
初

め
よ
り
、
第

1
1

1
表

の
ご

と
く
人

量

の
正
貨
流
出

が
あ

っ
た
。

な
お
井
上

は
、
横

浜
正
金
頭

取
、

目
銀
総

裁
を

も
経
歴
。
昭
和

七
年
血
盟

団
事
件

で
暗

殺

さ
れ

た
。

(
2
)

高
橋

財
政

高
橋
是

清

(
一
八
五
四
ー

一
九

三
六
年
)
。
犬

養
内

第1ヨ 表 正貨 の存在 高

(単位=100万 円)

正貨準備外

⊥__.=二v」.～ __緊 竺 _

『財政金融統計月報』 第5号 。

山崎隆 一三編 「現代 日本経済史」,有 斐閣,昭

看日60年3∫i干ll,155。 藍{

暗
殺
さ
れ
た
。

働

第

二

の
、
一重
横
…造

に

つ
い

て

昭
和

三

〇
年

代

で

の
二
重

構
造

と

は
、

閣
、
斎
藤

内

閣

で
昭
和

六
年

一
二
月
～

九
年

ヒ
月

の

間

、
蔵
相

を
勤
務
。
主

な
政
策

は
景

気
回
復
政
策

と
そ

の
た
め

の
金
輸
出

再
禁
止
政
策
。

な

お
高

橋

は
、
米

国

に
留
学
、
横

浜
正
金
支
配
人

、

日
銀
総
裁

、
農
商

務
相

、
政
友
会

総
裁
を
勤
務
。
金
本

位
制

を
停
止

、
管

理
通
貨

制
度
を
発

足
さ

せ
た
。
昭
和

一

一
...
一
一

=
＼
ヨ
、

.

二
六

噺
件

で

E貨 準備分

 

末

L_.__

1913年

1$

20
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22
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27

28
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31

32

33

34

(出 所)

た
ん
に
賃

金

の
企
業

規

模

別
賃

金
較

差

の
み
を
指

す

も

の
で
は

な

く
、

そ

こ
か

ら

の
拡

が
り

を
も

つ
も

の
だ
が
、

こ
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こ
で
は
、
発
端
母
体

で
あ
る
前
者

に
限
定
し

て
そ

の
発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い
て
述

べ
よ
う
。

ま
ず
賃
金
の
二
重
構
造
と
は
、
低
賃
金
と
賃
金
較
差
が
大
幅

に
存
在
す

る
こ
と
を
指
す
。

そ
の
発
生

の
基
礎
条
件
は
、
低
賃
金

に

つ
い

て
は
過
剰
労
働
力

の
存
在
、
賃
金
較
差

に

つ
い
て
は
労
働
市
場

の
分
断

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は

一
九
二
〇
年
代

に
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ

(罷
・

二
〇
年
代

に
は

一
般

に
恐
慌
と
名

つ
け
ら
れ
る
経
済
不
振
が
頻
発
麺

。

(3
)

中
村
隆
英

「戦
後

口
本
経
済
」
、
筑
摩
鶉
旦
房
、

一
九
六
八
年
刊
、

四
九
～
五
〇
頁
。

(
4
)

戦
後
恐
慌

(
一
九

二
〇
～
、
一、
・年
)、
震
災
恐
慌

(
一
九
、
三
.年
)
、
金
融
恐
慌

(
一
九
.
一七
～
二
八
年
)、
昭
和
恐
慌

(
一
九
」..○
年
)
。

恐

慌

の
な

か

で
農

業

も

疲
弊

し

て

い
た

の

で
、

過
剰
労

働

力

は
農

業

に
よ

っ
て
吸
収

で
き

ず
、

そ

の
多
く

は
卸
売
業

、

小
売

業
、

サ
ー

ビ

ス
部

門

と

い

っ
た
在

来

型

産
業

に
滞

留

し

た
。

し

た
が

っ
て

こ
れ

ら

の
部

門

で
は
低
賃

金

が

一
般
化

し

た
。

他
方

、
恐

慌
頻

発

の
な
か

か

ら

工
業
、

と

く

に
重

工
業

の
発

展

、
独

占

化

が
進

ん
だ
。

当

時

の
生

産

・
技
術

条

件

か

ら
す

れ
ば
、

熟
練

工
、

そ

の
候

補
者

へ
の
依

存

性

が
高

か

っ
た

の
で
、

彼

等
を

囲

い
込

む
必

要

が
あ

っ
た
。

囲

い
込

み

の
手

段

は
、

相
対

的

な
　口同
賃

金
、

年
功

賃

金
、

終
身

雇

用
な

ど

で

あ

る
。

こ
う

し

て
労
働

市

場

は
分
断

さ
れ

た
。

以
上

が

.
一重
構

造

の
発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

考

え
ら

れ

る
。

③

第

三

の
重

工
業

設

備

の
遺

産

に

つ
い

て

昭
和

三

一
年
度

経

済
白

書

は
、

重

工
業

に
か

ぎ

ら
ず
、

全
業

種

の
生

産

設
備

の
現

在
高

を
次

の
よ
う

に
推
定

し

た
。

「
昭

和

一
〇
年

の
生
産

設
備

の
現
在

高

を
仮

に

一
〇

〇

と
す

る
と
、

そ

の
後

の
軍
需

の
た

め

の
生

産

力
拡

充

計

画

に
よ

っ
て
年

々
大
投

資

が

つ
づ

け

ら
れ
、

終

戦

を
迎

え

た

二
〇
年

に

は
ほ
ぼ

一
九
〇

の
設
備

が
あ

っ
た
。

し

か

し
、

こ

の
う
ち

三
割

は
戦

災

と
疎

開

な
ど

に

　
ら

　

よ

っ
て
消

耗

し
、

終

戦
直

後

の
生
産

設

備
現

在

高

は

一
四
〇

だ

っ
た

で
あ

ろ
う
と

い
わ
れ

て

い
る
。
」

(
5
)

経
済
企
画
庁
編

「昭
和
三

一
年
度
経
済
白
書
」、
.
一二
～
.
.三
頁
。
至
誠
堂
、
昭
和
.∴
一
年
七
月
発
行
。

つ
ま

り
、
全

体

の
生

産

設
備

能
力

は
、
昭

和

一
〇
年

を

一
〇
〇

と

し

て
、
敗

戦
時

の
昭
和

二
〇
年

は

一
四
〇

と
推

定

さ
れ

て

い
る
。

で
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第1-2表 敗戦時の重要物資生産能力

隠
1213

54

124
_.__.__

1237
89

184

114

13fi

11.8
1_

昊%

85%

88

102

51

9D

63
+-

17

16

23

29

38

47
{

単。 位 昭和12年 戦中最高A(年)

万 トン 344 660(1944年)

/ノ s50 870(1944年)

千 トン 17 127(1944年)

万 トン 232 416(1942年)

T台 22 60(1940年)

1 万 ト ン1146
}¶ …

ig8(1941年)
一 凹… 一一一 一一一一一一一一 一一__

r一爾 ⊥1,2171 1,380(1941年)

百万封度
U

千台
ノノ

億封度
_.__-L__.______L_

5701

45正

363

356

gl
.i

570(1937鐸 三)1

813(1941壬 量{)3

393(1940イ 弄三)

356(1937'#:)

26.2(1940年)1
翫　 　 　}}一 』 r___

調。 稲 葉 秀 三 「日本 経 済 の現 状 」,大 平 書房1947年,18頁

.済 」,東 大 出版 会,1978年,144頁 。 抜 す い。 重 化 ・軽1二 業 別 分類 と

一　 「

。
1口 口

_..}.__

重 隊 鉄

臼

化

学

r_:

業

トー-m一

軽

鋼 材

アル ミニ ュー ム

石 油精製

K作 機械

硫安

L

業

綿紡

人絹

ス フ

綿織機

絹人絹織機

洋紙
______.⊥

済 研 究 協 会

英 「日本経

よ名 島追 加 。

注1

z

国民経

中村隆

B/Al

は
個
別
業
種

の
生
産
能
力

は
ど
う
か
。

こ
の
種

の
資
料

は
少

い
が
、

第

1
1

2
表

は
敗
戦
時

の
重
要
物
資

に

つ
い
て
例
示
的

に
し
め
し
て

い
る
。

第

1
-

2
表

に
よ
れ
ば
、
敗
戦
時

の
生
産
能
力

は
、
過
去
最
高

の

能
力

に
く
ら

べ
て
、
軽
L
業

で
は
ト
数
%
か
ら
五
〇
%
弱
し
か
残

っ

て
い
な

い
の
に
対
し

て
、
重
化
学

工
業

で
は
石
油
精
製
、
硫
安

の
五

〇
～
六
〇
%
以
外

で
は
約
九

〇
～

一
〇
〇
%
が
引
継

が
れ

て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、

①
国
民
崖
活
用
物
資
と
そ
の
生
産
機
械
が
極
端

に
品

不
足

で
あ

っ
た
こ
と
、
②
原
燃
料

の
入
手
が
可
能

に
な
れ
ば
、
生
産

可
能

な

条
件

が
供
給

側

に
は
備

わ

っ
て
い
た

こ
と
、
を
物
語

る
。

も

っ
と
も

こ
の
②

の
条
件

に

つ
い
て
は
次

の
こ
と
を
考
慮
し

て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
敗
戦
時
ま

で
の
経
年
度

の
短

い
設
備

は

お
そ
ら
く
劣
悪
な
生
産
条
件

の
も
と
に
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
経
年
度

の
長

い
設
備

は
そ
れ
に
応

じ
て
老
朽
化

が
す
す
ん
で
い
る

こ
と

で
あ
り
、

し
た
が

っ
て
両
者

の
設
備
と
も
そ

の
多
く
は
通
例
時

の
設
備

の
よ
う

に
長
期

に
わ
た

っ
て
使
用
し
が
た
い
も
の
で
あ

っ
た

と
、
推
定

さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

以
と
、

戦
後

日
本

の
成
長
経
済
が
、
戦
前

・
戦
中
経
済
か
ら
引
継
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い
だ

経

済
事
項

の
う
ち
、

と
く

に
重
要

な

三
点

に

つ
い

て
述

べ
た
。

O

戦
後

の
時

期

区

分

つ
ぎ

に
戦
後

の
日
本

経

済

の
時
期

区
分

に

つ
い

て
、
簡

単

に
ふ

れ

て
お
き

た

い
。

第

-
期

、
昭
和

一〇
年

代

(昭
和
.
、○
年

三
〇
年
こ
ろ
)。

戦
後

経

済

体
制

の
枠

組

み

が
設

定

さ
れ

た

こ
と
、

お

よ
び
経

済
復

興

が

こ
の

期

の

.
一
つ
の
柱

で
あ

っ
た
。

本
論

で
は

こ
の
、
一
つ
の
柱

に

つ
い
て
詳

論

し

た

い
。

第

H
期

、

昭
和

三

〇
年

代

、

四
〇
年

代

(昭
和

二
〇
年
…
四
八
年
)。

高

度
経

済

成
長

と

国
際

化
。

な

お
、

こ
の
期

の
終

了
年

を

昭
和

四
八
年

と

し

た

の
は
、
第

一
次
石

油

価
格

引
上

げ

に
着

目

し

た
た

め

で
あ

る
。

第

皿
期

昭

和

五
〇

年
代

(昭
和

四
九
年
1
六
〇
年
)
。
経

済

成
長

率

の
低

下

と
新

課
題

へ
の
適

応
。

な

お
、
こ
の
期

の
終

了

年

を
昭

和
六

〇
年

と

し

た

の
は
、
昭
和

六

〇
年

(
一
九
八
五
年
)
九

月

に
プ

ラ
ザ
合
意

が

成
立

し

た
た

め

で
あ

る
。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

の
プ

ラ
ザ

ホ

テ

ル
で
五

力
国

蔵

相

会
議

(G
5
)
が

開

か

れ
、
ド

ル
高

の
是
正

を
合

意

し

た
。
円

の
対

ド

ル
相

場

は

こ
の
時

か

ら
円
高

基

調

に
転

じ

た
。

第

W
期

(昭
和
六
〇
年
-
現
在
)
。

円
高

下

の
日
本
経

済
。

経

常

勘
定

は
昭
和

五

〇
年

代

に
は

い

っ
て
黒

字

基

調

に
な

っ
て

い
た

が
、
昭
和

六

〇
年

か
ら

黒
字

幅

は
格
段

に
増
加

し

た
。

こ
の
た

め

外

国

か

ら

の
対

日
批

判

が

強

ま

っ
た
だ

け

で
な

く
、

日
本

経
済

じ

た

い
が
大

き
な
影

響

を

う

け
た
。

な

お
、
時

期

区
分

の
終

了
年

を

「
現

在
」

と

し

た
が
、

こ
れ

は
執

筆
時

(平
成
七
年
度
)
を
念

頭

に
お

い
た
も

の

で
あ

り
、

一
応

の
年

に

す
ぎ

な

い
。

ち

な

み

に
、
当

初

、

こ

の
時
期

区
分

に
し

た

が

っ
て
、
順

次

記
述

す

る

つ
も

り

で
あ

っ
た

。

し
か

し
第

-
期

の
記
述

だ
け

で
思

い

の
ほ



か
枚

数

を

と

っ
て
し

ま

っ
た

の
で
、

第

-
期

の
昭
和

二
〇

年
代

の
記

述

に
と

ど

め

る

こ
と

に
し
た
。
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国

昭
和

二
〇
年
代

の
日
本
経
済

・

ω

昭
和

二
〇
年
代

の
課
題

昭
和
、
一〇
年
代

の
日
本
経
済

の
宅
要
課
題
は
.
一
つ
あ

っ
た
。
第

一
は
新
し

い
経
済
枠
組

み
の
創
設

で
あ
り
、
第

.
一は
荒
廃
か
ら

の
経
済

復
興

で
あ
る
。

第

一
課
題
は
、
平
和
的

・
民
主
的

な
新
し

い
経
済
枠
組
み
を
創
設

す
る
こ
と

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
日
本
経
済

に
と
り
根
本
的
な
変
化

で

あ
り
、
占
領
国

の
強
権
を
も

っ
て
し

て
、
は
じ
め

て
な
し
え
た
も

の
で
あ
る
。
新
し

い
枠
組
み
創
設

の
内
容
と
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
も

の

で
あ

っ
た
。

ω

軍
需
経
済
か
ら
平
和
的
民
需
経
済

へ
の
転
換
。

②

財
閥

・
地
主
お
よ
び
軍

の
支
配
経
済

の
も
と
で
の
集
権
的
統
制
経
済
か
ら
、
寡
占
的

で
あ

っ
て
も
競
争
的
な
経
済

へ
の
転
換
。

第

二
課
題

は
、
荒
廃
か
ら
の
経
済
復
興

で
あ

っ
た
。
日
本
経
済

は
、
敗
戦

の
荒
廃

か
ら
出
発

し
、
昭
和

.
一〇
年
代

の
終
了
時

に
は
戦
前

水
準
を

は
る
か

に
超
え
る
経
済
水
準

に
達
し

て
い
た
。

た
と
え
ば
、
昭
和
九
～

=

年
を

一
〇
〇
と
し

て
、
昭
和
三
〇
年

で
は
、
実
質

G

(
6

)

(
7
)

N

P

が

一
四

九

、

鉱

工

業

生

産

が

一
五

四

で

あ

っ
た
。

(
6
)

昭
和

九
～

一

一
年
価
格

で
計
測

し
た
実

質

G
N

P
は
、
昭
和
九

～

=

年

が

一
六
、
七

..一六
百
万

円

に
た
い
し

て
昭
和

ご
.○
年

が

、
一四
、
九
六
七

百
万
円

で
あ

り
、

四
九

%
増

で
あ

っ
た
。
出

所
、

大
蔵
省

「
昭
和
財
政
史

19
」
、

.
、八
頁
。

(
7
)

昭
和

五
五
年
を

一
〇

〇
と
す

る
鉱

工
業

生
産
指
数

(付
加

価
値

ウ

ェ
イ
ト
)
は
、
昭
和

九
～

一
一
年
が

五

・
七

に
た

い
し

て
昭
和

、一〇
年

が
八

・

八

で
あ

り
、

こ
の
間

五

四
%
増

。
同
指
数

は
、
昭
和

,
.七
年

ま

で
は
総

務
庁
統
計
局

で
算
出

、
昭
和

一
.八
年
以
降

は
通
産
省
調

べ
。
出
所
、
東
洋

経
済

新

報
社

「
経
済

統
計
年

鑑
」
、

一
九
八
九

年
版

、
四

、頁
。
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以
上

の
二

つ
の
課
題
と
解
決
は
、
次

の
時
期

で
あ
る
昭
和

三
〇
～

四
〇
年
代

の
高
度
経
済
成
長
期
を
準
備
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

⑪

戦
後
経
済
体
制

の
枠
組
み

の
設
定

戦
後
経
済
体
制

の
枠
組
み
は
、
昭
和

二
〇
年
代

に
設
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
主
内
容

は

つ
ぎ

の
四

つ
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ω
占
領
政

策

に
よ
る
基
本
路
線

の
設
定
、
α
金
融

・
財
政
面

で
の
制
度
的
増
強
、
㈹
外
為
法

・
外
資
法

の
役
割
、
㈲
国
際
機
関

へ
の
加
盟

で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
ど
ん
な
意
味

で
枠
組

み
を
設
定
し
た
か
は
、
以
下

の
四

つ
の
柱

の
な
か

で
ふ
れ
る
。
ま
ず
第

一
の
柱
か
ら
述

べ
よ
う
。

ω

占
領
政
策

に
よ
る
基
本
路
線

の
設
定

(並
に
昭
和
.
6

年
代
前
半
)

①

占
領
政
策

は
、
ま
ず
は
軍
事
全
般
を
解
体
せ
し
め
た
。

こ
れ
を
経
済

に

つ
い
て
い
え
ば
、
軍
需
経
済
を
解
体
し
、
少
時
を
措

い
て

平
和
民
需
経
済

の
建
設
を
は
か

っ
た
。
平
和
民
需
経
済

の
特
徴

は
、
何

よ
り
も
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
、
軍
事
負
担
が
小

さ
か

っ
た
こ
と

に
あ

る
。㈹

軍
事
負
担
小

の
実
態

ま
ず
戦
後

の
軍
事
負
担
が
小
さ
か

っ
た

こ
と
の
実
態
を

み
よ
う
。
た
し
か

に
軍
需
経
済

は
い

っ
た
ん
は
徹
底
的

に
解
体
さ
れ
た
と
は
い

え
、
そ
の
後
朝
鮮
戦
争
を
機

に
軍
隊

が
再
建

さ
れ
、
武
器
産
業
も
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
武
器
産
業

の
拡
大

に
は
次

の
二
点

に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

ω
憲
法
上

の
制
約
を
う
け

て
い
る

こ
と
。

な
る
ほ
ど

こ
の
制
約
は
時
と
と
も

に
緩
和

の
方
向
を
た
ど

っ
て
は
い
る
が
、

そ
れ

で
も
制
約

面

の
有
効
性
を
軽
視
す

べ
き

で
は
な

い
。

(
8

)

㈹
国
防
支
出

が
国
民
経
済
全
体

に
し
め
る
比
重

は
総
じ

て

一
%
以
下

で
あ
り
、
欧
米

・
ア
ジ

ア
の
二
～
五
%
に
く
ら

べ
て
か
な
り
低

い

(
9

)

こ
と
、

た
だ

し

た
と

え

一
%
以

下

で
も
、
実

数

で
は

日
本

の
G

N

P
は

ア
ジ

ア
諸

国

に
く
ら

べ
格

段

に
大

き

い

の
で
、

こ
れ

ら
諸
国

に



11昭 和 二〇年代の日本経済

第2-3表 防衛関係費 と対GNP比

防 衛 防 衛 関 防 衛 防 衛 関

年度 関 係 費 係費の対GNP比 年度 関 係 費
係費の対
GNP比

(億 円) cis (億 円) (°Q/a

1945 …111974 5,695 0.79

X946 一 一 一一II1971
fi,709 0.80

19471-一 一一一II1972 8,002 0.88

19481一 一
「

一一一111973 9,355 0.85

1949 } 一1974 10,930 0.83

1950 i1,314 3.321975 13,273 0.84

1
19511,199 2.19197615,124 0.90

1952:1・7711 2.781977116,9061 0.88

1953 1,2571.fi71197819,010 0.90
1954 1,396F

　

1.7$ X679 20,945 0.00

r[
1$55
11

、1956,

i1957

1958

i

1959
i

2

,1960

1961

1962
i

ほ963

1964
1i

19fi5

1966

19671
iI
　 　

119681

19s

注

1,399f
11

,429

1,435

1,485

1,5601

1,569

1,803

2,085

2,412

2,751

3,。141

3,407

3,8Q9

4,221

9!4.83$

1.781980i22,302
L731981 ×4,000

1.46198225}861

1.45fJ19327,542

1,451984i29,346

1.23

1ユ5

1.18

1.18

1.14

19851T諏1

198633,435

188735,174

198837,003

198gL39・198

ヨ

1.0711990
ミ

1.101991

0.931i1992

0.881993

0.84・1994

41,593

43,860

45,518

4s,40s

46,835

0.90

0.91

0.93

0.98

0.99

0.997

0.993

1.00

1.013

1.006

墾

0.997

0.94

4.941

0.937

0.9481
_」

防衛関係費e防 衛庁 「日本の防衛」 な どより,当 初 予算。

警察 予備 隊,保 安 隊段階 も含 む。 防衛関係 費 の対GNP比=

同,GNPは 当初 見通 し。

(出所)読 売 新聞社 「THISIS読 売」,1994年11月 臨増 刊,
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第

二
、

軍
事

負

担

が
小

と

い
う

こ
と

は
、

戦
後

経

済

に
次

の
よ

う
な
役

割

を
巣

し
た
。

と

っ
て

日
本

の

軍

事

力

が

脅

威

に

な

り

う

る

こ

と

を

考

慮

に

い
れ

て

お

く

必

要

が

あ

る

。

(
8
)

日
本

の
防
衛
関
係
費

の
対

G
N
P
比
率

は
、
第

2
i

3
表

に
み

る
よ

う

に

一
九
五
〇
年

度

の
、、一
∴

.、
↓%
を

ピ

ー
ク
に
低
下

し

て
い
る
。

三
年
度
か

ら

↓
%
台
、

一
九

六
七
年
度

か

ら

一
%
以
ド

を

つ
づ
け

て
い
る
。

(
9
)

日
本

の
国
防

支
出
総
額

は
第

2
1

4
表

に
み
る

よ
う

に
ア
ジ

ア

・
オ

セ

ニ
ア
諸

国
よ

り
も
格

段

に
大
き

い
。

⑬

軍

事

負

損

小

の
役

割

「
九
五
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第2-4表 世界各 国の国防費 と対GNP比

国防支 出総額(百 万 ドル)
(1985年 価格 ・交換 レー ト)

国防支出のGDPま たは
GNPに 占める割合(%)

1985年 1990年 1991年 1985年 1990年 1991年

NAT4

アメ リカ合衆 国 258165

23791

20780

19922

9733

7566

3884

i

l13151

　

s2s3

238fi78

21669

18113

16940

9320

7064

4134

[16059

10617

5434

4306

227055

22420

18044

16450

9145

7358

3947
1

16464

12025

7990
旨

6359

s.5

5.2

4.0

3.2

2.3

2.2

3.1

1.0

3.6

3.0

5.1

fi.6

23.0

3.0

6.9

5.3

4.1

2.9

2.2

1.8

1.8

2.8

1.0

3.1

3.2

4.4

5.4

25.2

2.4

イ ギ リス

フ ラ ンス

イ タ リア
1

旧西 ドイ ツ

5.1

4.2

2.8

1.9

1.7i

1.9.

2.7

1.0

3.2

2.9

3.8

5.4

26.7

2.4

7.0

カナ ダ

財 ランダ

ア ジ ア ・オ セ ア ニ ア

日本

中国

インド

韓国

台湾

las15

4399

4136

4156

i・

6637i

5304i5474
1

i

5328

4210
i
3014

旨

7.2

北 朝 鮮

オ ー ス トラ リア …

ヨ
4ssg…
■

2076!2803
1

パ キ ス タ ン
11

ベ トナ ム …23U

タ イ11517,1601

イ ン ドネ シ ア__2341il776

マ レ ー シ ア176415571

シ ン ガ ポ ー ル … …11881313

フ ィ リ ピ ン474878

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

ァ フ ガ ニ ス タ ン …

1ス リラ ンカi

ミ ャ ンマ ー[

「世 界 国勢 図会 」,1994-1995,448～489頁

1761

1739

1s70

1518

843

4.1

2.8

5.s

6.7

1.4

16.OI

2.6

1.4

3.7

4.9

2.2

只
∪

0
0

7

4

り
白

9
白

で
1

0
J

e
D

9
盈

454145D!423

287......

2.0

8.7

1.9

畢9曹

1.9

● ● ■

228 361340 3.8 5.5 4.8

228
1

335298 3.3
1

4.9 4.2
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ω
武
器
類

の
生
産

は
、
生
産
全
体

の
拡
大

に
は
寄
与
す

る
が
、
再
生
産
外
消
耗

で
あ
る

こ
と

に
か
わ
り
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
武
器
類

生
産
が
少

い
こ
と
は
経
済
成
長

に
と

っ
て
有
利

で
あ

る
。

㈹
軍
事
費

の
資
金
源

は
も

っ
ぱ
ら
財
政

に
求
あ
ら
れ

る
。
し
た
が

っ
て
軍
事
負
担
が
少
く
な

る
と
、

そ
れ
だ
け
財
政

に
よ
る
他

の
分
野

へ
の
支
出
、
例
え
ば
産
業
基
盤
投
資

へ
の
可
能
性
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。

そ
れ
は
平
和

・
民
需
市
場
拡
大
型

の
経
済
成
長

に
寄

与
す

る
。

㈹
軍
事
負
担

の
小

は
競
争
市
場

の
性
格
を
強
め
た
。
な
ぜ
な
ら
平
和

・
民
需
財

は
軍
需
財
よ
り
も
市
場
競
争

の
性
格
を
多
く
も

つ
か
ら

で
あ
る
。

㈹
軍
事
負
担

が
小

さ
い
ほ
ど
民
間
利
用

の
技
術
進
歩
が
大
き
く
な
る
と
推
定

さ
れ
る
。
た
し
か

に
軍
事
は
技
術
進
歩
を
も
た
ら
し
、

こ

れ
を
民
間
利
用

に
役
立

せ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
現

に
そ
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
も
し
同
じ
だ
け

の
金
額
を
軍
事
部
門
と
民

間
部
門

に
使

用
し
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
民
間

の
場
合

の
ほ
う
が
よ
り
多
く
技
術
進
歩

に
貢
献
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
と

い
う

の
は

ω
軍
事

部
門

の
ほ
う
が
技
術
上

の
秘
密
性
が
強
く
そ
れ
だ
け
利
用
難

で
あ

る
こ
と
、
回
ま
た
軍
事
部
門

は
民
間
部
門

ほ
ど
価
格
引
下

げ
、
大
量
販
売

の
必
要
性

が
少
く
、

そ
れ
だ
け

コ
ス
ト

・
ダ

ウ
ン
の
た
め

の
技
術
が
発
展
し
難

い
こ
と
、
の
軍
事
部
門

で
も
製
品

の
小

型
化

.
軽
量
化
は
行
わ
れ

て
は
い
る
も

の
の
、
民
間
部
門

ほ
ど
そ
の
必
要

に
迫
ら
れ

て
い
な

い
こ
と
、
と
い
う
の
は
民
間
部
門

で
は
最

近

の
携
帯
電
話
、
携
帯

ラ
ジ
オ
、
携
帯

パ

ソ
コ
ン
の
よ
う

に
持
ち
運
び

で
き

る
も

の
、
あ
る
い
は
T
V
、

パ

ソ
コ
ン
等

の
よ
う

に
家
屋

内

(し
か
も
か
な
り
狭
い
家
屋
内
)
に
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
商
品

の
開
発
が
重
要
だ
か
ら

で
あ

る
。

②

農
地
改
革

占
領
政
策

に
よ
る
基
本
路
線

の
設
定

の
第

二
は
二
度

に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
た
鑑

改
革

で
裁

・
周
知

の
よ
う

に
農
地
肇

は
・

そ

の
狙

い
の
よ
う

に
、

全
耕

地

に
し

あ

る
自
作
地

の
割
合

を
改
革

前

の
五

四

・

}
%
か

ら
改
革

後

の
九

一
・
七

%

に
拡
大

す

る

こ
と

に
よ

っ
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(
!1

)

て
ほ
ぼ

目
的

を

は
た
し

た
。

(10
)

二
度

の
農
地
改
革

.
一度
の
農
地
改
革

の
根
拠
法
が
成
凱
し
た
の
は
、
第

一
次
農
地
改
革
法
が
昭
和
、
.○
年

、
.
.月

一
八
日
、
第

、次
農
地
改
嬉
法
が
昭
和
.
ゴ

年

一
〇

月

一
一
日
で
あ

っ
た
。
な
お
農
地
改
革
が
実
施
さ
れ
終
え
た
直
後

に
、
農
地
法
が
施
行

さ
れ
た

(昭
和
.
.七
年

一
〇
月
.
.
.
日
)。

(
11
)

農
地
改
革
の
結
果
と
性
格

農
地
改
革
は
全
国
五

一
六
万
町
歩

の
耕
地
を
対
象
に
自
作
農

の
創
設
を
[
指
し
た
。
こ
の
結
果
、
第
2
1
5
表
に
み
る
よ
う
に
、
全
耕
地
を

一
〇
〇

と
し

て
自
作
地
率
は
改
革
前
の
五
四

・
一
%
か
ら
改
革
後

の
九

一
・
七
%
に
拡
大
し
た
。
反
面
、
小
作
地
率
は
こ
の
間
四
五

.
九
%
か
ら
八

.

.一.%
に

減
少
し
た
。
し
か
し
農
家

の
耕
地
面
積

は
小
さ
か

っ
た
の
で

(第
2
1

6
表
)、
後
年
農
業
の
発
達
を
遅
ら
せ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策

の
転
換

の
前
と
後
と
を
く
ら

べ
て
み
て
も
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
門農
地
改
革
は

一
切
方
針
転
換
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
強

力

に
推
進
さ
れ
た

こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
の
転
換
に
よ

っ
て
大
き
く
変
化

(弱
体

.
後
退
)
し
た
財
閥
解
体
や
労
働
改
革

と
、
農
地
改
革
と
の
差
異

で
あ
る
。
そ
し
て
農
地
改
革
が
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
を
も

つ
の
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
や
改
革
を
直
接
担
当
し
た
ラ
デ
ジ

ン
ス

キ
ー
が
し
ば
し
ば
発
詫
し

て
い
る
よ
う
に
、
農
地
改
革

の
実
施
が
非
軍
事
化

・
民
セ
化
だ
け
で
な
く
、
『
反
共
』
と
日
本
経
済

の
復
興

の
た
め
に
も
不

可
欠

の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
(橋
本
卓
醐

コ戦
後
農
業

の
起
点

・
農
地
改
革
」
、
(所
収
)
山
崎
隆

..編

「現
代
[
本
経

済
史
」
、
有
斐
閣
、

一
九
八
五
年

..月
、
.
.四

一
～
.
.四
.
.頁
。
)

小

作

地

が
極

小

化

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
創
設

・
拡

人

さ
れ

た
n
作

地

は
、

そ

の
後

、

長
期

間

、
農

業

に
大

き
な

影
響

を

も

た
ら
し

た
。

農

産

物

の
増

産
、

土

地
投

資

を
促

進

し
、

農
業

生

産

力

の
拡
大

に
役
立

っ
た
が
、

こ

の

こ
と

は
次

の
よ
う
な
意

味

を

も

っ
た
。

第

一
。
農

業
収

獲

物

の
換

金

化

が
す

す

み
、
農

家

は
よ

り
多

く

の
、

あ

る

い
は

よ
り
優

れ

た
肥
料

、
農

薬

、
機

械

器
具

等
を
購

入

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

資
本

主
義

市

場

の
拡

大

に
役
立

っ
た

こ
と
。

第

二
。

食
料

の
増
産

は
、

高

度
経

済

成
長

に
直
接

寄

与
す

る
合

理
化

機
械

や
原
燃
料

の
輸

入
を

増
加

さ
せ

た
。

と

い
う

の
は
食
料

の
増

産

は
、
第

2
1

7
表

に
み

る
よ

う

に
、

昭
和

二
〇
年

代

後
期

で
は
、

輸

入
合

計

の
約

三
割

を

占

め

て

い
た
食

料
品

輸

入

の
負
担

を
軽

減

さ

せ
、

そ

の
分

、
約

五

割

の

シ

ェ
ヤ
ー
を

し
め

る
原
料

品

や
約

二
割

の

シ

ェ
ヤ
!
を

し
め

る
製

品

の
輸

入
を
、

相
対

的

に
増

大

さ
せ
た

か

ら
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第2-5表 農地改革 による耕地の自 ・小作地別面積の変化(単 位 ・町)

改 革 前(1945」1.23)15,155,697

1
+rte数

翻購齋齋1

篇蟹欝囎 鮒

変 動 率

100.0

r-一 一 一 一一一 十 一・一」

3

0

7
・

q
り

4

q
り

n6

ハ6

8

∩
V

5

Q
り

り
0

小作 地 自作地率 小作地率自作地 小作地
変動 率(総 数 一100.0)

2,787,4642,368,233

2.750,443--

40,991

△(37,021)△1957,242

1,975,132

--19
,131

53.3

17.4--S .Q

82.6pO.7p38.0

--38
.3--

8・1…0 .41

[軽 後(1952.1Q.20)5,155,fi97110… 4,725,575434,12291 .78.3!
_1

(P改 革前 「農地等解放実績調査」(『日本農業基礎統計」,113頁)。
{2)解 放,自 作地(37,021)は,1950 .8.1現 在 「農地等解放実績 調査」によ る。(
3)自 作保 有地r改 革前 ・自作地 解放 ・自作地。
翰 地}保 有地=改 箪前 ・小作地 解放 ・小作地。
(51保 留国有地 二解放 面積 売渡面積 ,解 放面積=買 収 面積1国 有地所管換

(6>い わゆる残存小作地 は,表 のLで は地 ド保有地 と保留国 有地 の合計 となる
。(出所)花

田仁伍 「現代 日本農業の起点 一農地改 革」,(所 収)狭 間源'・ 集代表 「講座 ・日本資本

1義 発達 史論 」・第 倦,1体 評言酬 二,1969年11∫ 刑 ,330頁 。

τ
∴

撚

露
誌

㎜

1

4

鹿

…
麻

第2-6表 経営耕地規模別の農家数 (単 位 ・1000戸)

030

50

so

fi3

・1え成1

4819

4267

Z

3

4

533

4136

4092

3739

3696

3fi52

計嘔

2884

2851

2806

2755

販 売 農 家

未5蛭短1至壷 研 蚤 唖
2285

2096

1995

1856

1698

1675

704

632

611

585

1955

17fi2

143fi

1182

1177

1162

1049

1058

1046

1029

1357

1352

1076

883

890

881

782

797

783

774

179

214

236

234

242

239

222

227

225

222

Ω
り

ρ
0

7
・

3

9
自

q
j

ハ
O

Q
σ

106

109

10Q

10fi

109

111

-
↓

9
白

Q
り

0
》
1

」4

ρ0

ハb

O

9
臼

4
革

2

2

2

3

3

3

塵
_j

資料 農林水産省 膿 業調査報告翻 「農業動態調査報告ゴ 麟 構造動態調査報告」による
。(注)

1,都 府県の総数及び0.5ha未 満の階層には例外規定農家が含まれている
。

2.販 売農家欄の数値は平成1年 以前は総農家の数値である
。

(出所)経 企庁 「経済要覧」,1994年 版,114頁 。

'・'f

855

844

846;

二
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百万円)(単位第2-7表 商品類別輸入額と構成比

全 製 品 その他雑品

i %
2$1 11.2 19 S

188 4.6 7 1

3,407 16.8 99 ,5[
i

11,261 18.7 so7 1.0
1

28,503 lo.o 3.3$7 1.2
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計
一
合和昭

.790,619110.4112,09812.91,1,0981

ま¥三毛,棉 花,植 物繊維,金 属鑛,石 炭及

月製品 とは毛糸,パ ル プ,皮 革,油 脂,金

をい う。

2,506199
4,0691,659
20,265110,681
60,28728,890
284,4551122,698

116,603

203,862

234,431

241,195

348,196

737,241

730,352

867,473

9～11年

21

22

23

24

25

26

27

28

宿海戻蔵蒲 前「繭
石 油等 の原 生産 物 をい う。2.原 料 弄

属 等 の如 く全製 品 の原 材料 とな るもの
L-

(出所) ダイヤ モ ン ド社 「ダイ ヤ モ ン ド経 済 統uii.F=],1954年 版,1954年6月 発 行,60貞 。

で

あ

る
。

③

労
働
組
合
の
拡
充

　
は

　

憲
法

に
よ
り
労
働
者

の
労
働
基
本
権
が
保
障

さ
れ
、
労
働
組
合

の
活
動

が
拡
充

さ
れ

た
。

こ
の
こ
と
は
雇
用

の
安
定
と
所
得

の
増
加

に
役
立

っ
た

の
で
、
個
人
消
費
市
場

の
拡
大
を
促
進
し
た
。
戦
後
、
そ
れ
も
近
年

に
な
る

ほ
ど
重
化
学

工
業
品

の
消
費
財
化
と
消
費
財
生
産

の
迂
回
化
が
す
す

ん
で

臥
罷
。

こ
の
た
め
消
費
財
生
産

は
、

過
去

の
消
費
財
よ
り
も
経
済
成
長
を

促
進
す
る
。

ま
た
消
費
財
需
要

の
増
加

は
、

個
人
消
費
支
出
を
拡
大
さ
せ

る
が
、
同
支
出

の
拡
大
は
、
G
N
E
内

の
他

の
需
要
項
目

(例
、
投
資
需
要
)

よ
り
も
、
景
気
変
動

の
安
定
要
因
と
し
て
作
用
し

て
い
る
。

(
12
)
労
働
基

本
権

「
わ
が
憲
法

は
国
民

に
生

存
権
を
保
障

す
る

(憲

.

.五
)
が
、
労

働
者

に

つ
い

て
は
そ

の
生
存

を
確
保
す

る
た
め

に
労
働
権

(
同

二
七
)

お
よ
び
団
結
権

.
団

体
交

渉
権

・
争

議
権

の
い
わ
ゆ
る
労
働

一..権

(
同

二
八
)
を

保
障
す

る
。

こ
れ

を
総
称

し

て
労

働
基
本
権

と

い
う
。
」
(
末
川
博
編

「
全

訂
法
学
辞

典
」
、
日
本
評

論
社
、

一
九

七

一
年

一
月
発
行
、

一
〇
一..七
頁
)
。

(
13
)

重

化
学

-
業

品

の
消
費
財
化

戦

前

で
は
重

化
学

工
業
品

と

い
え
ば
、
資
本

財

に
ほ
と

ん
ど
限

ら
れ

て
い
た

が
、
戦
後
経
済

で
は
重
化
学

L
業
品

に
消

費
財
が
多

く
含

ま
れ

る
よ
う

に
な

っ

た
。

こ
れ
は
戦
後
経

済

の
特
徴

と

い
え

る
。
例

え
ば
機
械

の
な

か

に
各
種

の
電
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気
製
品
や
電
子
製
品
、
乗
用
車
、
化
学
口㎜
の
な
か
の
各
種
洗
剤
、
家
庭
用
肥
料
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ウ

エ
イ
ト
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。

④

財

閥
解

体

か

ら
独
禁

法

財

閥
解

体

財
閥
隆

は
、
そ
れ
に

つ
2

独
禁
法

(「私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
最

引
の
覆

に
関
す
る
葎

の
略
称
)
と
と
も

に
・
た
ん
に

蒔

期

の
出
来
事

で
は
な
く

て
、
そ
の
後
長
く
競
争
市
場
が
形
成

さ
れ
る
た
め
の
有
力
な
要
因
と
な

っ
た
。

ま
た
財
閥
解
体

は
、
財
閥
系
企
業

に
た
い
す
る
財
閥

の
家
族
主
義
的
支
配
形
態
を
崩
壊

さ
せ
、

そ
の
後

の
経
営
者
支

配
の
登
場
を
速
め

た
。
経
営
者
支
配

は

つ
ぎ

の
よ
う
な
理
由

で
い
わ
ゆ
る
資
本
家
支
配
よ
り
も
高
度
経
済
成
長

に
寄
与
す
る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

ω
経
営
者

の
ほ
.つ
が
、
資
本
家

よ
り
も
、
経
営

の
合

理
性
を
追
求
す

る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
・
企
業

が
借
入
れ
か
増

資
か

の
選
択

に
せ
ま
・り
れ
た
場
合
、
経
営
者

は
資
金
調
達

の

コ
ス
ト
を
重
視
し
が
ち

で
あ
る

の
に
た
い
し

て
・
資
本
家

は
自
己

の
持
株

比
率

の
動
向
を
重
視
し
が
ち

に
な
る
で
あ

ろ
う
。

㈲
経
営
者

は
企
業
内
競
争

の
な
か
か

り
選
抜

さ
れ
る
。
選
抜

の
基
準

に
は
幾
多

の
要
因
が
入
り

こ
む

で
あ
ろ
う
が
・
や
は
り
基
本
的
に

は
彼
が
経
営

の
専
門
家
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
か
.否
か

に
置
か
れ
る
の
で
あ

ろ
う
。

で
な
け
れ
ば

そ
の
企
業

は
競
争
上

の
不
利
な
条
件
を

み
ず
か
ら
求
め
た
結
果

に
な

る
か
ら

で
あ

る
。

㈹
経
営
者

は
、
企
業
業
績
を
向
上
さ
せ
る

}」
と

に
よ

っ
て
リ
麦

↓

・
プ
を
握

る
方
向

に
努
力
し
が
ち

で
あ
る
・
資
本
家
も
ま
た
む

ろ
ん
企
業
業
績

の
向
上

に
努
め

る
で
あ
ろ
う
が
、
彼

に
は

一
定

の
持
株
比
率

を
維
持
す

る
こ
と
じ
た
い
に
よ

っ
て
企
業
経
営
者
た
り
う

る
と
い
う
基
礎

が
あ

る
。

財
閥
解
体

は
以
上

の
よ
う
な
経
営
者
支
配

の
登
場
を
促
進
し
、
競
争
を
強
め
た
。

独
禁
法
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財

閥
解

体
後

の
状

況
を

長
期

化

さ
せ

る
た

め

に
、

ま

た
よ

り
基
本

的

に
は
財

閥

の
"
、
と

き
経

済
力

集

中
体

を
生

じ
さ

せ
な

い
た
め

に
、

独

禁

法

が
定

め

ら

れ
た
。

独

禁
法

は

一
定

の

ル
ー

ル
の
も
と

に
競

争

を

促
進

す

る
狙

い
を

も

っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
昭
和
二
二
年

四
月
施
行

の
独
禁
竺

し
ば
し
ば
原
始
独
林
糖

と
称
さ
れ
る
)
は
、
私
的
独
占

と
不
当
な
取
引
制
限

(た
と
え
ば
カ
ル

テ
ル
)
に
よ

っ
て
、
市
場
支
配
力
が
形
成
さ
れ
る
か
も
か

の
あ
る
行
為
と
状
態
を
違
法

と
し
た
。
こ
の
た
め
た
と
え
ば
、
事
業
会
社
が
他
社

の
株
式
を
保
有
す
る
こ
と
じ
た
い
が
禁
止
さ
れ
た
し
、
ま
た
企
業

の
合
併
、
役
員

の
兼
任
な
ど
も
画

一
的

に
原
則
禁
止
と
な
り
、

カ
ル
テ

ル
は
、
競
争
を
実
質
的

に
制
限
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
禁
止

さ
れ
た
。

こ
の
厳
格

な
原
始
独
禁
法

は
、

そ
の
後
改
訂

さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら

の
改
訂

は

つ
ぎ

の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
た
。

昭
和

二
四
年
六
月
成
立

の
独
禁
法

の
笙

甑

講

は
、
外
資
導
入

に
た

い
す
る
障
害
条
項

(第
六
条
、
第
竪

早
)
を
緩
和
す
る

}、
と
が
狙

い
で
あ

っ
た
。

狙

い
ど
う

り
昭

和

二
四
～

、
一五
年

に
は
外
資

導

入

が
始

ま

っ
た
。

た
だ

し

こ
の

こ
と

に
は
、

外

為
法

(昭
和
、
.四
年

一
、
」月

公
布
)
と
外

資

法

(昭
和

、五
年
五
月
公
布
)
の
成

立

も
大

き
な

力

に
な

っ
た

こ
と

を
思

い
だ

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
さ
ら

に
こ

の
第

一
次
独

禁

法

の
緩

和

が
、

企
業

間

の
系

列

関
係

や
企

業

グ

ル

ー
プ

の
形

成

に
端

緒

を

ひ
ら

い
た

こ
と
も
重

要

で
あ

る
。

昭
和
二
八
年
八
月
成
立

の
独
禁
法

の
第

二
畿

讃
は
、
独
禁
法

の
基
本

に
ふ
れ
る
大
幅
緩
和

で
あ

・
た
。

そ
の
嚢

な
内
容
を
あ
げ
れ

ば
、
①
企
業
分
割
規
定

の
削
除
、
②
不
況
カ

ル
テ
ル
の
容
認
、
③
合
理
化

カ
ル
テ
ル
の
容
認
、
④
再
販
売
価
格
維
持
契
約

の
容
認
、
⑤
合

併
禁
止
事
項

の
縮
小
な

ど
で
あ

る
。

こ
の
影
響
と
し

て
考

え
ら
れ
る
も

の
の
な
か

で
、
昭
和
四
五
年

に
八
幡
製
鉄
株
式
会
社
と
富
董

工

株
式
会
社

の
合
併

に
よ

っ
て
哲

本
製
鉄
株
式
会
社
が
誕
生

し
た
が
、

こ
の
合
併

は
、
仮

に
第
二
次
改
訂
な
か
り
せ
ば
、
実
現
は
む
ず
か

(
18

)

し

か

っ
た

の

で
は

な

い
か

。

昭
和
五

二
年
五
月
成
立

の
第
三
次
艶

は
、
前
二
回
が
独
禁
法

の
緩
和
を
め
ざ
し
た

の
に
た
い
し

て
、
逆

に
そ

の
強
化
を
め
ざ
す
も
の

で
あ

り
・

こ
の
点

に
特

徴

が
あ

っ
た
。

そ

の
主

な
内
容

は
、

①

ヤ

ミ
カ

ル
テ

ル
に
た

い
す

る
課
徴

金

の
徴

収
、

②

同
調
値

上

げ

に
た

い
す
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る
報
告

の
可
能
性
、
③
他
社
株
式

に
た

い
す
る
保
有
制
限
、
④
企
業
分
割
を
可
能
と
し
分
割

に
必
要
な
要
件
を
設
定
し
た
。

そ
の
後
も
、
平
成
三
年

(
一
九
九

一
年
)
に
は
カ

ル
テ
ル
に
た

い
す
る
課
徴
金

の
引
上
げ
、
平
成
五
年

(
一
九
九
三
年
)
に
は
罰
金

刑
の
引

上
げ
等
と

い
う
独
禁
法

の
改
訂
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

独
禁
法

の
諸
改
訂

は
以
上

の
よ
う

で
あ

る
が
、

い
ま
ひ
と

つ
法
改
訂
以
外

に
重
要
な
も

の
と
し

て
法

の
運
用
面
が
あ
る
。

た
と
え
ば
政

府
内

で
も
通
産
省

の
よ
う
に
独
禁
法
を
緩
和
方
向

に
運
用
し

よ
う
と
す
る
傾
向
を
も

つ
も

の
も
あ
れ
ば
、
公
取
委

の
よ
う

に
独
禁
法
を

で

き

る
だ
け
文
字
通
り

に
運
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
も
あ
る
。
も

っ
と
も
時
と
し

て
公
取
委
も
か
な
り
通
産
省
よ
り
の
解
釈
を
し
め
す

こ
と

が
あ

っ
た
。

(
14
)

財
閥
解

体

財
閥
解
体

の
基
本
方

針

は
、

一
九

四
五
年

九
月

一
.二
日
付

「
降
伏

後

に
お

け
る

ア
メ
リ
カ

の
初
期
対

日
方
針

」

に
お

い
て
、
四
日
本

の
商

L
業

の
大

部

分

に
支

配

力
を

有
す

る
財
閥

コ
ン

ツ

ェ
ル
ン
お

よ
び
金
融

コ
ン

ツ

ェ
ル

ン
を
解
体

す

る

た
め

の
政
策

は
助

長

さ
る

べ
し
。
」

と

の
べ
ら
れ

て
い
る

(
経
企
庁

「
戦
後
経

済
史

(総
観

編
)
」
、
大

蔵
省
印

刷
局

、

一
九

五
七
年

三
月

刊
、

.

.七
頁

)
。

財
閥

解
体

の
手

段

は
、
①
株

式

の
公
開

に
よ
る
資

本
的
結
合

の
分
断
、
②
財
閥
家
族

お

よ
び
同

一
戸
籍

に
あ

る
者

の
、
財

閥
系
企
業

へ
の

一
〇
年

間

就
任
禁
止

、
③
主

な
財
閥
系
企
業

の
解
散

、
分
割

{持

株
会
社

八
..一社

の
解
散

(
四

一
、社
)
お
よ
び
再
編
成

(
四

「
社
)
}
、
④

G
H
Q

の
指

令

に
よ
る

三
井
物
産

、
三
菱
商
事

の
解
体
、
⑤

ポ

ツ
ダ

ム
政
令

に
よ
る
電
力
事

業

の
再
編
成

、

で
あ

っ
た
。

(
15
)

原
始
独
禁

法

最
初

の
独
禁
法

は
原
始
独

禁
法
と
称

さ
れ
、
昭
和

.
、
.
、年
七

月
施
行

さ
れ
た
。
原
始

独
禁
法

の
目
的

は
、
財
閥

解
体

の
結

果
を
定
着

さ
せ

る

こ
と
、

さ

ら

に
は
財
閥

の
ご
と
き
支

配
構

造

の
再
編

.
復
活
を

阻
止
す

る

こ
と
に
あ

っ
た
。
同

法

に
は
、
経
済
民
」
化

の
徹
底

と

い
う

ア
メ
リ
カ

の
初
期
対

日

占
領
政
策

の
影
響

が
色

濃

く
投
影

さ
れ

て
い
た
。

こ
の
た
め
競
争
制

限

に
か
ん
す

る
禁
止

規
定

は
厳

し
か

っ
た
。

(
16
)

昭
和

、
、四
年

の
独
禁

法
第

一
次
改

訂

改

訂

の
背
景

改
訂

の
背
景

は
、
米
国
側

に
は
初
期
対

日
政
策

が
転
換

さ
れ

(
昭
和

..一.年

一
月
六

日
の
米

陸
軍
長
官

ロ
イ

ヤ

ル
の
声

明
)
、

日
本
経

済

の
強
化
が
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志

向

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と
、
日
本
側

に
は
外

資
導
入

の
道
を

ひ
ら
く

こ
と
、
巨
額

の
株
式

を
購
入

,
保
有
す

る
必
要

が
あ

っ
た

こ
と
が
あ
げ

ら

れ

る
。

最

後

の
株
式

問
題
が
発
生

し
た
理
由

は
、

財
閥

解
体

に
よ

っ
て
大
量

の
株
式

が
放
出

さ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た

こ
と
、

戦
時

.
戦

後

の
イ

ン
フ

レ
ー

シ

ョ
ン
に
よ

っ
て
、
企
業

の
自

己
資

本
比
率

が
低

ド

し
た

の
で
、

こ
れ
を
充
実

す

る
た
め

に
増
資

の
必

要
が
あ

っ
た

こ
と

に
あ

る
。

改

訂

の
主
内

容

上

記

の
要
請

に
応

え
る
た
め
、
独
禁
法

の
第

四
章

(株

式
保
有

、
役
員
兼
任

、
合
併
、
営
業

の
譲
渡

に
か

ん
す

る
制
限
)
を
中

心

に
緩
和

さ
れ
る

こ

と

に
な

っ
た
。
た
と

え
ば
原
始
独

禁
法

で
は
、
事
業
会

社

の
株
式
保
有

は
、
企
業
規

模

の
大
小
、
競
争

制
限

の
有

無

に
か
か

わ
ら
ず
、
画

一
的

に
禁
止

さ
れ

て
い
た
し
、
ま
た
役
員

の
兼
任

も
や
は

り
画

一
的

に
禁
止

さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
規
定

を
緩

和

し
た
。
た
だ

し

こ
の
緩
和

は
壬
・
続
き
問
題

が

豊

で
、

内
容
的

に
は
小
範
囲

で
あ

っ
た
。

影

響
狙

い
ど
う
り
、
外
資
導

入

の
道

が
開
か
れ

た

こ
と
、

ま
た
企
業
間

の
支
配
関
係

、

た
と

え
ば
系

列
化

の
端

緒
が
開

か
れ
た

こ
と

が
あ
げ
ら
れ

る
。

(
こ
の
項

の
参

考
書
。
公
正

取
引
委
員
会

事
務
局

,
独

占
禁
止

政
策

..十
年
史

」
、
大
蔵
省
印
刷
局
発

行
、
昭

和
五
。
.年
ヒ
月

刊
、
五

一
～
五

四
頁
)
。

(
17
)

昭
和

.
、八
年

の
独
禁
法
第

.

.次
改
訂

背
景

昭
和

二
六

年
五
月

」
日

の
リ

ッ
ジ

ウ

ェ
イ
連
合

軍
最
高
司
令

官

の
声
明

に
よ
り
、
日
本
政
府

に
は
、
占

領
ド

に
実
施

さ
れ
た
法
制

度
を
再
検
討
す

る

権

限
が
与

え
ら
れ

た
。
政
府

は
独
禁

法

の
改
正
要
綱

を
作
成

し
、
昭
和

.

.六

年
七
月

以
降

、
総
司
令
部

と
折
衝

を
開
始

し
た
。
総
司

令
部

は
、
二
六
年

末
・
米

本
国

の
指

令

に
も
と
つ

い
て
、
独
禁

法

の
改
正

を
承
認

し
な

い
旨
通
告

し

て
き

た

の
で
、
日
本
政
府

は
断

念
し

た
。
昭
和

、
一七
年

四
月

二
八

日

対

日
講

和
条
約

が
発

効
し
、
日
本

が
独
立

国

に
な

っ
た

の
で
、
政
府

は
独
禁
法

の
本
格
的

改
訂
を

め
ざ
す

こ
と

に
し
、
そ
の
た
め

の
再
検
討
を
開

始
し

た
。も

う

一
つ
の
背
景
と

し

て
、
朝
鮮

特
需
ブ

ー

ム
の
後
、
昭
和

二
七
年

四
月
か

ら
綿

紡

・
化
繊

.
ゴ

ム
タ
イ

ヤ
等

に
お

い

て
通
産
省

の
リ

ー
ド
に
よ
る

勧
告

操
短

が
お

こ
な

わ
れ
た
が
、

こ
れ

は
実
質
上
独

禁
法

を
緩
和
す

る
現
実

の
動

き

で
あ

っ
た
。

改
訂

の
主
内
容

昭
和

二
八
年
八
月

六

日
、
独

禁
法
第

二
次

改
正
法

が
成

立
、
九
月

一
日

に
公
布

、
即

日
施
行

さ
れ
た
。
二
八
年

改
訂

は
、
独
禁
法

の
基
本

に
ふ
れ
る

大
幅
緩

和

で
あ

り
、

こ
の
点

昭
和

二
四
年

の
第

一
次
改

訂
と

は
異

る
。

ま
た
二
八
年
前
後

か
ら
独
禁
法

の
適
用
除
外
法

が
籏
出

し
た
。

主

な
改
訂
内
容

は
次

の
と
お

り

で
あ
る
。
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ω

共

同
行
為

に
た

い
す

る
規

制

の
緩
和

ω

不
況
カ

ル
テ
ル
の
容
認

不
況

カ

ル
テ

ル
は
事

前
認
可
制

に
な

っ
て
い
る
。
認
可
権

は
、
公
取
委

の
認
定
を
前
提

と
し

て
、
セ
務
大

臣

が
も

つ
。
た
だ
し
認
可

の
要
件

が

の

ち

に
欠

け
た
と
き

は
、
k

務
大
臣

は
認
可

の
取
消

し
、
変
吏

が
可
能

で
あ
る
。
他
方
、
公
取
委

の
方

で
も
独
自

の
見
解

に
よ

っ
て
、
セ
務
大
臣

に
認

可

の
取
消

し
、
変
更

を
申
出

る
こ
と

が

で
き
る
と

し
、
も
し
主
務
大
臣

が

こ
れ

に
応

じ

な
く
と
も
、

一
ヵ
月

が
経

過
す
れ

ば
、
当
該

カ

ル
テ
ル
は
適

用
除

外

で
は
な
く
な

る
と
さ
れ
た
。

ω

合

理
化

カ

ル
テ
ル
の
容

認

つ
ぎ

の
よ
う
な
特
定

の
共

同
行
為

は
、

企
業

の
合

理
化

を
も

た
ら
す

が
、

そ
れ
だ
け

で
な

く
広

く
産
業

の
進
歩
発
達

に
役
立

つ
場
合

が
あ

る
の

で
、
合

理
化

カ

ル
テ

ル
と

し

て
認
め

る

こ
と

に
な

っ
た
。

す
な

わ
ち
、
生

産
部
門

の
事
業
者

が
、
規
格

の
統

一
、
製

品

の
標
準

化
、
生
産

品
種

の
専
門

化
、
廃
物

・
副
産
物

の
共

同
利

用
な

ど

の
よ
う

に
、

生

産
費

の
引
ド

げ

や
技
術

の
向
上

、
能

率

の
増

進
な
ど

で
あ

る
。

②

第

四
章
関
係
規
定

(株
式

保
有
、
合
併

、
役
員

兼
任
等

の
制

限
)
等

の
緩
和

提
案
者

の
認
識

に
よ
れ
ば

、
日
本
経
済

の
体
質

が
弱

く
、
企
業

の
経
済

力

が
国
際
的

に
弱

い

の
は
、
独
禁
法

の
株
式
保
有

や
役
員
兼

任
な
ど

の
規

制

が
厳
格

で
あ

り
過

ぎ
た

り
、
あ

る
い
は
不
当

に
画

↓
的
な
制

限
が
お

こ
な
わ

れ
た
り
し

て
い
る
た
め

で
あ

る
。
こ
れ

ら
を
是
正
す

る
必
要

が
あ

る

と

の
趣
旨

か
ら
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
緩

和
改
訂

が
な

さ
れ
た
。

ω

事
業
会
社

の
株
式
保

有
制
隈

の
緩
和
。

事
業

会
社

の
株

式
保
有

制
限

は
、

前
述

の
ご

と
く

(注

16
参
照
)
、
す

で
に
昭
和

.
一四
年

の
改
訂
時

に
お

い

て
、

外
資
導
人

、
証
券
消
化

の
観

点

か

ら
緩

和
さ
れ

て
い
た
。

今
回

の
昭
和

.

.八
年
改

訂

で
は
、

こ
れ
を

さ
ら

に
緩
和

す
る

こ
と

に
な

っ
た
。

す

な
わ
ち
、
株
式

の
保

有
制

限

は
、
「
競
争
を
実
質

的

に
制
限

す

る

こ
と
と
な

る
場

合
」
と
、
「
不
公
正

な
取
引
方
法

に
よ
る
場
合

」
に
の
み
お

こ

な
わ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

㈹

金
融
業

の
株
式
保
有

制
限

の
緩
和

金
融
業

の
株
式

保
有

の
限
度
を

五
%
か
ら

一
〇
%

に
緩
和

し

た
。

㈹

役

員
兼
任

に
た

い
す

る
規
制
条
件

を
緩
和

し
た

(内
容
略

)
。

㈹

合
併

を
規
制

す
る
要
件

の
う
ち
、

「
不
当

な
事
業
能

力

の
較
差

が
生
ず

る

こ
と
と
な

る
場

合
」

が
削
除

さ
れ

た
。
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ω

取
引
上

の
地
位

の
不
当

利

用
を

規
制

し
た
。
こ
れ

に
よ

っ
て
、
た
と

え
ば
、
大
企

業

に
よ
る
ド
請
代
金

の
不
当

な
支

払
遅
延

や
、
銀
行

に
よ

る

歩
積

、
両
建

の
強
要

な
ど
が
規
制
可

能
と

な

っ
た
。

(
ω

は
強

化
改
訂

)
。

ゆ

再
販
売

価
格
維
持

制
度

の
新

設
。

こ
の
制
度

は
、
商

標
な

ど

の
付

い
た
日
用
品

お
よ
び
著
作
物

に

つ
い

て
再

販
売
価
格

維
持
行
為

を
認
め

よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
。
こ
れ

は
、
不

当
廉
売

や
お
と

り
販
売
な

ど

の
不
当
な
競

争

(何

が
不
当
か

は
か
な

り
問
題

点
と
な

る
)
が
セ

と
し

て
小
売
面

で
お

こ
な
わ
れ

て
お

り
、
こ
の
た
め

小
売
商

の
利

益
が
侵

害

さ
れ

る
こ
と
が

あ

っ
た
た
め

で
あ
る
。

し
か
し
画

一
的

に
こ
れ
を
禁
止

す

る

こ
と

は
現
実
的

に
は
無

理
と
考

え
ら

れ
た

の

で
、

具
体
的

に
適

用
商
品

を
指
定
し
、

契
約
を
届
出

制

と
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
濫

用
を
防
止

し
、

不
公
正

な
取
引
方
法

の
適
用
除
外

と
し
た
。

曲

企
業
分
割

の
規
定

を
削
除
し

た
。
す
な

わ
ち
、
不
当

な
事
業

能
力

の
較
差

が
あ
る
場
合

に
は
、
公

取
委

は

こ
の
較

差
を
排
除
す

る
た
め

の
措

置

を
命
ず

る
こ
と
が

で
き
る
、
と

い
う
セ
旨

の
規

定
を
削
除

し
た
。

(
18
)

新

日
本
製

鉄
株
式
会

社

の
誕
生

新

日
本
製
鉄

株
式
会

社

は
、
八
幡
製
鉄
株

式
会
社

と
冨
L
製
鉄

株
式
会
社

の
合
併

に
よ
り
昭
和

四
五
年

、..月

.一.
一
日
に
発
足
し

た
が
、
粗
鋼

の
生
産

シ

ェ
ヤ
ー

で
は
両
社
合

計

の

シ

ェ
ヤ
ー
は
..、十
数
%

で
あ
り
、
そ

の
す
ぐ
ト
位

(
第
、..位

)
の
日
本
鋼

管

の
十
数

%
強

に
た

い
し

て
大
き

な
差
が
あ

っ

た
。
し
た
が

っ
て
、
も

し
昭
和

一
.八
年

の
独

禁
法

の
緩

和

が
な
け
れ
ば
、
新

日
本
製
鉄

の
誕
生

は
実

現
難

で
あ

っ
た
と
考

え
る
向

き
が
当
時

多
か

っ
た

よ
う
だ
。

(
19
)

昭

和
五

二
年

の
独
禁
法
第

二
.次
改

訂

昭

和
五

二
年

の
独
禁
法

第

.次

改
訂

は
、
前

.
一回

と
異
な

り
、
独

禁
法
を
強
化

す
る
方
向

で
お

こ
な

わ
れ
た
。
昭
和
五

.

.年

五
月

.七

日
成
立

、
同

年

=

.月

二
日
実

施

で
あ
る
。

強
化

の
改
訂

が

お

こ
な
わ
れ

た
理
由

は

つ
ぎ

の
と

う
り

で
あ

る
。

ω

第

一
次

オ
イ

ル

・
シ

ョ
ッ
ク
直
後

の
は
げ

し
い
物

価
騰
貴

を
批
判

し

て
、
反
独

占

の
世
論

が
高

ま

っ
た

こ
と
。
こ
の
物
価
騰
貴

は
、
当
時
、
狂

乱
物
価

と
も
称

さ
れ
た

ほ
ど

で
あ
り
、
昭
和

四
八
年

九
月
か

ら
四
九
年

四
月

ま

で
の
わ
ず

か
七
か
月

間

に
卸
売
物
価

指
数

で
は
ー
.五
%
増
、
消
費

者
物

価
指
数

で
は

一
七

%
増

で
あ

っ
た
。
こ

の
間
、
ヤ

ミ
カ

ル
テ

ル
や
便
乗
値

上
げ
が
横
行

し
、
石
油
業

界

で
は
千
載

一
遇

の
値
上
げ

チ

ャ
ン
ス
と
発
言
し

て
世

論

の
反
発

を
買

っ
た
。

鋤

当
時

の
市
場
状

況
が
競
争
制
限

的
傾
向

を
強
め

て

い
た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
独
禁

法

が
不
備

で
あ

っ
た
た
め
、
効

果
あ

る
規
制

が
困
難

と
解

さ

れ
た

こ
と
。

そ

の
セ

な
例
を
あ
げ

れ
ば
、
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ω

当
時
の
独
禁
法
は
、

独
占
的
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、

市
場
の
独
占
的
状
態

に
よ
る
競
争
制
限

に
た
い
し
て
は
規
制
が
難
か
し

か

っ
た
こ
と
。

こ
の
た
め
、
た
と
え
ば
、
昭
和
二
八
年
独
禁
法
緩
和

の
さ
い
削
除
さ
れ
た
企
業
分
割
の
規
定
を
復
活
さ
せ
た
。

{3)(鋤 で ㈹
、

カ

ル
テ
ル
に
た
い
し

て
は
そ

の
排
除
を
命
令
し
た
だ
け
で
は
、
カ
ル
テ
ル
実
施
期
間
は
同
参
加
事
業

に
と

っ
て
い
わ
ゆ
る
や
り
得

に
な
る
の

課
徴
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
。

株
式
保
有
に
よ
る
事
業
支
配
力

の
拡
大
を
抑
え
る
た
め
、
事
業
会
社
、
金
融
機
関
の
株
式
保
有
制
限
を
強
化
し
た
こ
と
。

一
九
七
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
欧
米
諸
国

で
も
独
禁
法
類
似
法

の
強
化
改
訂
や
積
極
的
運
用
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
も

こ
の
刺
戟
を

う
け
た

こ
と
。

改
訂

の
セ
内
容

昭
和

五
二
年
第

一.次

改
訂

の
ド

な
内
容

は

つ
ぎ

の
通

り

で
あ

る
。

①

ヤ
ー
カ

ル
テ
ル
に
た

い
し
課
徴

金
を
徴
す

る

こ
と
、

②

公
取
委

は
価
格

の
同

調
的
引
上

げ

に
た

い
し

て
は
報
告

を
求
め

る

こ
と
が

で
き

る

こ
と
、

③

会

社

は
、

一
定

の
取
引

分
野

に
お
け
る
競
争

を
実
質
的

に
制
限
す

る

こ
と
と
な

る
場

合

に
は
、
そ

の
株
式

を
取
得
し
、
ま
た
は
所
有

し

て
は
な

ら

な

い
こ
と
、

ま
た
金

融
業

に
た

い
し

て
も
他

の
基
準

に
よ

る
他
社

株
式

の
取

得

・
所
有

の
制

限
が
設

け
ら
れ

た

こ
と
、

④

持
株

会
社

の
設

置
を
禁
止

し
た

こ
と
。

な
お
持
株

会
社
と

は
、
株
式
所
有

に
よ

っ
て
、
国
内
他

会
社

の
事
業

活
動
を
支
配

す

る
こ
と
を
主
な
事
業

と
す

る
会
社

の
こ
と
を

い
う
。

⑤

会
社

が
合
併
す

る
場

合

に
は
、

「
当
該

合
併

に
よ

っ
て

一
定

の
取
引
分

野

に
お
け

る
競

争
を
実
質
的

に
制
限
す

る

こ
と
と
な

る
場
合

」

に
は
、

こ

の
合

併

は
認
め
ら
れ
な

い
。

な
お
右

の
カ
ギ
カ

ッ
コ
内

の
規
定

は
、
昭
和

、
、八
年
改
訂

の
さ
い
、
合

併

の
規
制

要
件
と

し

て
削

除

さ
れ

た
も

の
で
あ

り
、
こ
れ
を
昭
和

11

.
。年
改

訂
時

に
復

活

し
た
も

の
で
あ
る
。

以

上

で
タ
イ

ト

ル

「
④

財
閥

解
体

か

ら
独

禁
法

」

の
項

の
説

明
を
終

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
タ

イ

ト

ル
第

一
の
柱

で
あ

る

「
ω
占
領

政
策

に
よ

る
基

本
路

線

の
設

定
」

の
項

に

つ
い

て
の
説

明

も
終

る

こ
と

に
な

る
。

と

こ
ろ

で
既

述

の
よ
う

に

(ω

の
冒
頭
)、
戦
後

日
本

の
経

済
体

制

の
枠

組

み

は
、
四

つ
の
柱

で
設
定

さ
れ

て
い
た
。
そ

こ

で

つ
ぎ

に
、
第
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二

の
柱

で
あ
る

占
金
融

・
財
政

面

で

の
制

度
的

増

強
」

に

つ
い
て
述

べ
る

こ
と

に
し

た

い
。

②

金
融

・
財

政

面

で
の
制

度

的
増

強

戦

後

経
済

体

制

の
枠
組

み
設
定

の

一
つ
と

し

て
、
金

融

・
財

政

面

で
新

し

い
制

度

が

で
き

た
。

こ
こ

に
い
う
新

し

い
制
度

と

は
、
金

融

面

で
は
各

種

の
金
融

機

関

が
新

設

さ
れ

た

こ
と
、

財

政
面

で
は
均

衡
財

政

主
義
、

シ

ャ
ウ
プ
税

制
、
財

政

投
融

資
制

度

が
発

足

し

た

こ
と

で
あ

る
。

つ
ぎ

に
、

こ
れ

ら

に

つ
い

て
そ

の
主
要

な
内

容

を

み
よ
う
。

①

金

融
面

で
の
制

度
的

増

強

第

2
i

8
図

は
、

日
銀

を
除

い

て
、

昭
和

六

〇
年

一
二
月

現
在

の
、

民

間

お

よ
び
政

府
系

の
金
融

機

関
を

一
覧
表

に
し
た
も

の

で
あ

る

(現
在

で
も
大
差
は
な
い
)。

そ
れ

ぞ
れ

の
金

融
機

関

の
後

の
カ

ッ
コ
内

に
、

当

該
金

融
機

関

が
依

っ
て
立

つ
根

拠
法

名

と

そ

の
法

律

が

で
き

た
年

を

し

め
し

て
あ

る
。

一
見

し

て
わ
か

る
よ
う

に
、

根
拠

法

の
成

17

は
昭

和

二
〇

年
代

に
多

い
。

ま
た
長

期
金

融
、

貿

易
金

融
、

中

小

企
業

む

け
金

融
、

そ

の
他

の

さ
ま
ざ

ま
な

専
門

分

野

を
活
動

舞

台

と
す

る
金

融
機

関

が
新

設

さ

れ

て

い
る
。

た
だ

し
新

設

と

い

っ
て
も

、
第

2
1

9
図

に
み

る
よ

う

に
、

そ

の
大

部
分

は
戦

前

・
戦

中

に
何

等

か

の
前

史

を
も

っ
て
お

り
、
労

働

金

庫

(労
金
)

の
よ
う

に
ま

っ
た
く

の
戦
後

(昭
和

-○
年
代
)

の
新
設

と

い
う

の
は
少

い
。

②

財

政
面

で
の
制
度

的

増

強

財
政

面

で
の
新

し

い
制

度

的

増
強

に

つ
い
て
は

つ
ぎ

の
よ
う

に

い
え

よ
う
。

ω

均
衡

財

政
主

義

均

衡
財

政

主
義

は

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン

(
後
述

の
皿
1

㈹
)

の
さ

い
設
定

さ
れ

た
。
経

済

成
長

に
と

っ
て
の

そ

の
意
味

は
、

(
20

)

ω

国
債

の
不
発
行
は
、
資
金
需
要

が
旺
盛
な
民
間
資
金
を
圧
迫
し
な

い
こ
と
、
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第r図 金融機関一覧表

民 間,政 府系 の金融機 関 の現体 制 は,次 の よ うに,主 と して昭和(S.)20年 代 に整備

された(除 日銀,S(昭 和)60年12月 現 在)。

民間金融機関

全国銀行

普通銀行(s3銀 行法)礁 織 暮

一 階 喉難雛 螺鎧

壌轡 膨i:li機瞬
麟 水醗 融機関 騰 購 雛(S.18)

その他の

金融機関

保険会社($24)縢

{
証券 会社(S.23.証 券取 引法)

短資 会社(明 治34)

政府系金融機関

銀 行CsCs:1雛 翻 警1職 入銀行)

室副撫 臨 _)
他

{

郵便 局

海外 経済協 力基金(S.36)

事業 団,公 団(う ち融 資 を行 うの は,各3っ ずっ)

資金 運用部(S.26)

注1表 中の 「SOO,同 名法」 とは,例 えば信金(信 用金庫 の略)で は,「 昭和26年 にで きた信

用金庫法」を指す。

2(出 所)鈴 木淑夫 「わが国 の金融制度 」,日 本銀行金 融研究所,1986年8月 刊,553頁,他 。
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一一 一一「一}一 「}一 『 「 一 一 「 一 一 一「 一 一 下一 一 一「一 一 「一 一 一「 一 一 「 一 一「一 「一

(昭3)一
↑ ↑ ↑1

「 外国 ,,.,門 銀行
↓

(昭22)
}

(昭24

銀行(昭25) (昭29)

長期信用銀行L銀行

銀行 (昭27)

行(昭19)/

」r
J
'イ (昭20)

1

.丁'で (昭20)
1

信託会社 (昭23)
1

信 託 銀 行

無 尽 会 社 (昭26)
ド

相 斤 銀 行

市街地信用組合 (昭26)

評
信 用 金 庫

「一一「諏 「苓剛
(昭6)工 業組合

(昭7)商 業組合
一_

(昭11)
L__

(昭25)

商]商T協

↓組合 同組合

昭21)

(昭28)労 働 金 庫
1

商丁組合中央金庫

農業会 農業協同組合

産業組合中央金庫 (昭18)(昭22) 農林中央金庫

住宅金融会社
1

(昭46)

短 資 会 社

局

553頁 。

(昭22)復 興金融金庫　　
(昭27) 日本開発銀行

(昭13)騨 金庫・庶民金庫1(昭26) 日本輸出入銀行

(昭24)
E

国民金融公庫等
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明治元年510 15 2Q25 30

第2-9図 金 融 機 関 の

3540大 正元年5正0昭 和…T一㎜T-}「 一 …一「一 一㎜T 一㎜一一T一

(明2)為 替会社(明6)

u
(明6)1

(明15)日 本 銀 行

一_______

国 立 銀 行(明32)

括明9)私 立 銀 行(明26)

銀 行 類 似

一会遮 普 通 銀 行

貯 蓄 銀'行

(明13)
1

横 浜1E金 銀 行

(明33) 北海道拓殖

(明35)
i

日 本 興 業

(叩30) 日 本 勧 業

(明31)
i

農 工 銀

(明32) 台 湾 銀

(町ヨ42)(町II44)
ヒi-

(明39)韓 国銀行
一___

朝 鮮 銀

(明34)営 業 無
i

尽(大4)

(大12)
D

(明33)産 業 組 合
1

こ疋6)

fi
a一

(大13)
一

(明12)
L

(明33) 損害保険会社

(明14)一 (明33) 生命保険会社

(明34)
L

(明11) 株式取引所

(明12)
L

手形交換所

(明8)
L__

郵 便

(参考)

(出所)

日本銀行法施行 昭和17年3月

銀行条例 ・貯蓄銀行条例施行 明治26年7月

銀行法施行 昭和3年1月

鈴木淑夫編 「新版 ・わが国の金融制度」,日銀金融研究所発行,1986年8月,
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回

財

政
収

入

面

の
制

約

が
強

い

の
で
、

旺
盛

な
財

政
支

出

を
抑

制

す

る
大
義
名

分

が
均

衡

財
政

主
義

に
よ

っ
て
あ

た
え

ら
れ

た

の

で
、

政
府

の
意

図

に
よ

る
支

出

抑
制

項

目

や
重
点

項

目

の
選
択

に
援

用

さ
れ

た

こ
と
。

こ

の
た

め
、

た
と

え

ば
、
産

業
基

盤

の
た

あ

の
公
土
ハ投
資

に
は
、

活

発

な
民

間
投

資

に
即
応

す

る
だ

け

の
額

を

充

当
す

る

こ
と

が

で
き

た
。
反

面

、
生

活
基

盤

の
た
あ

の
公
共

投

資

は
抑
制

さ

れ

た
。

(20
)

国
債
の
不
発
行

財
政
法

(昭
和
二
二
年
四
月
施
行
、
そ
の
後
多
回
数

の
改
正
あ
り
)
第
四
条

〔歳
出
財
源

の
制
限
〕
第

一
項
に
日
く
、

「
国
の
歳
出
は
、
公
債
又
は
借
入
金
以
外
の
歳
入
を
以

て
、
そ
の
財
源
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
公
共
事
業
費
、
出
資
金
及
び
貸
付
金
の
財

源
に

つ
い
て
は
、
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内

で
、
公
債
を
発
行
し
又
は
借
入
金
を
な
す

こ
と
が
で
き
る
。
」

(21
1
1
)

田

シ

ャ
ウ
プ
税

制

昭
和

二
五
年

に
公
表

さ
れ

た

シ

ャ
ウ
プ
勧

告

は
、

国
税

、

地
方
税

を
通

じ

る
租
税

原

則
を

し

あ

し
た
も

の

で
あ

り
、
全

面

的

か

つ

体

系

的

な
租
税

改

革
論

で
あ

る
。

そ
れ

は
た

ん
な

る
議
論

に
と

ど
ま

ら

ず
、
現

実

に
国

と
地

方

の
抜

本
的

な
租

税

改
革

を

も
た

ら
し

た
。

(21
1
2
)

「
ま
た
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

の
租
税
体
系

が
事
実
上
崩
壊
し
た
後
も
、
租
税
改
正
お
よ
び

そ
の
論
議

に
無
視

し
え
な

い
影
響
を
な
お
及

(
22

)

ぼ

し
続

け
、

再
検

討

・
再

評

価

の
み
な

ら
ず
復

帰

論

も
後

を
絶

た

な

い
現
況

も
」
、

重

要

な
も

の
と

し

て
、
注

目

す

る
必
要

が

あ

る
。

こ

の
意
味

で
、

シ

ャ
ウ
プ
税
制

は
戦
後

税
制

の
原
点

を

な
す

と
考

え
ら

れ

る
。

(21
…
1
)

シ
ャ
ウ
プ
税
制

シ
ャ
ウ
プ
税
制
使
節
団
は
、
昭
和
。
、四
年
五
月

一
〇

日
に
来
日
し
、
同
年
八
月
二
六
日
税
制
改
革
勧
告
案
を
発
表
し
た

(歴
史
学
研
究
会
編

「
日
本

史
年
表
」
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
六
年
七
月
刊
、
二
九
四
頁
)、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
性
格

に

つ
い
て
み
れ
ば
、
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
税
制
に
よ
る
資
本
蓄
積

の
基
礎
を
具
体
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
従

っ
て
シ
ャ
ウ
プ

勧
告

に
は
資
本

の
育
成
、
蓄
積

に
対
す
る
配
慮
は
行
わ
れ
た
が
、
減
税
額

は
予
想

に
反
し
て
少
な
く
、
強
く
耐
乏
生
活
を
要
求
す
る
も

の
と
な

っ
た
の
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で
あ

る
。
」

(
経
企
庁

戦
後
経
済

史
編
纂
室

「
戦
後
経
済

史

(財

政
金
融
編

)
」
、
大
蔵
省
印

刷
局
、

昭
和

三
四
年

八
月
刊
、

一
〇

七
頁
)

し
か

し
実
際

の
税
制

改
革

に
お

い

て
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

に
は
、
た
と
え
ば
所
得

税

で
は
勧
告

を
上
回

る
減
税

が
実
施

さ
れ

る
な
ど
、
若

干

の
修
正

が
お

こ
な
わ
れ

た

(
同
上
参
考

)
。

シ

ャ
ウ
プ
勧
告

に
た

い
す

る
評
価

は
時
期

に
よ

っ
て
異

る
と

し

て
、
和

田
八

束
氏

は

い
う
。
「
現
在

(
昭
和
、、.○
年
代
央
ご
ろ
ー
名
島
)
ま

で
に
大
き
く

.
つ

の
時
期

に
分
け

ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
第

一
の
時
期

は
、
発
表
当

時
か

ら
昭
和
ご
.○
年
頃

ま

で
で
あ

り
、
以
降

は
第

、期

と

い
え
よ
う
。
」
と
評
価

の
あ
り
方

に

つ
い

て
の

べ
て
い
る
。

(評
価

じ
た

い
は
長

く
な

る

の
で
略
)
。

(
和

田
八
束

「
現
代
租
税

論

」
日
本

評
論
社
、
昭
和

四
五
年
八
月

刊
、
七

四
頁

)

(
21
-

2
)

シ
ャ
ウ
プ
税
制

の
崩
壊

昭
和

二

四
年

に
公
表

さ
れ
た

シ

ャ
ウ
プ
勧
告

は
、
翌
昭
和

二
五
年

に
は
実
施

に
人

い
る
が
、
早
く
も

そ

の
翌
年

の
昭
和

、六
年

か
ら
税
制
改
訂

の
動

き
が

は
じ
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
動

き
は
強

ま

り
、
国
税

で
は
昭
和

、
、八
年

度
予
算

地
方
税

で
は
昭
和

二
九
年
度
予
算

に
お

い
て

シ

ャ
ウ
プ
税
制

は
崩

壊

す

る

こ
と

に
な

る

(
佐
藤
進

、
宮
島
洋

「
戦

後
税
制

史
」
、
税
務
経

理
協
会
、

昭
和
五

四
年

「
○
月
刊
、

三
八
、

四
〇
、
四

四
頁
)
。

こ
の
よ
う

に

シ

ャ
ウ
プ
税
制

の
崩
壊

が
急

テ

ン
ポ

で
進

ん
だ
理
由

は
、
昭
和

二
六
年

九
月

の
平
和
条

約

の
調
印

と
昭
和

一
.七
年

四
月

の
同

発
効

に

よ

っ
て
日
本

が
独
立

し
、
政
策
決

定
権
限

が

日
本
側

に
帰
す

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
、
こ
れ
を

チ

ャ

ン
ス
と
し

て
日
本
政
府

は
同
税
制
を
崩
壊

さ
せ
た

(
前
出
書

、
三
九
～

四
〇
頁
)
。

(
22
)

佐

藤
進
、
宮
島

洋

「
戦
後

税
制
史

」
、
税

務
経

理
協
会
、
昭
和

五

四
年

一
〇
月

刊
、

、
.頁

(
23

1

1

)

㈹

財
政
投
融
資

現
代
経
済

の

一
特
徴

は
、
公
共
経
済

の
拡
大

に
あ
る
。

こ
の
要
請

に
も
と
つ
い
て
財
政
需
要

の
拡
大
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
を
賄

う
た
め

に
財
政
収
入

に
は
多
様
な
方
法

が
図
ら
れ
て
い
る
。
財
政
投
融
資
も

こ
う
し
た
方
法

の

一
環

で
あ
り
、
そ
の
機
能

は

つ
ぎ

の

と
う
り

で
あ
る
。

ω

金
融
的
性
格

財
政
投
融
資

の
源
資

(資
金
源
)
お
よ
び
運
用

(支
出
)
と
も
、
概
し

て
金
融
的

に
調
達
さ
れ
、
配
分

さ
れ
る
。

運
用
面

で
は
、
昭
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和

二
〇
45
代

で
は
産
業
基
盤
向

け
支
出

と
大
企
業
向
け
支
出

に
重
点
が
置
か
れ

て
い
た
。
ち
な
み
に
昭
和
三
〇
年
代
、

四
〇
年
代

に

(
23

i

2
)

な
る
と
、
大
企
業
向
け

の
比
重
低
下
が
顕
著

に
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
替

っ
て
民
生
向
け
支
出

の
比
重
増
加
が
あ
ら
わ
れ
た
。

◎

民
間
金
融
機
関

へ
の
補
完

財
政
投
融
資

は
、
民
間
金
融
機
関
を
補
完
す

る
役
割
を
も

っ
た
。
補
完

と
は
ま
ず
量
的
補
完
を
意
味
し
、
そ
れ
は
高
度
経
済
成
長

期

に
お
け
る
資
金

量

の
不
足
を
補

う

こ
と

に
あ

っ
た
。
し
か
し
よ
り
董
要

な
機
能

は
、
質
的
補
完
と
も

い
う

べ
き
も
の
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
国
民
経
済
的
立
場

か
ら
み
れ
ば
、
た
と
え
必
要
な
融
資

で
あ

っ
て
も
、
た
と
え
ば
民
間
金
融
機
関
が
そ
の
よ
う
な
融
資

は

収
益
上

12

ス
キ
ー

で
あ
る
と
考

え
た
場
合

に
は
、

こ
の
分
野

へ
の
融
資
を
渋
り
、
あ
る
い
は
厳
格
す
ぎ
る
融
資
条
件
を
提
示
す

る
こ

と
が
生

じ
う
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
財
政
投
融
資
計
画

に
そ

っ
て
政
府
系
金
融
機
関
か
ら
融
資
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
民
間
金
融

機
関

は
、
こ
れ
を
政
府

の
肩
入

れ
と
と
ら
え
て
自
も
融
資

に
乗

り
だ
す
の
で
あ
る
。
初
期

の
石
油
化
学
産
業

は
こ
の

一
例

に
な

ろ
う
。

の

景
気
政
策

の
手
段

財
政
投
融
資

に

つ
い
て
は
、
そ

の
規
模
、
運
用
と
も
、
昭
和

四
ヒ
年
ま

で
政
府

の
裁
量

に
ま
か
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が

っ
て
政
府

は
景
気
政
策

の
観
点

か
ら
財
政
投
融
資

の
あ
り
方
を
決

め
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
ば
し
ば
景
気
政
策
と
し

て
の
財
政
政
策
が
採
り
あ

げ
ら
れ
た
が
、

一
般
会
計

の
変
更

に
は
制
約
が
強

い
の
で

(但
し
、
行
わ
れ
て
は
い
る
)、
主
と
し

て
財
政
投
融
資

の
変
更
が
行
わ
れ
て

い
た
。

し
か
し
財
政
投
融
資

が
政
府

の
専
管
事
項

で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
国
会

の
側
か
ら
疑
義
が
提
示
さ
れ

て
、
昭
和
四
八
年

「
長
期

運
用
特
別
措
置
法
」

が
制
定
さ
れ
、
国
会
統
制
が
加
わ

っ
た
。
し
か
し

こ
の
国
会
統
制

は
本
予
算

に
た

い
す

る
ほ
ど
強

い
も

の
で
は

な
か

っ
た
し
、
ま
た
同
法
は

一
定
範
囲
内

と
は
い
え
、
政
府

に
裁
量
権
を
認
め

て
い
た
。

そ
れ
だ
け
財
政
投
融
資

は
景
気
政
策

の
手

段

に
な

り
易
す
か

っ
た
わ
け

で
あ
る
。
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(
23
-

1
)

財

政
投
融
資

財
政
投
融
資

は
、
明
治
初
期
か
・り
は
じ
ま

っ
て
い
る

(鈴
木
武
籍

百

本

の
財
政
L
、
至
誠
堂
、
昭
和

・天

年
五
月
刊
・
三

七
乳

「
八
頁
)
・

戦
後

で
は
昭
和

.
、四
年

の
ド

ツ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
さ
い
見
返
資
金
特

別
会
計

が
新

設
さ
れ

た
と
き

に
芽

を
だ
し
た
。

し
か
し
通
常
、
財
政
投
融
資

の
戦
後
の
出
発
点
は
昭
和

.八
年
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
ま
で
に
、
高
度
経
済
成
長
期

(昭
和

6

年
代
・

四
〇
年
代
)
に
み
、り
れ
る
財
政
投
警

の
諸
騰

が
整

.
た
か
ら
で
あ
る
。
諸
震

と
は
、
肇

投
資
特
別
会
計

(見
返
資
金
特
裂

計

よ
り
発
展
)・

資
金
運
用
部
資
金
特
別
会
計
、
開
銀

.
輸
銀
な
ど

の
政
府
関
係
金
融
機
関
、
民
間
金
融
機
関
、
政
府
保
証
債
の
発
行
・
な
ど
を
い
う
。

(
23

2
)

財
政
投
融
資

の
源
資
と
運
用

財
政
投
融
資

の
警

と
藩

に

つ
い
て
は
第
2
痴

表
の
ご
と
く
で
あ
る

(
よ
り
詳
し
く
は
第

2
ぬ

表
・
第
2
止

表
参
照
)・
表

に
は
昭
和

・

八
年
度
、
δ

年
度
、
四
〇
年
度
、
五
〇
年
度

の
四
時
点
を
採

。
て
い
る
。
な
お

こ
れ
ら
四
時
点

の
諸
計
数

の
変
化
過
程
は
ほ
ぼ
系
統
的

で
あ
り
・
イ

レ
ギ

ュ
ラ
ー
バ

ン
ド
し
た
計
数
を

ふ
く

ん

で
い
な

い
、
為
念

。

表

か
ら

つ
ぎ

の
こ
と

が

い
え

る
。

ω
源
資
面
は
、
郵
便
貯
金
を
忠

に
金
融
的

に
集
め
・b
れ
て
い
る
。
郵
貯
の
比
重

は
昭
型

・○
年
度

の
二
七

・
五
%
か
ら
五
〇
年
度

の
蓋

∴

%

へ
と
か
な
り
増
え
た
。

つ
い
で
厚
生
年
金

の
比
薦

大
も
竪

つ
。

し
た
が

.
て
源
資
面
は
零
細
な
国
民
資
金
を
集
め
た
も
の
と
の
性
格
が

つ
よ

い
。

(第

2
-

10
表

の
③

、

第

2
1

11
表

)

㈹
運
用
面

で
は
、

大
企
業
向
け
支
出
謹

比
が
昭
和
二
八
年
度
の
二
九

∴

%
か
ら
五
〇
年
度

の

δ

・
七
%

へ
と
響

に
減
り
・

こ
れ
に
反
し

て
、
同
期
間
中

に
、
民
生
向
け
支
出
構
成
比
が

冗

∴

%
か
ら
四
四

・
五
%

へ
と
薦

し

(第
ー

m
表
④
)
・
ま
た
道
路
向
け
支
出
が
・♪

七

%

(昭
和

.6

年
度
)
か

り
八

.
○
%

へ
と
増
え
た

(第
ー

嚢

)
。
大
企
業
向
け
支
出
構
成
比
の
減
少

に

つ
い
て
は
・
民
間

べ
支

の
金
融
を
・

大
企
業
が
基
本
的
に
は
男

で
獲
得
し
う
る
ほ
ど
、
充
実
し

て
き
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
民
生
向
け
の
薦

に

つ
い
て
は
二

般
会
計
か
ら
の
振
替

え
増
加

の
性
格
が

つ
よ
い
。

㈹

外

為

法

・
外

資
法

の
役
割

外
為
法

(「外
国
為
麓

び
外
国
貿
易
管
理
法
」
の
略
)
は
昭
和

、
西

年

三

月

に
公
布
、
外
資
法

(「外
資
に
関
す
る
葎

」
の
略
)
は
昭
和
二

五
年

五

月

に
公

布

さ

れ
、

と
も

に
戦

後

の
高

度
経

済

成
長

に
寄

与
す

る
と

こ
ろ
大

で
あ

っ
た
。

外

為
法

の
機

能

は
多
岐

に
わ

た

る
が
、

そ

の
な
か

で
も

外

貨
予

算
制

度

(昭
和

↓五
年

一
月
か
ら
・
I
M
F
八
條
国
と
G
A
T
T

一
一
條
国
に
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0

第2-10表 昭和28年 度財政投融資の源資 と運用

昭和28年 度 ②

源 資

一 般 会 計 繰 入

資 金 運 用 部

簡 保 資 金

10.3%

38.0

4.4

潟
1合 計{㌫]

名 目GNP(億 円)

100.0

(A}4,595

(B)75,264

A/B」L⊥ __6・1

昭和28年 度

運 用

民間へ の産業資金供給

i

49.9
一

民 間への住宅 資金供給 4.3
幽

政 府 事 業 建 設 投 資 23.3
一 一

22.5

一

1

」

随
「A、

名

」

方 債 引 受

計儲
円

1

loa.0

4.59

75.26

s

目GNP(億 円)

A/B°/a 一
(B)

③ 財投の源資構成比%

＼ 超和年度E

＼
30 40 5Q

産 投 会 計 5.7 2.4 O.fi
…一

$2.

35.

51,366.8
奎 金運用劃
郵 貯i 27.5 26.1

厚 生 年 金 10.5 18.3 17.3

民 年 金

f資 金

1

13.3、2.6
1

16.1

　0

.9

鴇1評評
一欄一 一　　

loo.o

　

保債 ・借入金 17.3
皿

合 計 一

% loo.o XOO.0

1壁曼禦!億円 2,978

園GNP比1

3.3「5担1

④ 財投の運用構成比%

＼ 昭和年度

＼
i

28 40

1

50

民 生 向 け 19.1 33.0 44.5
一

沙 生産者"
19.1 19.8 19.7

」
i

　

1産 業基盤 〃

「天蘇 〃

墜「一一計L一

32.7131.9 25.2

29,115.3

副
1______」

100.0 100.0

1東 洋経済 『経済統 計年鑑』,76年p.287

;28年 度 は 『セ ミナー経済教室』の 『現

代財政論』,p.58

2名 目GNPは 大蔵 省財政史室編 「昭和

財政史,19」29頁

3民 生向 け:生 活環境,厚 生,文 教,小

生産者 向け:中 小企業,農 林漁業,大 企

業向 け1基 幹産業,輸 出振興
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第2-11表 財政投融資源資の推移

† 匹 闘邸lJ,/Uノ

区 分
番 昭和30年 度

}

40年 度 50年 度 60年 度 平成3年 度

号 実績繊 比 実績繊 比 実側 構成比 実績 繊 比当初計購 成比
一 般 会 計

1 1113.7 一一 田一 一 一 一 　 _ 一 　一 闇』

産業投資特別会計 2 1605.4 4302.4 6550.6 3100.16570 .2
資金運 用部資 金 3 1,5295L3 11,87266.8 98,00286.4 `L36,423$0.3(291,34977.9
郵 便 貯 金 4 82027.5 4,64526.1 50,50144.5 87,39429.788,00023 .5
厚生年金 ・国民庫金 5 31410.5 3,69720.8 21,32118.8 53,25418.164 ,30017.2
回 収 金 等 6 39513.3 3,5302Q.0 26,18023.1 95,77532.5139,04937 .2
簡 保 資 金 7 48216.1 1,956.2 10,1418.9 25,7748.863,05016 .9
余剰農 産物資金 8 1806.0 一一 　 -T} 『 一 }『 一 闇

政府保証債 ・政府保
証借入金

合 計
『{

9
1

10

51617.3

2,978100.0

4,36724.6

17,764100.0

4,63940.9

113,437100.0

31,61410.819 ,00050.6'

294,321100.0374,056100 .0ハ
θL、AQ有'肝 器 断 、ら ・ 瑳+潔

(単位 億円,%)

(注)48年 度計画か ら様式が変更 されたことにより,「産投出資」は 「産業投資特別会計」に,「公募債借入金等」は 「政府保証債
・政府保証借入金」に改められた

0
(出所)大 蔵省主計局調査課編 「財政統計」,¥V成3年 度版,平 年3年12月 刊,316～317頁

第2-12財 政投 融資 使途別分 類 の推移(当 初計画)

(単位 億 円,%)

区

お

ア

ユ

ら

ユ

　
り

　

13

7

2

4

8

8

45

號

69
瑠

饗
1

"蹴

部

藷

18

93

74

33

1

3

2

ゆー

　

　
り

わ　

虹

7

00

鵬

泌

9

むoo19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

宅

備

祉

教

業

業

害

路

信

発

術

力

用

計

災

計

協

整

計

騰

蛭
欄
露

騨

報
繍
計
鍵

住
勘

文
中
篤

趾
㎝
道
運
㌦

産
鵯

資

ω

②

㈹

ω

⑥

⑥

α

①

㈹

働

q①

σ

qp

働

q

㎝

A
。
彊玲血

時
番

号

昭和30年 度

金額融 比

宅

境整備

福 祉

1

2

3

44513.$

2477.7

692.1

40年度

金額 構成比

2,25913.9

2,01012.4

5$53.6

4933.1

2,04512.6

1,169?.2

8,56152.$

5063。1

1,2547.9

2,25013.9

1,1247.0

5,6431.9

1,2627.$

1,2197.5

16,206100.0

16,206

50年 度

金 額 構 成 比

19,96621.

15,5716.?

3,1333,4

2,752

14,505

3,795

59,724

1,100

7,444

11,$49

3,059

23,452

2,7fi4

7,160

93,100

100,093曾100

2.97,453

15.637,644

4.18,906

64.1145,662

1.24,728

8.Ol8,2fi4

12.717,634

3.35,112

25.2145,733

3.06,033

7.7j11,117

ias.020$,Sao

ioo.ai2as,5sa

3.6

i

4,3

69.8

2.3

$.$

8.4

2.4

21.

2.9

5.4

100.0

100,0

94,745

42,933

za,2si

5,824

44,945

9,082

207,790

3,306

29,882

14,fi81

7,090

54,9Q9

9,377

18,980

32.6

14.8

3.5

2.0

15.4

10.3

5.1

2.4

18.9

3.2

6.5

291,056100.0

77,000… 」

368,056100.01
(注)使 途別分類表 は

30,35年 度 は,36年 度以 降の基準 で分類 した一応の試算 であ る
。(

IL1所)「 肖コ百tl,3工6～317頁

,36年 の資金運用部資金法改正 により作成 され るよ うにな った ものであ り
,
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移
行
す
る
直
前
月
の
昭
和
五
九
年

亘

ま
で
存
続
し
た
)

の
も

2

日義

は
重
要

で
あ

っ
た
。

す

な
わ

ち

、

A

外
貨
予
算
制
度

の
機
能

①

当
時

の
外
貨
政
策

は
、
外
貨

の
保
有
量
が
稀
少

で
あ

.
た
た
め
、
な
る

べ
く
日
本
経
済

の
発
展

に
必
要

な
物
資
輸
入

に
限
定
し

よ

う
と
し
て
い
た
・

こ
の
た
め
・
製
品
輸
入
も
行
わ
れ

て
は
い
た
も

の
の
、

で
き

る
だ
け
原
材
料

の
輸
入
に
ウ

エ
イ
ト
を
置
き
、
工
業

発
展

に
便
な
ら
し
め
た
。

②

景
気
対
策

は
主
と
し
て
金
融

・
財
政
政
策

に
依
存
し

て
い
た
。

し
か
し
外
享

算
制
度
も

▼、
れ
を
補
佐
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
、

引
締
政
策

の
さ

い
に
は
・
外
資
予
算
を
圧
縮
な

い
し
繰
延

べ
る
手
段
を
と

.
た
。
外
貨
予
算

は
、
半
年
毎

に
編
成
さ
れ
、
物
資
予
算

は
現
通
産
省

の
専
管
事
項

で
あ
り
、
国
会
審
議
を
必
要

と
し
な

い
。
外
資
予
算

は
そ
れ
だ
け
機
動
的
性
格
を
も
ち
、
景
気
対
策

の
手

段
と
し
て
即
応
性
を
も

つ
こ
と

に
な

っ
た
。

③

物

資

の
外

享

算

に
は
、

二
通

り

の
組

み
方

が

あ

っ
た
。

;

は
外

貨
割

当

制

で
あ

り

(
F
A
制
と
以
ド
略
称
。
閃
信
.
α
〉
=
。
。.
ぎ

.

。。
巻
笛
ヨ
)
・

他

の

一
つ
は
自
動

承

認

制

で
あ

る
。

(A
A
制
と
以
下
略
称
。
〉
三
。
ヨ
讐

。
言

℃
.。
<
餌
一
。。
望
。,
け①
ヨ
)。

D

F

A
制

の
性

格

F
A
制

は
、

一
つ

一
つ
の
輸
入

物

資
ご

と

に
、

輸
入

先

地
域

を
指

定

し

て
、

予
算

枠

が
決

定

さ

れ

る
。

し

た
が

っ
て
次

の
性

格

を

も

つ
。

ω

貿

易

は
こ
国

間
協

定

に
よ

っ
て
行

わ
れ

る

こ
と

が
広
範

囲

で
あ

.
た
時

期

に
は
、

そ

の
均

衡
を

図

る

の

に
便

で
あ

.
た

(但

し
、
実
績
は
均
衡

に
成
功
し
な

い
片
貿
易

の
ケ
ー
ス
が
間
間
み
ら
れ
た
)。

回

外
享

算
制
度
は
、
産
業
政
策
と
し

て
最
も
有
効

に
機
能
す

る
手
段

の

一
つ
で
あ

.
た
。
例
.凡
ば
、
石
炭
産
業
を
ど
の
て
い

ど
保
護
す

る
必
要
が
あ
る
か
を
考
慮

し
て
、
石
油

の
輸
入
量
を
決
め

る
と
か
、
あ

る
い
は
合
成
繊
維

の
育
成
を
考
慮
し
て
、
原
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棉

.
原
毛

の
輸
入
量
を
決
定
す

る
と
か
が
、

そ
れ

で
あ
る
。

の

こ
う
し

て
決
め
ら
れ
た
外
貨
予
算
枠

は
、
原
則
と
し

て
、
当
該
輸
入
物
資
を
使
用
す

る
個
別

メ
ー
カ
に
割
当

て
ら
れ
る
。

そ

の
さ
い
の
割
当
基
準
が
産
業
政
策
と
し

て
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
石
油
を
例

に
こ
れ
を
説
明
し
よ
う
。

@

石
油
精
製
能
力

の
拡
大
が
政
策
的

に

一
義
的
重
要
性
を
も

っ
た
時
期

(昭
和
二
六
年
～
.
.七
年
)
に
は
、

精
油
能
力

の
大
小
を

基
準

に
外
貨
を
割
当

て
た

(設
備
割
当
基
準
)
。
こ
の
結
果
、
精
油
企
業

は
、
精
油
能
力

の
拡
人

に
努

め
、
現
に

こ
の
実
績
を
挙
げ

た
。

こ
の
前
提

に
は
石
油
精
製
品

の
う
ち
燃
料
油

に
た
い
す

る
国
内
需
要
が
旺
盛

で
あ

っ
た
と

い
う
事
情

が
存
在
す
る
。

⑮

つ
い
で
、
行
政
当
局

が
石
油
企
業

の
販
売
網

の
育
成
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
は
、
割
当
基
準
を
生
産
実
績
基
準

に
改
め
た

(昭
和
二
八
年
～
二
九
年
)。

な
ぜ
な
ら
生
産
実
績
を
拡
大
す
れ
ば
、
増
産
し
た
石
油
製
品
を
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
た

め
販
売
網
の
拡
大
が
必
要
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。

◎

こ
う
し
て
石
油
業
界

の
地
図
が
、
優
劣
を
反
映
し
た
形

に
到
達
す

る
と
、
行
政
当
局

は
、

こ
の
状
態

で
業
界
を
安
定

さ
せ
よ

う
と
考

え
、
外
貨
割
当
基
準
を
輸
入
実
績
基
準

に
改
め
た
。
す
な
わ
ち
、
過
去

の
輸
入
実
績
が
現
在

の
輸
入
実
績
と
な
り
、
現

在

の
そ
れ
が
将
来

の
そ
れ

に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
業
界

の
勢
力
関
係
が
安
定
を
み
る
こ
と

に
な

る
か
ら

で
あ
る
。

㈹

A
A
制

の
性
格

他

の

一
つ
は
A
A
制

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
数

の
輸
入
品
目
が

一
括
さ
れ

て
外
貨
予
算

の
A
A
制
と

い
う
区
分

に
計
上
さ
れ
る
。

A
A
予
算

の
特
徴

は
、
輸
入
が
多
く
な

っ
て
A
A
予
算
が
不
足
す

る
場
合

に
は
原
則
と
し

て
追
加
計
上

さ
れ

る
こ
と
、
お
よ
び
輸

入
先
地
域
も
指
定
さ
れ

て
い
な

い
こ
と

に
あ

る
。
企
業

へ
の
外
貨
割
当

は
む
ろ
ん
な
い
。
し
た
が

っ
て
あ
る
品
目
を
F
A
制
品
目

か
ら
A
A
制
品
目

に
移
し
替
え
る

こ
と
が
お

こ
な
わ
れ
た
が
、

こ
れ
は
い
わ
ば
外
貨
予
算
制
度

の
枠
内

に
お
け
る
貿
易

の
臼
由
化

で
あ

っ
た
。
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ち
な

み

に
、
貿

易

・
為

替

の
自

由

化

が

一
層
進

行

し
、

外
貨

予
算

制

度

そ

の
も

の

の
廃

止

問
題

が
登

場

し

て
き

た
と

き

に
、

最

も
懸

念

さ

れ
た

こ
と

は
、
外

貨
予

算
制

度

の
F

A
制

が
も

つ
産

業
政

策
的

側

面

(前
述
)
が

失

わ
れ

る

こ
と

へ
の
憂

慮

で
あ

っ
た
。

㈹

例
外

事

項

上

記

の
外
貨

予

算
制

度

の
機

能

に
は
、

つ
ぎ

の
よ

う
な
例

外

が

あ

る
。

ω

外

貨

の
割
当

対

象

は
、

前
述

の
よ

う

に
、

原

則

と
し

て
、

メ

ー
カ

ー

で
あ

る

が
、

こ
の
か

な
り
大

き

な
例
外

と
し

て
、
商

社

へ
の
割
当

が

あ

る
。

例

え
ば
、

あ

る

原
材
料

を

使

用
す

る

メ
ー

カ

ー
が
多

数

の
中

小

企
業

か

ら
な

る
場

合

に
は
、

主
要

商

社

に

割
当

て
ら

れ

た
。

そ

の
意

味

は
、

た

ん

に
割
当

対

象
を

メ

ー
カ

ー
か
ら

商
社

に
変
更

す

る
と

い
う

い
わ
ば
技

術
的

.
事

務

的

処

理

の
問

題

に
と
ど

ま

ら
な

い
。

と

い
う

の
は
、

外

貨
割

当

を
受

け

よ
う
と
す

る
多
数

の
中

小

メ

ー
カ

ー
が
、
少

数

の
商
社

に
取

引

を
申

込

む

こ
と

に
な

り
、

で
き

る
だ

け
多

く

の
外

貨

を
得

た

い
と

い
う
条

件

の
も

と

で
は
力

関
係

は
商

社

に
有
利

に
な

り

が

ち

に
な

る
。

そ

し

て
こ

の
こ
と

が
何

回

も
繰

返

し

お

こ
な

わ
れ

る
。

こ

の
た
め
商

社

が
頂
点

に
立

っ
て

そ
の
も

と

に
中

小

メ

ー

カ

ー
を
系

列

化

す

る
姿

が
あ

ら

わ
れ

て
く

る
。

い
わ

ゆ

る
商

社

系
列

と
称

さ
れ

る
も

の

で
あ

り
、

こ

の
意

味

で
商

社
割

当

は
商

社
育

成

政
策

、

系
列

化

政
策

の
有

力

な

一
つ
に
な

っ
て
い
た
。

@

F

A
制

に
は
短

期

の
需

給

調
節

機

能

が

あ

っ
た
。

す

な

わ
ち

、
行

政

当

局

が
操

業

短

縮

を
必

要

と
考

え
、

勧

告

操

短

に

は

い

っ
た
場

合
、

こ
の
操

短

を
遵

守

し

な

い

メ
ー
カ

ー
に
た

い
し

て

一
種

の
罰

則
と

し

て
割
当

外
貨

量

を
削

減

す

る
と
脅

か

す

わ

け

で
あ

る
。

現
実

に
削
減

し

な

く
と

も
、

そ

の
可
能

性

の
あ

る

こ
と

が
操

短

遵
守

に

つ
な

が

り
や

す
か

っ
た
。

㈲

F

A
制

に
は
グ

ロ
ー

バ

ル
F

A
制

と
称

せ

ら
れ

る
も

の
が

あ
り
、

こ
れ

は
輸

入
先
地

域

が
指

定

さ

れ

て

い
な

い
。

だ
が

割
当

て
問
題

が
残

る
以

上
、

F

A
制

の
産

業
政

策

と

し

て
の
機

能

に
変

り

は
な

い
。

⇔

A
A
制

に
も
非

ド

ル
A
A
制

と

称

せ
ら

れ

る
も

の
が

あ

り
、
こ
れ

は
通
常

の
A

A
制

(即
ち
、
グ

ロ
!
バ
ル
A
A
制
)
よ

り
も

輸
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(単位 件)

入
先

地

域

が
限
定

さ
れ

て

い
る
。

困

自

動

F

A
制

(A
F
A
制
)
な

る
も

の
が

あ

り
、
予
算

枠

が
不

足

し
た
場

合

に
は
、
原
則

と

し

て
追
加
計

上

さ

れ

る
。
た
だ

し
、

予
算

が
業

者

に
割

当

て
ら
れ

る
点

で
は
F

A
制

と

同
様

で
あ

り
、

し

た
が

っ
て
F

A
制

の
機
能

面

は
も

つ
こ
と

に
な

る

(前
項

ω
参
照
)。

④

ま
と

め

に
代

え

て

以

上
述

べ
た

こ
と

は
、

外
貨

予

算

制
度

に

つ
い

て

で
あ

っ
た
。

こ

こ
で
外

貨

予
算

制
度

を

や

や
詳

し

く
と

り
あ

げ
た

の
は
、

そ
れ

じ
た

い
が

高
度

経

済
成

長

に
重

要

な
役

割

を
果

し

た

こ
と
、

お
よ

び
同
制

度

が

属

す

る
外

為
法

が
、

外
資

法

と
な

ら

ん

で
、

こ
れ
ま

た
高
度

経
済

成

長

に
大

き

く
寄

与

し

た

こ
と
、

こ
れ
ら

の
具
体
的

姿

を

つ
か

ん

で
お
き

た
か

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

B

技
術

導

入

年

,

獣

轍

日
本

経

済

の
発

展

に
と

っ
て
、
外

国
技

術

、
と

く

に
米
国

技
術

の
導

入

が
人

き

資

66

年度 機械 化学 金属 ・
同製兄 その他 計

1949～50158 113 27

1951150123 9119 10i

1952170116 1fil31 X33

19536814 8113 103

19544322413 82

i1955411777 72

麟 巡 墨L鑑 塑
51$

1,147
竺 二鱈 一61～L型 」12!_1.. _一一」1

注)1.技 術 援 助 契約 件 数。

2.外 資導 入 年 鑑 編 集 委 員 会 『外

鑑 』1962年 版,299ペ ー ジ。191

169ペ ー ジ。

な
役

割

を

果

し
た

こ
と

は
、
あ

ら

た
め

て
説

明
す

る
ま

で
も

な

い
。
技

術

導

入

は

外

為

法

(昭
和
二
四
年
公
布
)
に
よ

る

↓
般
的

な
場

合

の
ほ
か

に
、
外
資

法

(昭
和

一
.五
年
公
布
)
に
よ

る
場
合

が
あ

る
。

外

資

法

は
、

日
本

経

済

の
発

展

と
国

際

収

支

の
改

善

と

い
う
条

件

に
役

立

つ

外

国

資
本

、
外
国

技
術

に
た

い
し

て

は
、
元
本

、
果

実

の
本
国

送
金

を

保

証
す

る

も

の

で
あ

っ
た
。
こ

の
結

果
、
技
術

導

入

が
促
進

さ

れ
た
。
そ

の
統

計
計

数

は
第

2
-

13
表

の
と

お

り

で
あ

る
。

表

中

に
み

る
よ

う

に
、

技
術

導
入

は
機
械

、

化

学

、
金

属

の
業

種
、
す
な

わ

ち
重

化

学

工
業

の
業

種

に
お

い

て
最
も

多

い
。

こ
れ
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ら

は
先

端

的
技

術

を

も

っ
て
、

日
本
経

済

の
リ

ー

デ

ィ
ン
グ

・
イ

ン
ダ

ス
ト
リ

ー
と
な

っ
た
。

こ
の

こ
と

は
技
術

導

入

の
当

初

の

一

〇

年

間

に

(昭
和

、五
年
～
一、五

年
)
、
生
産

の
年

間

平
均

増

加
率

が
製

造

業

の
二

一
%

で
あ

っ
た

の

に
た

い
し

て
、
技

術
導

入
部

門

で

は
実

に
七

.
一%

と

い
う
驚

異

的
増

産

テ

ン
ポ
を

し
め

し

た

こ
と

に
も
、
現

わ
れ

て

い
る

(名
島
太
郎
編

「
口
本
産
業
読
本
」、
東
洋
経
済
新

報
社
、
昭
和
四
、二
年
四
月
刊
、

]
、
.～

ご
.一頁
)。

ω

国

際
機

関

へ
の
加

盟

日
本

は
・

-
甑

(国
際
通
貨
基
金
)
と

-
B

髭

(国
際
復
興
開
発
銀
行
・
諜

鼻

銀
行
)

に
、

昭
和

二
七

年
、

加
盟

し

た
。

G
A

T

T

(関
税
と
貿
易

に
関
す
る

一
般
跡
欝

)

に
は
や

や
遅

れ

て
昭
和

三

〇
年

に
加

盟

し

た
。

こ
の
と
き
、

日
本

に
対

し

て
G

A

T
T

関
係

に
は

い
る

(
28

)

(
27

)

旨

を
意
志

表

示

し

た
国

は
、

ア
メ
リ

カ
を
含

め

て
.
一〇

か
国

で
あ

り
、

反

対

に
G
A

T
T
第

35
条

を
援

用

し

て
日
本

に
た

い
し

G

A
T

T

(
27

)

関
係

に
は

い
る

こ
と
を
拒

否

し
た
国

は
、

イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ン
ス
を

ふ
く

め

て

一
四
か
国

で
あ

っ
た
。

(
24
)

I
M
F

一
九

四
四
年

(
昭
和

一
九
年

)
七
月

に
調
印

さ
れ
た

I
M

F
協
定

と
I
B

R
D
協

定

は
、
調
印
地

(
ア
メ
リ
カ
)
の
名
を

と

っ
て
ブ

レ
ト

ン
ウ

ッ
ズ

協
定

と
称

す

る

こ
と
が
あ

る
。

I

M
F

の
目
的

①
国
際

通
貨
問
題

に
関
す

る
協
議

お
よ
び
協

力

の
機

構

と
な
る
常

設
機
関

を
通

じ

て
、
通
貨

に
関

す
る
国
際
協

力
を
促
進
し
、
②
国
際
貿
易

の
拡
大

お

よ
び
均
衡

の
と

れ
た
増
大

を
助
長

し
、
も

っ
て
経
済

政
策

の
第

一
義

的
目

標

で
あ
る
全
加

盟
国

の
高

水
準

の
雇

用

お
よ
び
実
質

所
得

の
促

進

お
よ

び
維
持

、
な
ら
び

に
生

産
資
源

の
開
発

に
寄

与
し
、
③
為
替

の
安
定
を
促
進

し
、
加
盟

国
間

の
秩
序

あ
る
為
替
取

り
決

め
を
維
持

し
、
お
よ
び
競
争
的

為
替

減
価

を
防
止

し
、
④
加

盟
国
内

の
経
常

取
引

に
関
す

る
多
角
的

支
払

い
制
度

の
樹
立

と
世
界
貿
易

の
増

人
を
妨
げ

る
外
国
為

替
制
限

の
除
去

を

援
助

し
、
⑤

適
当
な
保
障

の
下

に
基
金

の
資
金

を

一
時
的

に
加
盟
国

に
利

用

さ
せ
、
こ
う
し

て
国
内
的

お
よ
び
国
際
的
繁
栄

を
破

壊
す

る

こ
と
な

し
に

国
際

収
支

の
失

調
を
是
正

す

る
機
会

を
供
す

る

こ
と

に
よ
り
加
盟
国

に
安

心
感
を

与
え
、
⑥
①

か
ら
⑤

ま

で
の
規
定

に
従

い
、
加
閉
国

の
国
際

収
支

の

不
均
衡

の
持

続
期
間
を
短
縮

し
、

か

つ
、

そ

の
程
度
を
軽

減
す

る

(基
金

協
定
第

]
条
)
。

I
M

F

(一コ
9
『
屋

鉱
8

鋤
一
ζ
8

Φ
鐙
「
唄
閃
ニ
ロ
α
)

は
、

一
九
四
ヒ
年

,..月

の
業
務

開
始

か

ら

一
九

七
、..年
春

ま

で
の
第

一
次

I
M
F

(
体
制
)

と
、
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そ

の
後

の
第

二
次
1

M
F

(
体
制
)

に
分

け
る

こ
と
が

で
き
る
。

ω

第

一
次

I
M
F
体
制

(
一
九

四
七
年

三
月
～

一
九
七

三
年
春

)

の
主
要
特
徴
。

①

米

ド

ル
を
キ

ー
カ

レ

ン
シ
ー
と
す

る
。

②

上
記
米

ド

ル
は
、
純
金

↓
オ

ン
ス
門
、.一1ー

ド

ル
の
価

値
を
も

ち
、

か

つ
現
実

に
交
換
可
能

で
あ

る
。

③

I
M
F
加
盟
国

は
、

自

国

の
通
貨
価
値

を
②

の
米

ド
ル
に
よ

っ
て
表

示
す

る
。

④

I
M
F
加

盟
国

は
、

上

記

に
規

定

さ
れ
た
通

貨
価
値

に
依

拠
し

て
、
加

盟
国
通
貨

間

の
交
換

を
お

こ
な

う
。

⑤

国
際
収
支

が
悪
化
す

る
場
合

な
ど

に
は
、

I
M
F
加
盟
園

は
ー
M
F

か
ら
借
入
れ
を

す
る

こ
と
が

で
き

る
。

⑥

基
礎
的
不
均

衡
が
存
在

す

る
場
名

に
は
、
平
価

の
変

更

が

で
き
る

(帥
(μ
㎞¢
の
叶⑳
σ
一Φ
℃
Φ
隔四
)
。

⑦

一
九
七
ご
.年
春

、
単

一
固
定
相
場
制

が

い
わ
ば

恒
常

的

に
崩
壊

し
、
米

ド

ル
の
ω
金

お
よ
び
㈲
金

へ
の
交

換
可
能
な

ド

ル

(上
記
②

を
参

照
)

へ
の
、
交

換
停
止

が
あ

っ
た

の
で
、
第

一
次

I

M
F
体
制

は
崩
壊

し
た
と

い
え
る
。

こ
こ
に
い
た

る
経
緯

は

つ
ぎ

の
と
お

り
。

}
九
ヒ

一
年

八
月

の

ニ
ク

ソ
ン
米
大
統
領

の
新

経
済
政
策

(
い
わ

ゆ
る

ニ
ク

ソ

ン

・
シ

ョ
ッ
ク
)
に
よ

っ
て
、
ド
ル
の
金

へ
の
交
換
性

が
停
止

さ
れ
、
変

動
相
場
制

に
移
行

し
た
。

一
九
七

一
年

↓
.
一月
、
い
わ
ゆ
る

ス
ミ

ソ

ニ
ア
ン
体
制

に
よ

っ
て
、
米

ド

ル
は
金

に
た

い
し

て
七

・
八
九

%

切

下
げ
ら
れ
、
ド

ル
建
金

価
格

は

{
オ

ン
ス
ー
、..五

ド

ル
か
ら

一
オ

ン
ス
ー
、、八

ド

ル
に
上
昇
し

た
。
円

は
金

に
た

い
し

て
七

・
六
六

%
切
上

げ

ら

れ
、
ド

ル
に
た

い
し

て
は

一
六

.
八
八
%
切

上
げ

ら
れ

て
、

一
ド
ル
ー
、・.〇
八
円
と

な

っ
た
。
現
実

の
対

ド
ル

・
円

レ
ー
ト
は
、

一
九
七

一
年

第

H
四
半
期

の
三
五
七
円
か

ら
七
三
年
第

皿
四
半
期

の
.
↓六
五
円
ま

で
、
九

四
半
期

間

に
九

.

.円

の
円
高
幅

が
み
ら
れ

た
。

㈹

第

二
次

I
M
F
体
制

(
一
九
七

...年

春
以
降
)

の
セ
要
特
徴

。

一
九
七

...年
春

の
第

一
次

I

M
F
体
制

崩
壊

の

の
ち
、
セ
要
先

進
国

は
変

動
相
場
性

に
移
行
し

た
。

も

っ
と
も
各
国

の
為
替

相
場

制
度

の
内
容

は
様

々

で
あ

る
。
大
略

は
第

1
-

14
図
を
参

照
さ
れ
た

い
。

(
25
)

I
B
R
D

I
B
R

D
は
、
圃コ
けΦ
「
口
餌
諏
。
コ
ゆ
一
切
き

犀
8
憎
助
Φ
8

コ
。・
#
9

二
〇
嵩
睾

島
O
Φ
<
免
o
O
日
①
葺

の
略

。
日
本
名

は
国
際
復
興
開
発
銀

行
と

い
わ
れ

る
が
、
通

称
、
世

界
銀
行
、
世

銀
と
も

い
う
。
ー
B
R

D
協
定

は
、
I
M
F
協
定
と

と
も

に
、

　
九

四
四
年

七
月

に
調
印

さ
れ
、
両
者

を
ブ

レ
ト

ン
ウ

ッ
ス
協
定

と

い
う

こ
と
が
あ

る
。
I

B
R
D

は

一
九

四
六
年
六

月

よ
り
業
務

を
開
始
し

た
。
そ

の
日
的

は
加
盟
国

の
戦
災

か
ら

の
復
興

の
み
な
ら
ず
、
加

盟
低
開

発

国

の
開
発

に
あ

っ
た
。
当

初

は
復

興

の
面
を
重
視

し

た
が
、
の
ち

に
低
開
発

国

の
開
発
援

助

に
力
を

そ

そ
ぐ

よ
う

に
な

っ
た
。
(
霊
な
出
所

は
、
「
体
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第2-14図 各国 の為 替相 場制度(1980年 ごろ)

肱

ξ『・?
a

.:f.・.

'

:1'01

0

..V"o°

・=::・
・

0

奄 曹

::::i'i

::く.樵

書DY
.

・=・=

旺…姐
完全 フロー

制 の国(8力 国耀

「
.8

Q

O〈L

.暫 も
4

'D

EMS加 盟国

(8力 国)

噛鱒 穿
、,ii.

'
・1・ 日本

米国

力ナダ

英国

イスラエル

レバノン

南アフリカ

ウルグアイ

・

・■ ・.

SDR以 外の通

貨 バ ス ケ ッ トに'
k

リンク して1る

国(23力 国〉

一

身
オー ス トリア

ス ウ エーデ ン

ノル ウ ェー

フ ィンラ ン ド

中国

シ ンガポ ール等

米 ドル に リンク

個 定)し てい る国

(38力 国)

ベ ルギ ー

デ ンマ ーク

フ ランス

西 独

ア イルラ ン ド

イタ リア

ル クセ ンブル ク

オラ ンダ

管制 フ ロー ト制の国

(20力 国)

オ ース トラ リア

ニ ュージ ーラ ン ド

ギ リシ ャ

スペ イン

イ ン ド

パ キ スタ ン

フ ィ リピン

韓 国

メキシ コ

ユ ーゴス ラ ビア等

フランス フラ ンに

リンク して い る国

(13力 国)

パ ナマ

バ ハマ

グア テラマ

エル サルバ ドル

ホ ンジ ュラス

ニ カ ラグア

エ クア ドル

ジ ャマ イカ

ェ ジプ ト

エチ オ ピア

イラク

リビア

ベ ネズエ ラ等

ベ ナ ン

カメル ー ン

中央 ア フ リカ

チ ャ ド
勺隔

コンコ

ガボ ン

コー トジボア ール

マ リ

ニ ジェール

セ ネガル

トーゴ

オ ー トボル タ

コモロ

SDRに リンク

してい る国

(15力 国)

イラ ン

ヨル ダン

ケニア

ザ イール等

《1MF資 料 よ り》

その他

(21力 国)

(出所)日 本経済新聞,1983年5月1日 号,(原 資料)IMF資 料
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系
金
融
大
辞

典
」
、
東
洋
経

済
新
報
社

発
行
、
昭
和

四

一
年

一
〇
月
刊
、

五
五

二
頁
)
。

(
26
)

G

A
T
T

G
A

T
T

(O
Φ
口
①
N
山
一
〉
αq
「Φ
Φ
ヨ
Φ
葺

8

↓
費
一h
hω
伽
巳

⇒

o
飢
ρ

関
税
と
貿
易

に
関
す

る

一
般

協
定

)
。

一
九

四
七
年
結

成
、

一
九

四
八
年
発

効
。

ガ

ッ
ト
は
、
関

税
そ

の
他

の
貿
易
障
害

の
実
質
的

な
軽
減
な

ら
び

に
国
際
貿

易

に
お

け
る
薙
別
待
遇

の
廃

止
を
目

的
と
し

て
い
る
。

(
主

に

「
体
系
金

融
大
辞

典
」
、
東

洋
経
済
新

報
社
、
昭

和

四

一
年

一
〇
月
刊

よ
り
引
用
)
。

(
27
)

(
出
所
)
日
本

貿
易
研
究

会
編

「
通
商

産
業
省
通
省

局
監
修

・
戦
後

日
本

の
貿

易

二
〇

年
史
」
、
五
四

四
頁
。
発
行

所

・
通
商
産
業

調
査
会

、
発

売

元

.
丸
善
株
式
会

社
、

昭
和

四
.
一年
.、、月

刊
。

(
28
)

G
A
T
T
第

三
五
条

G
A
T
T
第

三
五
条

は
、
G

A
T
T
締
約
国

が
他

の
締
約
国

に
た

い
し

て
、
G
A
T
T

(協

定
)
の
不
適

用
を
決

定

で
き

る

こ
と
を
規
定

し

て
い
る
。

す
な

わ
ち
、
同
第

三
五
条
と

は

つ
ぎ

の
と
お

り
で
あ

る
。

第

三
五
条

特
定

締
約
国
間

に
お

け
る
協

定

の
不
適

用

1

こ
の
協
定

又

は

こ
の
協
定

の
第

二
条

の
規
定

は
、
次

の
場
合

に
は
、
い
ず

れ
か

の
締
約

国
と
他

の
い
ず
れ
か

の
締
約
国
と

の
間

に
は
適

用
さ
れ
な

い
も

の
と
す

る
。

㈲

両
締
約
国

が
相
互

間

の
関
税
交

渉
を
開
始

し

て
お
ら
ず
、

か

つ
、

㈲

両
締

約
国

の

一
方

が
締

約
国
と

な
る
時

に
そ

の
い
ず
れ

か

の
締
約
国

が
そ

の
適

用

に
同
意

し
な

い
場

合

2

締
約
国

団

は
、
締

約
国

の
要
請
を
受

け
た
と
き

は
、
特
定

の
場

合

に
お

け
る

こ
の
条

の
規
定

の
運

用
を
検
討

し
、
及
び
適
当

な
勧
告

を
す
る

こ
と

が

で
き

る
。

日
本

が
G

A
T
T

に
加

盟
す

る

(
昭
和

三
〇
年
)
さ

い
、
日
本

に
こ
の
第

一、一五
条

を
適

用

し

て
、
日
本

と

の
G

A
T
T
関
係
を
拒
否

し

た
国

が
イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ン
ス
な
ど
を

ふ
く
め

て

一
四
か
国

あ

っ
た
。
こ
れ
ら
諸
国

は
G
A

T
T

の
な
か

で
大

き
な
地
位
を

し
め

て
い
た
だ
け

に
重
要

だ

っ
た
。
す

な
わ
ち
、

日
本

は

こ
れ
ら
諸
国

に
た

い
し

て
は
、
事
実
上

、
G

A
T
T

に
は

い
れ
な
か

っ
た

こ
と
と
同
様

に
な

っ
た
。

⑳

経
済
復
興
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戦
後
経
済

は
、
敗
戦
時

の
荒
廃

か
ら
は
じ
ま
る
。
荒
廃

の

一
側
面
と
し

て
、
す
さ
ん
だ
生
活
内
容
が
折

に
ふ
れ
語
ら
れ
る
。

そ
れ
は
部

分
的
、
情
緒
的

で
あ
る
に
し
て
も
、
全
体

の
真
実

に
近

い
と

い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

と
は
い
え
、
敗
戦
時

の
経
済
的
基
本
条
件
を
確
認
す
る
に
は
、
総
体
的
な
統
計

に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

ω

敗
戦
時

の
経
済
的
基
本
条
件

①

国
富

の
四
割
被
害

経
済
安
定
本
部

の

「
我
国
経
済

の
戦
争
被
害
」
(昭
和

」
翁

月

一
一
日
)
に
よ
る
と
、
国
富

の
被
害
は
敗
戦
時
価
格

で

つ
ぎ

の
よ
う

に
見
積
ら
れ

て
い
る
。
な
お

い
ま
少
し
詳
細
な
内
容

を
注
29

に
し
め
し
た
。

ω

直
接
被
害
…
…
四
九
七
億
円

(う
ち
生
産
財
四
ヒ
%
、
消
費
財
五
...%
)

◎

間
接
被
害
…
…
約
五
〇
〇
億
円

㈲

終
戦
時

の
資
産
的
国
害
推
計
額

…
…
約

二
六
〇
〇
億
円

口

ち
な
み
に
右

の

(
イ
十
ロ
)
を
㈲

で
除
す
と
、
約
四
割

に
な
る
。

②

軍
需
市
場
、
植
民
地
市
場
、
勢
力
圏
市
場

(中
国
、
南
方
諸
島
等
)
の

一
挙
喪
失

③

甚
大
な
打
撃
を
う
け
た
企
業

④

彪
人
な
失
業
者

⑤

工
業
生
産

の
低
水
準

ω

残
存

し
た
生
産
能
力

敗
戦
時

の
工
業
生
産
能
力

は
、
多
く

の
人

に
と

っ
て
あ
る

い
は
意
外
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
ほ
ど
、
多
く
残

っ
て
い
た
こ
と

は
、
前
述
し
た

(

ー…
π廿
-
QJ
)。



昭和二〇年代の日本経済43

12年

二IOO

(日 銀 調)

124

(19年)

53

10年1pO

(国民経済研究協会調)

第3-15表 敗戦年の生産(製 造業)

goo、0

181.5

(19年)

38.1

38.1%

L_一.

＼ 生産指数基鵬

＼
昭和6～8年

一10p

(東洋経済調)

7～11年

=1dQ

(GHQ調)

9～11年

Boa

(安 本 調)

30年=100

(通産省調)

＼＼

a昭 和10年 指数 155.2 111.3 99.1 61.1

ピー ク時 の指数 195.9 226.5 182.1 101.2

(参 考) (S.14年) (19年) (19年) (19年)

b昭 和2⑪ 年指数 15.5 ..
.・. 59.1 42.9

b/a
10%

(20年8月 は7.0%)

:Irr 60%

1

70%

}-一 一

ま
た
主
要
物
資

の
生
産
能
力

に

つ
い
て
も
敗
戦
直
後

に
㈱
国
民
経
済
研
究
協
会
が
調
査
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
前
掲
第

1
1
2
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
同
表
は

つ
ぎ

の
こ
と
を
し
め
す
。

㈲

生
産
能
力
が
ピ

ー
ク
に
達
し
た
年
は
、

重
化
学
工
業

で
は
昭
和

一
五
～

一
九
年

で
あ
り
、

軽

工
業

の
ピ
ー
ク
昭
和

一
二
～

一
六
年

に
く
ら

べ
る
と
、

重
化
学
工
業

で
能
力
増

の
た
め

の

生
産
努
力
が
後
年

ま
で

つ
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

こ
の
こ
と
が

一
因
と
な

っ
て
敗
戦

時

に
は
か
な
り
多
く

の
重
化
学

工
業

の
生
産
設
備
が
遺
産

と
し

て
残
さ
れ
た

(前
掲
第
l
--2

表
の
B
/
A
欄
参
照
)
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
爆
撃
が
重
化
学
工
場

に
向
け
ら
れ

て
い

た
で
あ
ろ
う
と

の
い
わ
ば
常
識
と

一
致
し
が
た

い
。

㈲

軽
工
業
設
備

の
遺
産

が
少

い
の
は
、
そ
の
多
く
が
戦
巾

に

「不
要
不
急
」
視

さ
れ
た

こ
と
、

ま
た

こ
れ
ら
を
鋳
潰

し
て
軍
用
品
を
生
産
し
た
た
め
で
あ
る
。

㈲

た
だ
し
、

右

の
工
業
設
備

の
内
容
が
、

か
な
り
疲
弊
し

て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る

こ
と

は
前
述

し
た
。

㈲

低
迷

の
生
産
状
況

敗
戦
時

の
生
産

に

つ
い
て
は
、

当
時

の
生
産
指
数

に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
が
、

実
は
さ
ま
ざ
ま
な

生
産
指
数

が
存
在

し
、
判
定
が
難

し
い
。
す
な
わ
ち
、
第

3
1

15
表

に
み
る
よ
う

に
、
昭
和

一
〇
年

の
製
造
業
生
産
指
数

に
く
ら

べ
て
、

昭
和

二
〇
年

の
そ
れ
は
、

東
洋
経
済
社

調
の

一
〇
%
か
ら
G

H
Q
調

の
八
〇
%
ま

で
に
分
布
し

て
い
る
。

ま
た
通
産
省
調

で
は
七
〇
%
、

安
本
調

で
は
六
〇
%

と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
仮

に
こ
れ
ら

の
数
字

に
真
が
措
け
る
と
仮
定
し

て
も
、
昭
和

一
〇
年

の
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い
わ
ば

正
常

な
生

産
状

況

が
、
昭

和

二
〇
年

に
は
戦
前

比

六

〇
～

八

〇
%

の
水

準

に
そ

の
ま
ま
縮
小

し

て
引
継

が

れ

て

い
る
と

は
、

考

え
難

い
。

六

〇

～

八
〇

%

の
生

産

内
容

は
、
例

え
ば
相

互

の
関
連

性

が
大

幅

に
乱

れ

て

い
る
と
か

、

不
正
常

な
、

混
乱

し

た
内
容

に
な

っ
て
い

る
も

の
と
考

え

ら
れ

る

か
ら

で
あ

る
。

(
29
)

大
戦

に
よ
る
物
的
被
害
が

「国
富

の
四
割
に
達
し
た
」
と
す
る
内
訳

は

つ
ぎ

の
と
お
り
。

経
済
安
定
本
部
発
表
の

「
我
国
経
済

の
戦
争
被
害
」
(昭
和
一
..二
年
、
.月

=

日
)
に
よ
る
と
、
被
害
額
は
終
戦
時
価
格

で
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω

直
接
被
害
私
有
財

四
二
六
億
円

公
有
財

七

一
億
円

合
計

四
九
七
億
円

右
合
計
額
の
構
成
比
は

つ
ぎ

の
と
お
り
。

生
産
財

四
六

・
八
%

う
ち
生
産
品

心
四
%

船
舶

=
二
%

機
械

九

・
五
%

他

一
〇

・
三
%

消
費
財

五
三

∴

、%

う
ち
住
宅
等

三
〇
%

家
財

一
九
%

生
産
品

二
%

他

一
.
・
二
%

@

間
接
被
害

間
接
被
害
は
約
五
〇
〇
億
円
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
項
目
は

つ
ぎ

の
と
お
り
。

倒

疎
開

に
よ
る
家
屋

の
と
り
こ
わ
し
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㈲

軍
需
転
換
に
よ
る
平
和
産
業

の
設
備
解
体

団

戦
時
中
の
維
持
不
良

に
よ
る
国
内
資
本

の
喰
潰
し

の

終
戦
時

の
資
産
的
国
富
推
計
額

(戦
争
被
害
が
な
か

っ
た
と
仮
定
し
た
場
合

の
計
数

で
あ
る

名
島
)
約

.六
〇
〇
億
円

@

ミ
班
口「

、、羅

翫

。。
醜
ヨ

誌

刷㎞

②

傾
斜
生
産
方
式

の
意
味

敗
戦
直
後

の
低
水
準
生
産

(前
述
)
に
た

い
し

て
、
な
ん
と
か
回
復

の
手
懸
り
を
得

よ
う
と
し

て
登
場
し
た
の
が
、
昭
和

二
一二
年

一
月

か
ら
発
足
す

る
傾
斜
生
産
方
式

で
あ

る
。

つ
ぎ

に
傾
斜
生
産
方
式

に
移
行
す
る
直
前

の
経
済
状
況
を
の
べ
た
の
ち
、
同
方
式

の
主
な
内
容
と
背
景

に

つ
い
て
述

べ
る
こ
と

に
し

よ
う
。

①

傾
斜
生
産
方
式

に
移
行
す
る
直
前

(昭
和

.二
年
)
の
経
済
状
況

ω

二

・
一
ス
ト
な
ど

昭
和

.
一二
年
と

い
う
年

は
、
政
治
的
事
件
と
し
て
は
官
公
労

に
よ
る
。
一
・
一
ゼ
ネ

ス
ト
の
巾
止
、
主
食
供
出

に
警
察
力
を
動
員

す
る
と

い
う
全
国
警
察
部
長
会
議

で
の
強
権
的
決
定

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
発
足
直
後

の
片
山
内
閣

が

「
経
済
緊
急
対
策
」
(昭
和

.

二
年
六
月
九
日
決
定

注
30
)
を
発
表
し
た
が
、

そ
の
な
か

で
最
初

に
強
調
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
食
糧

の
確
保

で
あ

っ
た
。

@

疲
弊

し
た
経
済

経
済
安
定
本
部
が
昭
和
.
一、
一年
七
月
四
日
に
発
表
し
た

「
経
済
実
相
報
告
書
」

(
い
わ
ゆ
る
第

一
回
経
済
白
書
)
は
、
「
国
も
赤
字
、

企
業
も
赤
字
、
家
計
も
赤
字
」
と

い
う
有
名
な
分
析
結
果
を
し
め
し
、
疲
弊

し
た
経
済

の
存
在

を
主
張
し
た
。

な
お
、
こ
の

「
経
済
実
相
報
告
書
」
の
総
説

の
執
筆
者
は
、
片
山
社
会
党
内
閣

の
経
済
安
定
本
部

・
総
合
調
整
副
本
部
長

で
あ

っ
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度の生産計画遂行状況

度
率

%

蒔
産

曲
痒

・
%

95.6

155.1

30.9

37.8

×7.0

88'

125

2,091',

1,018

2,143

1,879

110.3

113.3

93.9

100.8

113.0

102.7

66.5

94.1

51.9

9.6

119.0

-

l

-21

獄

脚
醇
殖

瀞
器

州

　醗
響

ジ

鞍
・

 
て
い
た
。

㈲

で
、
生
産

へ
の
努
力

が
そ
れ
だ
け
弱
め
ら
れ
た
。

㈲

日
本

に
存
在
す

る
工
業
用
原
材
料

の
量
が
過
少

で
あ

っ
た
こ
と
。

②

傾
斜
生
産
方
式

の
内
容

371!94.960.6

_.__L-__1__.」

ま商n省 調査 『セ要物資生産実績

り集計(経 企庁 「経済安定 本部

2..1,000ト ン,た だ し電 力 は100kWh,

板"1,000箱,綿 糸 と人 絹 糸 は1,000

ポ ド,般 洋 紙 は100ポ ン ド.

た
都

留
重

人

氏

で
あ

る

(し
た
が

っ
て
第

一
回
白
書

は

都
留
白
書
と
も
い
う
)。
各

論

に
は
大
来

佐

武
郎

氏

ら

(
31

)

が
執

筆

し

て

い
る
。

の

低

生

産
水

準

の
理
由

敗

戦

直
後

の
低
生

産
水

準

の
理
由

(老
朽
化
し

て

い
た
が
、
生
産
能
力
は
十
.
。分

に
存
在
し
て
い
た

O

i
⑪
ー
㈹

に
既
述
)
は

つ
ぎ

の
よ

う

で
あ

る
。

鋤

ア
メ
リ

カ

の
占
領

政
策

は
、

そ

の
初

期

に
は
、

日
本

の
非

軍
事

化
、
民

主
化

に
集
中

し

、
賠

償

に

つ
い

て
も

き

び

し

く
取

立

て

る
方

針

を

し

め

し

つ
ま

り
、

占
領

政

策

は
、

日
本

の
旧
社

会

・
政

治

・
経

済
体

制

の
破
壊

に
重

点

が
お

か
れ

て
い
た

の
で
あ

る
。

イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
の
た

め

に
、
物

資

の
仕

入

れ
か

ら

販

売

ま

で

の
期

間

を

で
き

る
だ

け
短

縮

す

る
努

力

が
払

わ
れ

た

の

生

産

復

興

の
た

め

に
は
、

自
前

の
唯

一
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
で
あ

る
石

炭

を
増

産

す

る
必
要

が
あ

っ
た
が
、
石

炭

増
産

の
た
め

に
は
、
生

産

用
資

材

の
不
足
、

と

く

に
鉄
鋼

の
不

足

が
ネ

ッ
ク
と

な

っ
た
。

そ

こ

で
石

炭

と
鉄

鋼

を
超

重
点

産
業

と
し
、

こ
れ

ら
を
相

互
投

入

す

る
増
産

方

式

が
と

ら
れ

た
。

こ
れ

が
傾
斜

生

産
方

式

と
名

づ

け

ら
れ

た
。

こ
の
方
式

は
昭
和

、
一二
年

に
は
不
首

尾

で
あ

っ
た

が
、

翌

二



昭和 二〇年代の日本経済47

三
年

に

は
成

功

し

た

(第
3
お

表
)
。
そ
し

て
こ
の
方

式

が
成

功

す

る

に

つ
れ

て
、
順
次

、
他

産
業

に
も
石

炭

・
鉄

鋼

を
投

入

し

て
い

っ

た
。

▼し
.つ
し

て
傾
斜

生

産
方

式

は
、
拡

大

再
生

産

の
端
緒

を

つ
く

り
だ
す

こ
と
が

で
き
、
次

の
集

4・
生
産

方

式

に
引
き

継

が
れ

た
・

③

傾
斜

生

産
方

式

の
矛
盾

㈹

傾

斜
生

産
方

式

に
よ

り
、
生

産

の
量

的
復

興

は
進

ん
だ

が
、
生

産

設
備

の
近
代

化

は

ほ
と

ん
ど
進

ま
な

か

っ
た
・

そ

の
理
由
1
ー

、

㈲

残
存

設

備

が
多

く
、

か

つ
こ
れ

ら

の
補

修

で
生

産

能
力

の
増
加

が

可
能

で
あ

っ
た

こ
と
・

ω

割

当
資

材

を

受

け

て
、

ワ、
れ
を

製

。
m
化

す

れ
ば

、
需

要

が

あ
り
、

か

つ
販

売

競
争

が
乏

し

い
条

件

の
も

と

で
は
・

設

備

の
近

代

化

に
努

力

す

る
必
要

が
な

か

っ
た

こ
と
、

㈲

生

産

コ
ス
ト
杢

、同
く

て
も

、
価

格

差
補

給
金

が
受

け

ら
れ

た

の

で
、

コ

ス
ト

・
ダ

ウ

ン
の
圧

力

は
弱

か

っ
た

こ
と
・

⑬

イ

ン

フ
レ
ー

シ

ョ
ン
が
進

行

し
た

(第
3
1
17
表
)。

増
産

は

で
き

た
が
、

増
産

に

よ
る

イ

ン

フ
レ
克

服
と

い
う
狙

い
に

は
失

敗

し

た
。
復

興
金

融
金

庫

の
資
金

や
・

価
格

差

補

給
金

等

の
補

助
金

が
、

大

量

に
放

出

さ
れ

た

か

ら

で
あ

る
。

◎

ま
た
激
し

い
イ

ン
フ
レ
↓

ヨ
ン
の
も
と

で
は
、
単

箇

定

レ
ー

が
設
定
難

で
あ
り
・

た
と
え
強
行
設
定
し
た
と
し

て
も
・

そ
の
維
持

は
困
難

で
あ
る
。

そ
・つ
な
れ
ば
、

日
本
経
済

は
世
界
経
済
と
結
合

で
き
ず
、
委

定

で
孤
立
し
た
経
済
国
家

に
な
ら
ざ

る

を

え

な

い
。

傾

斜

生
産

方

式

は
右

の
よ
・つ
な
矛

盾

を
も

っ
奈

、

な
か

ん
ず

く
増

産

が

イ

ン

フ

レ
↓

ヨ
ン
と

二
人

三
脚

で
進
行

し

た

こ
と

は
・

イ

ン
フ

レ
は
増
産

に
よ

っ
て
克

服

で
き

る
と

の
当

時

の
期

待

を
裏

切

っ
た
。

は
げ

し

い
イ

ン

フ
レ
の
克

服

は
・

ド

ッ
ジ

.
ラ
イ

ン
を
待

た
ね

ば
な

ら
な

か

っ
た

(第
3
-
17
表
)。
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第3--17表 戦 後物価 の変化 分 の比率推移

前

文

国
家

の
財
政

は
赤
字

を

つ
づ

け
・
産
業

も
又
赤
字
を

つ
づ
け

て
い
る
。
国
民
生
活

に
お

い
て
も
ま
た
同
様

で
あ

り
、
}」
の
よ
・つ
な
状
態

は
な

が

つ
づ

き
す

る
も

の

で
は
な

い
・
産
業

は
衰

え
悪
性

イ

ン
フ
レ
は
停
止

す
る
と

こ
ろ
を
知

ら
な

い
。

し
か
し
危
機
突
破

に
は
新
奇

の
案
が
あ

る
わ
け

で
な
く
、

要

は
実
行

に
か
か

っ
て

い
る
。
非
常
事

態
克
服

の
た
め
、
全
国

民

の
耐
乏

と
協

力
と
血

と
汗

の
努
力

を
要

せ

ね
ば

な

り
な

い
。

耐
乏

の
な
か
に
あ

っ
て
も
真
曹

に
働
く
勤
労
者
に
幾
分

で
も
将
来

の
希
望
を
持
た
せ
ね
ば
な
・り
な
い
、
政
府
は
▼」
の
た
あ
財
政
の
絶
対
的
健
全

主
義
を
堅
持

し
て
悪
性
イ
ン
フ
レ
を
防
止
し
、
生
産
を
増
強
す
る

芳

、
勤
労
者

の
生
活
を
維
持
す
る
た
あ
に
ヤ
窪

済

の
撲
滅
を
は
か
り
、
生
活
必

需
物
資

の
確
保

に
大
き
な
努
力
を
傾
け
る
。

緊
急
政
策

一

戦 後 イ ンフ レ期
ド ッ ジ ・

ラ イ ン期
一

昭 和22.3
～23 .3

昭 和23.3
～24 、3

昭 和24.3
-一一25 .3

一

実 効 物 価

生 産 材

{消 費 材
公認物価(卸 売)

生 産 材

{消 費 材
平 均

ヤ ミ 物 価

生 産 材

1{
消 費 材

130%

128

24?

357

252

161
'113

99%

50

1

1111
133

122

4

22

18%

010

24

7

15

032

n33
i

(備考)① 「実効物価,生 産財」 は全国対象で 日銀調に基 く。

② 「実 効物価,消 費財」 は昭 和23年 を基準 と した総

理府統 計局調 「消費者物価指数 」(東 京都)を 昭9～

11年 基準 に換算 した23年 の倍率(156倍,経 済安定

本部算出)に よって リンクした。

③ 「公 認物 価」(卸 売)は 東京 都 の もので 日銀調 に も

とづ き,公 定 価格 の あ るもの は同価 格 によ り,な い

もの は自由価格 による。

④ 「ヤ ミ物価 」 は東京都対象 で 日銀調 に基 き,公 定価

格 なき ものは自由価格 によ る。

⑤ △印 は減。

⑥ 経済安定本部調

(出所)経 企庁 「戦後経済史」(総 観編),290頁

(注)「 戦後 イ ンフ レ期」,「 ドッジ ・ライ ン期」 は名島追加。

そ

れ

を

述

べ

よ

う

。

(
30
)

片
山
内

閣

の

一
経
済
緊
急
対
策

」

に

つ
い
て

ω

同

対
策

は
昭
和

二

.

.年
六

月

九

日
に
決
定

さ
れ
た
。

@

同
対

策

の
骨

了

は

つ
ぎ

の
と

お

り

で
あ
る
。

閣
議

:
経
済
緊
急

対
策

(骨
子
)

(
二
二

・
六

・
九

決
定
)

フ
レ
克
服

の
み
を
役
割

と

し

て
い
た

の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
戦
後
経
済

の
再

建
と
成
長

に
寄
与
す
る
と

い
う
、
よ
り

大

き
な
広

い
役
割
を
果

し
た
。
つ
ぎ
に

た

だ

し

ド

ッ
ジ

・
ラ

イ

ン

は

イ

ン
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一

食
糧

の
確
保

麦
、
馬
鈴
し
ょ
の
政
府
買
上
価
格
を
改
訂
す
る
。

農
民
と
都
会
地

の
住
民
と
の
縁
故
関
係
を
活
用
し
、
小
包
米

の
制
度
を
認
め
る
。

生
鮮
食
料
品
に

つ
い
て
は
、
新
統
制
方
式

に
よ

っ
て
統
制
も
強
化
す
る
。

料
理
店
、
飲
食
店
の
取
締
を
厳
重

に
す
る
。

都
会
地
に
お
け
る
家
庭
菜
園
を

一
層
徹
底
す
る
。

.

.

配
給
確
保

切
符
割
当
、
配
給

の
決
定
に
は
そ
の
審
査
を
正
確
公
明

に
し
、
官
僚

の
独
善
的
統
制
の
弊
を
な
く
す
。

端
境
期

に
は
主
食
を
米

に
依
存
し
が
た
い
の
で
、
供
米
を

一
層
促
進
し
、
政
府
保
有
米
の
増
加
を
は
か
る
。

三

物
価
対
策

勤
労
者

の
生
計
費
と
公
定
価
格
と
の
適
正
を
は
か
る
た
め
、
給
与
審
議
会
を
急
速
に

つ
く
り
、
物
価
と
賃
金
と
の
安
定

に
努
力
す
る
。

ヤ
ミ
取
締
を
厳
重
に
し
、
と
く
に
大
ロ
ヤ
ミ
ブ

ロ
ー
カ
ー
の
摘
発
に
重
点
を
お
く
。

四

生
産
対
策

石
炭

三
〇
〇
〇
万

ト
ン
達
成

の
た
め
に
生
活
必
需
品

の
配
給
を
確
保
し
、
勤
労
意
欲
を
高
揚
す
る
。

マ

マ

経
済
復
興
会
議
と
の
密
緊
な
連
絡
を
と
る
。

科
学
技
術

の
結
集

に
努
力
す
る
。

五

財
政
金
融
対
策

財
政
は
絶
対
的
に
健
全
財
政
主
義
を
堅
持
す
る
。

こ
の
た
め
今
年
度
予
算
に
再
検
討
を
加
え
歳
出

の
繰
延

べ
で
き
る
も

の
は
繰
り
の
べ
、
徹
底
的

に
国
費
の
節
約
を
は
か
る
。

補
助
金
制
度
を
検
討
す
る
。

産
業
資
金

の
融
資
と
産
業

の
重
点
主
義
を
勘
案
し
、
そ
の
た
め
金
融
統
制
を
強
化
す
る
。

貯
蓄
運
動
を
推
進
す
る
。

六

雇
用
、
労
働
対
策
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失
業
者
に
対
し
て
は
、
失
業
救
済
制
度
を
創
設
す
る
。

七

貿
易
対
策

今
後

の
日
本

の
産
業

の
構
造
と
貿
易
関
係
は
、
東
洋
諸
国

の
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
線
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
貿
易
計
画
は
国
内
の
物
資
需
給
計
画
と
総
合
的
に
関
連
し
て
考
慮
す
る
。

当
面
の
貿
易
再
開
に
当

っ
て
は
、
主
と
し

て
ア
メ
リ
カ
向
輸
出

の
増
加

に
努
め
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
内
地
の
消
費
を
相
当
縮
め
て
輸
出
の
振
興

に
向
け
る
。

八

中
小
企
業
対
策

以
上
の
諸
施
策

の
実
施
を
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め

に
協
同
組
合

の
組
織

を
拡
充
し
、
中
小
企
業

の
協
同
施
設
を
中
心
と
す
る
産
業
の
振
興
に
努
め

る
。

(経
済
企
画
庁
、
戦
後
経
済
史

・
経
済
安
定
本
部
史
)

(出
所
)

「資
料
、
戦
後
、
.卜
年
史
、
2
、
経
済
」、
[
本
評
論
社
、

.
九
六
Lハ
年
九
月
刊
、
四
七
頁

(31
)

(出
所
)

日
本
経
済
新
聞
社
編

「
日
経
社
説

に
見
る
戦
後
経
済

の
歩
み
・、
昭
和
六
〇
年

一
〇
月
刊
、
五
、
.頁
。

鋤

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
意

味

わ

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
見

取

図

の
概
観

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
狙

い

は
・

国
際

的

に
通
用

す

る
国

内
価

格

を

つ
く

り
あ
げ

る
た
め

に
、

安
定

し

た
通
貨

価

値

の
う

え

に
、
単

一
為

替

レ
ー
ト
を
設
定

す

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

そ

の
た

あ

に
は
ま
ず

足

元

の
イ

ン

フ
レ
ー

シ

ョ
ン
を
徹

底
的

に
鎮
圧

す

る
必

要

が
あ

っ
た

(第

3
1

18
図
)
。
昭

和

二

四
年
度

か

ら
二
五
年

度

前

半

に
か
け

て

の
経
済

政

策

の
推

進
過

程

は
、

通
称

、

ド

ッ
ジ

.
ラ
イ

ン
と
呼

ば

れ
た
。

だ

が

イ

ン

フ

レ
鎮

圧

は
、

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
唯

一
の
狙

い
で
は
な

か

っ
た
。

ち

な

み

に
・
ド

ッ
ジ

は
・
米

国

デ
ト

ロ
イ

ト
銀

行

頭

取

で
、
G

H
Q

の
経
済

九

原
則

指
令

を
実
施

す

る

た
め

(注

32
、
33
、
34
)
、
昭

和

二

四
年

二
月

に
G

H
Q
財

政
金

融

顧

門

と
し

て
来

日
し

た
。

日
本
経

済

の
自

血

と
安

定

の
た
め

に
は
米
国

援
助

と
国

内

補
給

金

の

「
二
本

の
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第3-18図 戦 律 にお けるイ ンフ レー シ ョンの推移

(昭 和9-11年=1> 500

11

300

11

100
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so
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1D

8

ノ て 一 ・一 ・1

十一

'

'
'

'、
,■ ●

●慶 馬

・6幽・9"蘭 脚

,ψ ψ二'
rρ

ll

消費者物価指数w■ 」

嚇 発行曝 〆
-

k

.「'
.i

F

ノ'ノ
」
'
」'

,'

'

'
」

も'

、'

_.

、.

、' k卸 売物価指数

!11 1__! 1」1 1[1 iii iii Ill

27(暦 年)

500
'li

300

200

goo

80

so

4Q

30

20

10

8

(備 考)1卸 売物価 指数 は 「日銀東京 都卸売物価 指数」,消 費者物 価指数 は 「消費者 物価指数」

(東京都)に よる。

2(出 所):経 企庁 「資料 ・経 済白書25年 」,8頁 。経 企庁調 査i局編,昭 和47年3月 刊。

竹

馬

の
脚

」

を
切

り
取

ら
ね
ば

な

ら

な

い
、

と
述

べ
た

こ
と

で

知

ら

れ

て
い
る
。

さ

て
、

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
全

体

の
柱

を

、

見

取
図

の
形

に
と

り

ま

と
め

て
み
れ
ば

、
第

3
1

19
図

の
ご

と
く

で
あ

る
。

(32
)
G
H
Q
の
経
済
9
原
則
指
令

(昭
和
二
一二
年

一
二
月

㎜
八
日
)
に
み
る

9
原
則
内
容

ω

極
力
経
費

の
節
減
を
は
か
り
、

ま
た
必
要

で
あ
り
、
か

つ
適

当
な
り
と
考
え
ら
れ
る
手
段
を
最
大
限
度
に
講
じ
て
真

に
総
予

算

の
均
衡
を
は
か
る
こ
と
。

㈲

徴
税
計
画
を
促
進
強
化
し
、

脱
税
者

に
対
す
る
刑
事
訴
追
を

迅
速
広
範
囲
か

つ
強
力
に
行
う
こ
と
。

個

信
用
の
拡
張
は
日
本

の
経
済
復
興
に
寄
与
す
る
た
め
の
計
画

に
対
す
る
ほ
か
は
厳
重
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ

と
。

紛

賃
金
安
定
実
現
の
た
め
効
果
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
。

㈲

現
在

の
物
価
統
制
を
強
化
し
、

必
要

の
場
合
は
そ
の
範
囲
を

拡
張
す
る
こ
と
。

㈲

外
国
貿
易
統
制
事
務
を
改
善
し
、

ま
た
現
在

の
外
国
為
替
統

制
を
強
化
し
、

こ
れ
ら
の
機
能
を
日
本
側
機
関
に
引
継
い
で
差

支
え
な
き

に
い
た
る
よ
う
に
意
を
用
い
る
こ
と
。

m

と
く

に
出
来
る
だ
け
輸
出
を
増
加
す
る
見
地
よ
り
現
在

の
資

材
割
当
配
給
制
度
を

一
そ
う
効
果
的

に
行
う
こ
と
。
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経

済

の

再

建

・

成

長

の

基

礎

↓

第3-19図 ドッ ジ ・ラ イ ンの 見 取 図

レ{瓢 購 合一→輸出優先蟻 　単 一固定 レー ト設 定

↓㌃ 嚥恥
ー

」

剥

貿易による対民間補助金の打切 り

1$=360円 は円 安 レー ト

↓

(対 均衡 レー ト

げの必要←一価格メカ作用を利用

瀬耐
げの方法 は と らなか った。

丁

価格引下
↑
X

 

D

↓

均衡財 政主義 一一 一一

 

幻

1し か し ↓

ll強化)一 →経済 自由化
一→市 場経済 を尊重(経済安定9原 則→統希

財 投 の 源 資 に な る 一 一 一 一 一 一 →見返資金会計一→産投会計に引継がれる

 

①

の

㈹

一
切

の
重
要
国
産

原
料
、

お
よ
び
製
品

の
増
加
を

は
か
る

こ
と
。

働

食
糧

集
荷
計

画
を

一
そ
う
効

果
的

に
行

う

こ
と
。

以
上

の
計

画

は
単

一
為
替

レ
ー

ト
の
設
定

を
早
期

に
実

現

さ
せ

る
途

を
開
く
た
め

に
は
ぜ

ひ
と
も
実

施

さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
も

の
で
あ
る
。

D

出
所
:
有
沢
広
巳
、
稲
葉
秀
三
編
、
「資
料

・
戦
後
、
一十
年
史
、
2
経
済
」
、
68

頁
。

一
九
六
六
年
九
月
発
行
、
日
本
評
論
社
。

の

抜
粋

(
33
)

ド

ッ
ジ

公
使

の
9
原
則
実
行

に
関
す
る
声

明

(昭
和
二
四
年
三
月
七
日
)

イ

ン

フ
レ
と
安
定

真

の
安
定

と
進

歩
と

は
国
家

的
諸

問
題

を
健
全

な
財

政
通

貨
政

策

で
処

理
す

る

こ
と

に
立
脚

し
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。
有

効

な
安
定

を
も

た

ら
す

た
め

に
は
財

政
政
策

の
基

本
的

手
段

と

し

て

の
政

府
予

算

と
総

て
の
政

策

決
定

と
を

関
連

さ
せ

る

こ
と
が
必

要

で
あ

る
。

イ

ン
フ

レ
の

セ

ン
を

閉
め

る

の
も
政

府
、
こ
れ
を
開
放

す
る

の
も
政
府

で
あ

る
。
補
給
金

、
投

資

そ

の

他

の

一
般

費
目

か

ら
支

出

を
削

る

こ
と

は
政
府

に
と

っ
て
生
易

し
な

い
こ

と

で
は
な

い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず

や
ら

ね
ば

な
ら

ぬ
し
、
い

い
加
減

の
決
定

の
ま

ま

に
し

て
は
置

け
な

い
。
政

府
支

出

は
租
税

に
よ
る
収

入
源

を
限
度

と
し
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
。

D

出
所

:
注
32
に
同
じ
、
70
頁

の

抜
粋

(
34
)

ド

ッ
ジ

公
使

の
昭
和

二
四
年
度

予
算
案

に
関
す

る
声

明

(均

衡
財
政

主
義
)

(
昭
和
二
四
年
四
月

一
五
日
)

総
論

均
衡
予
算

の
確
立

と
実
施

は
経
済
安
定

9
原
則

の
第

一
の
要
件

で
あ

る
。
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だ
か
ら
そ
れ
は
各
政
党

や
各
個
人

に
と

っ
て
無
条
件

の
義
務

で
あ
り
各
党

の
政
綱

の
重
点
を
な
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
日
本

の
国
家

的
な
問
題
で
あ
り
政
党
の
問
題

で
は
な

い
。
日
本

の
経
済
的
再
建
を
さ
ら

に
進
め

て
ゆ
く
上
の
強
固
な
土
台
を
す
え
る
た
め

に
も
、
ま
た
日
本
経
済
の

利
益
を
目
的
と
し
て
与
え
ら
れ
る
米
国
の
経
費
を
有
効

に
使
用
す
る
た
め
に
も
、
そ
れ
は
根
本
的
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

D

出
所

:
注
32
に
同
じ
、
71
頁

幻

抜
粋

回

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
見

取

図

の
説
明

見
取

図

(第
3
i
19
図
)
の
そ
れ

ぞ
れ

の
柱

を

つ
ぎ

に
説

明

し

て
お

こ
う
。

こ
れ

ら

の
柱

は
、
同

図
右

端

に
み

る
よ
う

に
、
す

べ

て
日
本

経
済

の
再
建

と
成
長

の
基

礎

と

し

て
そ

の
役

割

を
果

し

て

い
る
。

㈹

単

一
固
定

為

替

レ
ー

ト

の
設

定

こ
れ

に
よ

っ
て
、

㈱
世

界
市

場

と

の
結

合

の
た
め

の
条

件
を

つ
く

っ
た

こ
と

、

そ

の
さ

い
貿
易

尻

を

で
き

る
だ

け

バ

ラ

ン
ス
に
近

づ

け

る

た
め

に
輸

出
優

先
主

義

を
採

用

し

た

こ
と
、

㈲

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
以

降
、

国

際
収

支

が
赤
字

基

調

に
な

っ
た
と

き

に
も

、
為
替

レ
ー
ト

を

変

更

せ
ず

に
可
能

な
限

り
固

定

レ
!
ト
を
維
持

し

た

の

で

(巴

冒
ω鼠
ぴ
一Φ
冨

σq
)、
国

際
収

支
赤

字
↓

引

締

め
政

策
↓

不

況
↓

国
際

収
支

好

転
↓

引
締

め
緩

和

・
高

成
長

政

策

へ
の
復

帰
↓

高

成
長

経
済

と

い
う
戦
後

景

気
変

動

の

パ
タ

ー

ン
が
実

現

し

た

こ
と
、

㈲

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
以
前

で
は
、

輸
出

品

に

つ
い
て

は
政

府

が
民

間

か

ら
高

く
買
上

げ

、

こ
れ
を
安

く
輸
出

し

て
い
た

し
、
輸

入

晶

に

つ
い

て
は
政

府

は
輸

入

価
格

よ
り
も

安

く
民

間

に
払

下

げ

て
い
た
。

こ

の

シ

ス
テ
ム
は

一
つ
に
は
政
府

が
民
閤

に
貿

易

を
通

じ

て
補

助
金

を

支
出

し

て
い
た

こ

と

を
意

味

し

(第
3
-
20
表
)、
い
ま

一
つ
に
は
複
数

レ
ー

ト
制

で
あ

っ
た

こ
と

を
意
味

し

た
。
し

た
が

っ
て
単

一
レ
ー
ト

の
設

定

は
、
こ
れ

ら
補

助

金

を

一
挙

に
消

滅

さ
せ

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
、

そ
れ

じ
た

い
経

済

界

に
デ

フ
レ
的

イ

ン
パ
ク

ト
を
与

え

た
た

め
、

ド

ッ
ジ

・
ラ

イ

ン
の

一
目

標

で
あ

る
イ

ン

フ

レ
収

束

に
寄
与

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

⑧

三
六

〇

円

は
円
安

レ
ー
ト
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第3-20表 戦後の価格調整補給金支出の推移

(単位=100万 円)

昭和21
年度

22 23 24 25 2fi
昭和21～
26年 度累

計額

2,531 9,957 18,119 21,664 865 0 53,126

Q 3,873 21,372 46,375 22,202 162 93,984

0 808 2,232 1,SQ3 0 0 4,843

0 1,815 10,470 25,625 10,943 793 49,646

0 159 1,433 2,450 764 0 4,806

2,531 16,612 53,626 97,917 34,774 955 20fi,415

6,480 5,540 goo 0 0 0 12,523

0 356 8,37fi 0 0 0 8,729

0 0 0 72,296 25,387 29,306 IZS,989一
　

9,011' 22,511 62,499 170,213 60,161 30261i 354,656瑚 一 }

1
115

,207 205,841 461,974 699,448 633,295 749,838'
1

}

1

石

鉄

炭

鋼

非 鉄 金 属

肥

ソ

料

ダ

(安定帯物資計)

食 糧

そ の 他

輸 入 補 給 金

一般会計歳出
(B決算総額

A/B(%) 7.8.10.9 13.51
_2竺L9・5…

(備考)経 済安定本部物価局 「物価要覧1に よる。

出所 二経企庁編 「現代日本経済の展開 経済企画庁30年 史」,42頁,

4.6…

__」__

昭和51年8月 刊。

ド

ッ
ジ

・
ラ

イ

ン

で
決

定

さ

れ

た

一
ド

ル
ー1
三

六

〇

円

の

レ
ー
ト

は
、

当
時

に
想
定

さ
れ

る
均
衡

レ
ー
ト

に
た

い
し

て
円

安

レ
ー
ト

で
あ

っ
た
と
考

え
ら

れ

る

(第
3

21
図
、
同
注
)
。
し

た
が

っ
て

こ

の
差

額

の
円

安

幅

の
分

だ

け
均

衡

レ
ー
ト

に
近

づ

け

る

必
要

が

あ

っ
た
。

そ

の
た

め

の
政

策

が

デ

フ

レ
政

策

で

あ

っ
た
。

◎

均
衡

財

政
t

義

デ

フ

レ
政

策

の

た

あ

の
主

要

な

手

段

は
均

衡

財

政

主

義

で

あ

っ
た
。
第

3
-

22
表

に
み

る
よ

う

に
、

一
般

会
計

、

特

別
会

計
、

政

府
関

係

機
関

会
計

を
純
計

し
た
総
合

予

算
収

支

尻

は
、

昭
和

、
一三
年

度

ま

で
は
例
外

な

く
赤
字

で
あ

っ
た
。

そ
れ

が
、

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
予
算

で
あ

る
昭
和

.
一四
年
度

予
算

で
は

一
五

〇

〇

億
円

強

の
黒
字

に
逆
転

し

た
。

し

か
も

こ
の
黒
字

額

の
う

ち
約

一
三
〇
〇

億

円

ま

で
が
過
去

の
国
家

債
務

(既
発
国
債
、
復

興
金
融
金
庫
債
な
ど
)

の
償

還

に
充

当

さ

れ

た
。

し

た

が

っ
て

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
は
超

均

衡
予

算

で
あ

り
、

そ
れ

だ

け

デ

フ
レ

効

果

は
き
び

し

い
も

の
と

な

る

は
ず

で
あ

っ
た
。

し

か
し

昭
和

.
一四
年
央

ご

ろ
よ

り
金

融

面

か
ら
緩

和

政
策

が
行

わ

れ
た

の

で
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第3--21図 ドッ ジ ・ラ イ ン時 の1ド ル=3so円 の性 格(注)

360円

lI按 レー ト

例1円 安 レー トの場合(対 均 衡 レー ト)

300円例

均 衡 レー ト

場

合

円

安

レ

…

ト

の

爪
下
III
l

l

l

ー
ー-

設

定

レ

ー

ト

が

円

高

政

策

策価

格

引

ド

げ

政

デ

フ

レ
政

策

i1…ー

11・ー
!
ー
上
Ψ

必

要

政

策

は

400円例

均 衡 レー ト

360円

円 高 レー ト

例2円 高 レー トの場合(対 均 衡 レー ト)

設
定
レ

1

ト

がW

場

合

円
古
同
レ
ー
ト

の

円

安

政

策

策価

格

引

上

げ

政

イ

ン

フ

レ

政

策

▲T-I
--11ー

-:

ー
ー…

必

要

政

策

は

注 ドッジ ・ライ ン時 の1ド ル=360円 の性格 を考 え るさい,あ る均 衡 レー トを想 定 して,こ の

レー トにたい して360円 レー トが円安 レー トの場合,あ るいは円高 レー トの場 合を想定 し,そ の

それぞれ の場合 に必要 とな る経済政策 を想定 した。 この想定 か らも ドッジ ・ライ ン時に設定 され

た360円 レー トは11i安レー トであ ったと考え られ る。

第3-22表 昭和21～24年 度総合予算収支表

(単位 億円)

昭和21年 度 22年 度

1一 般 会 計

特 別 会 計

政府関係機関

合 計

純 計

1,191

2,703

『一

3,899

1,n53

2,143

4,800

一

6.92

3,699

一 般 会 計

特 別 会 計

政 府関係機関

合 計

純 計1
　 一 一

1,191

2,fi85

　

3,876

2,148

2,143

4,812

-一 一.

6,954

4,203
『 ゴ ー一

純 計 差 引1
〈

C

893

923)

509

(〈1,039)

23年 度

4,731

11,97,5

16,707

9,273

4,731

11,969

-

16,701i

lO,161…
一 一 一一 一1

△8871

(△1,419)
_L-__

24年 度

7,049

25,050

13,140

45,240

25,362

7,046

24,769

13,140

44,957

23,795
一一r-一...

1,569

(備 考)1

2

3

「純計差引」の 、印は歳 出超過

カ ッコ内 は復金債 を公債 に含 めた場合で,24年 度 は復金債 を含 む。

出所:第3-20表 に同 じ,56頁
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第3-23表 戦後経済統制の推移

戦後最 も多
か った時期 昭和24.4 25.4 2s.3 27.3

指定生産資材の項目数

指定配給物資の項目数

価 格 統 制 件 数

統 制 公 団 数

昭 和21年2月
252

昭和22年2月
s4

24年3月

2,129

23年3月

15

233

57

2,128

i

12

i

49

16

531

7

24
(4)

8

327

0

E

7

6

148

0

(備考)1)第4～5次 経済 白書 および経済 安定本 部史による。 カ ッコ内は統制休 止中の もので内

数。

2)価 格統制件 数は大分類(告 示数)で あ る。

3)直 接の出所 は,経 済企画庁編 「現代 日本経済 の展開一一経済企画庁30年 史」,大 蔵省印

刷局,昭 和51年8月 刊,60頁 。

(二
四
年
度

の
財
政
資
金

の
対
民
間
収
支
は
約
九
〇
〇
億
円

の
揚
超

で
あ

っ
た
が
、

こ
の
う
ち
約

八
〇
〇
億
円
は
日
銀
か
ら
民
問
に
再
放
出
さ
れ
た
。)
、
財

政

面

か

ら

く

る
資
金

シ

ョ
ー

ト

を

か

な

り
緩

め
た
。

つ
ま

り
激

し

い
デ

フ

レ
を

避

け
な

が

ら
、
イ

ン

フ
レ
を
抑

え

よ
う

と

し

た
当

時

の
財

政

・
金
融

政

策

は
、

一
括

し

て
デ
イ

ス

・
イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン
政

(
35
)

策
と

い
わ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
と
き

の
均
衡
財
政
主
義
は
、
そ

の
後
昭
和
四
〇
年
代

の
国
債
発
行
期

に

い
た
る
ま
で
、

一
般
会
計

に
か
ん
し
て
は
長
く
予
算
編
成

の
原
則
と
な

っ
た
。

(
35
)

「
㈹

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
計
数

は
経
企

庁
編

「
現

代
日
本
経
済

の
展
開
-

経
済
企

画

庁
一.一〇
年
史
」、
五
四
～
五
五
頁
、
五
八
頁
。
昭
和
五

一
年
八
月
、
大
蔵
省
印
刷
局
。

⑪

経

済

自
由

化

前
述

の
よ
う

に
、
ド

ッ
ジ

は
G

H
Q

の
経

済

九
原

則
実

施

の
た
め

に
来

日
し

た
。
そ

し

て
経

済
九

原

則

は
、
経

済
諸

分
野

に
お

け

る
統
制

の
強

化
を

指

令

し

て

い
た

(前
出

注
32
参
照
)。

し

か

る

に
ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
期

に
当

る
昭

和

二

四
年

度

初

め

か

ら

同

二
五
年

度

初

め

に

い
た

る
期

間

に
、
経
済

統
制

は
、
そ

の
件

数

に
お

い

て
も
、
ま
た
統
制

公

団
数

に

お

い
て
も

、
第

3
1

23
表

に
み

る
よ
う

に
、
大

幅

に
縮

小

し
た
。
す

な
わ
ち

、
同
期

間

に
、

「
物
資

統

制
件

数

は
生

産
資

材

が
五

分

の

一
、
消

費
財

が

四
分

の

一
に
減

少

し
、

価

格

統
制

件
数

も

五
分

の

一
に
縮

減

し

た
。
ま

た
統
制

公
団

も

、
二

四
年

度
中

に
石

油
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マ
マ

配

給

公
団

、
配

炭

公
団

、
食

料

品

配
給

公
団
、

酒

類

配
給

公

団
、

食
糧

貿

易

公
団
、

原
材

料

貿
易

公

団

の
五

公
団

が
相

次

い

で
解

散

す

る

過

程

を

た
ど

っ
た
。
」

(
「現
代
日
本
経
済
の
展
開
、
経
済
企
画
庁
三
〇
年
史
」
、
経
企
庁
編
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
五

一
年
八
月
刊
、
五
九
頁
)
。

⑭

見

返

り
資
金

特

計

の
創

設

昭
和

二
四
年

度
財

政

に
お

い
て
、
「米

国

対

日
援

助

見
返

り
資

金
特

別

会
計

」
が
創

設

さ
れ

た
。
創

設

の
理
由

は
、

一
つ
に
は
、
戦

後

に

お

け

る
米

国

の
対

日
援

助

の
額

を

明
確

化

す

る

こ
と

で
あ

り
、

こ

の
た

め

に
対

日
援

助

物

資

の
売
上

げ
代

金

を

こ

の
会

計

に
集

め

た

こ

と
、
他

の

一
つ
は
、

こ

の
会

計

に
集

っ
た
資
金

を

、
復

金
債

の
償
還

、
経
済

復

興
、
輸

出

促

進

に
充

当

す

る

こ
と

に
あ

っ
た
。
ち

な

み

に
、

後

に
、
対

日
援
助

分

の
返
還

が
米

国

よ

り
提
案

さ
れ
、

全
額

で
は
な

い
が
、

返

還
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

な

お
、

見

返

り
資
金

特

計

は
、

産
業

投
資

特

計

に
引

継

が

れ
、
財

政
投

融

資

の
原
資

の

一
つ
に
な

っ
た
。

働

む
す

び

以

上

が

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
柱

と

そ

の
意

味

づ

け

で
あ

る
が
、

こ

こ
で

一
部

く
り
返

し

を

お

そ
れ

ず
、
再

度

強

調
し

て
お

き

た

い

こ
と

が

あ

る
。

そ
れ

は
、
市
場

メ
カ

ニ
ズ

ム

に

つ
い
て

で
あ

る
。
す

な

わ
ち
、
三
六

〇
円

レ
ー
ト

は
円

安

レ
ー
ト

(対
均
衡

レ
ー
ト
)
で
あ

り
、
し

た

が

っ

て

デ

フ
レ
政
策

を
必

要

と

し

た

こ
と
、

ま

た
緊

縮
財

政

政
策

は

い
う
ま

で
も

な

く

デ

フ

レ
効
果

を

狙

う
も

の

で
あ

っ
た
。

こ
の
二

つ
は
、

価
格

に

つ
い

て
い
え
ば

、
価

格

引
下

げ

を
必

要

と

し
た
。

だ

が
実

際

の
価

格

引
下

げ

に
は
、
政

策
的

な
力
量

が
あ

っ
た

と

は

い
え
、
少

な

か

ら

ぬ
力

が
市
場

メ
カ

ニ
ズ

ム
に
よ

っ
て
生

じ

て

い
る
点

が
重

要

で
あ

る
。
市

場

メ
カ

ニ
ズ

ム
の
作

用

の
促

進
、

そ
れ

は

ド

ッ
ジ

・
ラ
イ

ン
の
経
済

自

由
化

政

策

に
対

応

す

る
も

の

で
あ

っ
た
。

ω

朝

鮮

戦
争

の
影
響

一
般

に
戦
争

の
影
響

下

に
あ

る
経

済

は
、

し

ば
し

ば
統

制

の
強

化

に

つ
な

が
り

や
す

い
傾
向

を
も

つ
が
、

朝
鮮

戦

争

の
期

間

に

つ
い
て
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は
、

前
項

(3
ー

ロ
ー
D
)
で

の

べ
た

よ

う

に
、

経
済

自
由

化

が
な

お
進
行

し
た

ま
ず
朝

鮮
戦

争

の
主
要

経
緯

を

日
誌

風

に
確

認
し

て
お

こ
う
。

昭
和
二
五
年
六
月

二
五
年
七
月

二
五
年
九
月

、
五

年

一
一
月

二
六
年
六
日
月

二
六
年
七
月

二
八
年
七

月

な
お
、

こ
の
間
、

(
前
掲
第

3

23
表
)
。

日
本

に

つ
い
て
い
え
ば
、

サ
ー
総
司
令
官
が

日
本
政
府

に
事
実
上

の
指
令
を
お

こ
な
い
、
翌
月

の
八
月

に
は
早
く
も

こ
れ
が
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
二
六
年
九
月

に
は
、

日
本

は
サ

ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
会
議

で
、
講
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条
約

に
調
印
し

て
い
る
。

朝
鮮
戦
争
ブ

ー
ム
を
も
た
ら
し
た
も

の
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
朝
鮮
戦
争

そ
の
も

の
の
影
響
だ
が
、

こ
の
ほ
か

に
世
界
景
気

の
拡
大

に

よ
る
日
本
輸
出

の
増
加
が
あ
る
。
た
だ
世
界
景
気

の
拡
大
も
、
た
ぶ
ん
に
朝
鮮
戦
争

の
影
響
を
う
け
た
軍
拡
景
気

の
様
相
を
呈
し

て
い
た
。

こ
の
意
味

で
は
当
時

の
日
本
景
気

の
拡
大
を
朝
鮮
戦
争

の
影
響
と
み
る

こ
と
が

で
き
る
。

朝
鮮
戦
争

の
日
本
経
済

へ
の
主
な
影
響
と
し

て
、
①
経
済
規
模

の
拡
大
、
②
特
需

の
発
生
と
輸
出

の
急
増
、
③

イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
が

あ
る
。

つ
ぎ

に
こ
の
三

つ
を
み
よ
う
。

①

日
本
経
済

の
規
模
拡
大

朝
鮮
戦
争
勃
発

米
軍
、
国
連
軍
と
し

て
介
入
す
る
も
、
米
韓
軍
、
釜
山
付
近
ま

で
追
詰
め
ら
れ
る

米
軍
、
仁
川

に
奇
襲
上
陸

米
軍
、
中
国
国
境

に
到
着
。
中
国
軍
、
義
勇
軍

の
名

で
参
戦

戦
線
は
三
八
度
線

で
膠
着
し
た
が
、
戦
争
は
.
]八
年
ま

で
継
続

休
戦
会
談

の
開
始

休
戦
協
定

の
調
印

昭
和
.
一五
年
七
月

に
は
n
衛
隊

の
前
身

で
あ
る
警
察
チ
備
隊
を
創
設
す
る
よ
う

マ

ッ
カ

ー
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第3--24表 戦前比 にみる朝鮮戦 争 の影響

醗 麟(億 円)(9～'隔 格)

轍灘

轍{懸
輸出の対国民所得比(%)

輸入の対国民所得比(%)

1経常収支尻(※ 印は億 円,他 は億 ドル)
　

1特 需(億 ドル)1
2生産指数

:卸売物価指数

昭和
9～11年

144

100

100

100

goo

100

goo

100

22.3

22.8

hI

!

25年

goo

1

141

98

30

87

350

33

99

303

8.9

10.4

4.8

1.9

88

267

一 幽一}一

深
26年

153

106

L
}

31

144

459

48

Zog

X32

11.

1fi.9

3.3

2.5

119

343

27年

174

120

31

135

431

54

207

382

9.0

14.3

2.3

3.11

132

・,・
r

注1出 典 は 「ダイヤモ ン ド経済統計年鑑」,1954年 版(ダ イヤモ ン ド社,昭 和29年6月 刊)

2次 の3の 頁数 は同 卜書の頁数を しめす。

3実 質国民所得(経 審調)は14頁,輸 出 ・人 と同対国民所 得比(経 審 および大蔵省調)は59

頁,経 常収支尻(大 蔵省お よび凹銀調)は76--77頁,特;一 一rfn(米大使館調)は74頁,生 産指

数(経 審調)は25頁,卸 売物価指数(日 銀調)は3頁 。

4経 常収 支尻:昭 和9～11年 は貿易 ・貿易外 ・金 の収 支尻合 計額で単位 は億 円,大 蔵 省調,

昭和25年 は大蔵省調,昭 和26年,27年 は日銀調,25年 以降の単位 は億 ドル。

以f一の出所 は 「完結 ・昭和国勢総 覧」,第2巻,191頁 。 東洋経済新報社,1991年2月 干1」。

こ
う
し

た
国
民
所

得

や
生

産

の
急
増

に
と

回

っ
た

こ
と

は
、
朝

鮮
戦

争

を

バ
ネ

に
し

た
拡

大

と

い
え

よ
う
。

(昭
和
九
～

一
一
年
価
格
)、

戦

前
比

二
割
強

も
拡

大

し

て
い
る
。
生
産

指
数

は
、
昭

和

二
六
年

に

戦
前

水

準

を
突
破

し
、
.
一七
年

に
は
三
割
強

上

オ
ー
バ
ー
な
表
現

で
あ
る
。
し
か
し
昭
和

二
七

年

の
実

質

国
民
所
得

は

一
七

四
億

円

に
達

し

戦
前
水
準
を
突
破
し
た
と
さ
れ
る

の
は
、
や
や

曾ま

什
二
し
L

、

轟

⊥
1
ト

一

朝
鮮
戦
争

の
影
響

に
よ

っ
て

一
挙

に

ま

で
回
復

し

て

い
た
。

し

た
が

っ
て
、

し
ば

し

で
、
ほ

ぼ
戦

前

(
一
四
四
億
円
)
近

く

の
水

準

に

間
受
け

た
昭
和

二
五
年
時

点

(
↓
四

一
億
円
)

実
質
国
民
所
得
は
、
戦
争

の
影
響
を
六
ヵ
月

同
表

に

よ
れ
ば

、

姿

を

戦

前

比

で
み

よ
う

と

し

た

も

の

で
あ

る
。

響

に
よ

っ
て
、
日
本
経
済

の
規
模

が
拡
大
し
た

第

3
1

24
表

は
、
主

と

し

て
朝

鮮
戦

争

の
影
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第3-25表 国内総生産の構成比の長期推移(%)

暦 年 昭9～11年 昭21年 昭25年 昭30年 昭35年 昭40年

第一次産業 s・ .. Zs.o 23.Qi15.1 11.7

第二次産業 i 26.3 31.8 30.5138.3 35.8

第三次産業 49.4 34.9 42.3 46.9147.1 52.5

合 計 100.0 100.0 100.0 100.OI100.0 loo.o
一

暦 年 昭45年 昭50年 昭55年 昭60年 平2年 平4年

第一次産業 6.1 5.5 3.7 3.2 2.5 2.2

第二次産業 44.5 40.4 39.2 37.7 39.3 38.3

第三次産業 49.4 54.1 57.1 59.1 58.2 59.5

合 計 100.0 100・01100・0 100.0 100.0 100.0
1

注1)昭 和9～11年 は経企庁 「経済要覧」,昭 和35年 追補版,昭 和35年1月 刊,24～25頁 。

2)昭 和21年 は 「ダイヤモ ンド経済統計年鑑」,ダ イヤモ ン ド社,昭 和29年6月 砿17頁 。

3)昭 和25年,30年,35年 は経 企庁 「経済要覧」,昭 和40年 版,24～25頁 。

4)昭 和40年 は,同 ヒ,昭 和44年 版,68～69頁 。

5)昭 和45年,50年,55年,60年,平 成2年,平 成4年 は同}一,平 成6年 版,60～61頁 。

6)第 一炊 産業 とは農林水産業,第 二次産 業 とは鉱 工業,建 設業,第 三次産業 とはそれ ら以外

の産業。

7)但 し合計が必 ず しも100に な らな い年 があ るのは,他 に 「海外 か らの純所得」があ るため

で ある。

ω
特

需
が
朝
鮮
戦
争

の
発
生

に
と
も
な
う
も

の
で
あ

る
以

上
、

そ
の
終
結
と
と
も

に
特
需
も
ま
た
終
了
す
る
と
、

当

る

。

も
な
い
、

昭
和

二
〇
年
代
後
半

の
五
年
間

の
産
業
構
造
も
か

な
り
の
変
化
を
し
め
し
た
。

た
だ
し
、
第

3

25
表

に
み
る

よ
う
に
、

そ

の
前
後
そ
れ
ぞ
れ

の
五
年
間

の
変
化

に
く
ら

べ

れ
ば
、
変
化

の
て
い
ど
は
少
な

い
よ
う

に
思
え
る
。
こ
れ
は
、

①
第
二
～
三
次
産
業

に
た
い
す

る
農
業

の
相
対
的
立
遅
れ
が

み
ら
れ
た
も

の
の
、
林
業

や
水
産
業

が
支
え
た

こ
と
、
②
第

二
次
産
業

の
製
造
業

に
お

い
て
産
業
合

理
化
が
す
す
み
、

こ

の
な
か

で
弱
体
企
業

の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と

の
た
め

で
あ

ろ
う
。

な
お
同
期
間

に
第
三
次
産
業

の
か
な
り
の
比
重

増
大
が
み
ら
れ
た
が
、

こ
こ
に
は
金
融
保
険
、

不
動
産
業

や

公
益
事
業

の
い
ち
じ
る
し
い
上
昇
が
み
ら
れ
た
。

②

特
需

の
発
生
と
輸
出

の
急
増

特
需

と
輸
出
関
連

の
統
計
を
第
3
1

26
表

に
か
か
げ

た
。

特
需

は
当
時

の
日
本
経
済

に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
が
、

そ

の
内
容

を
同
表

か
ら
続

み
と
れ
ば
、
次

の
と
お
り

で
あ
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第3-26表 特需 の位置

(単 位,億 ドル)

C-B

2

9

9

護

3

7

1

』

⑩

8

2

3

1

5

8

3

3

2

4

1

2

4

11

5

1

4

9

2

2

2

13

1

5

4

0

1

10

5

凪

7

△

△

△

△

△

△

△

△

ム

ム

ム

ム

ム

ム

ム

B/A

43.7

52.7

64.3

器:1
19.0

14.4

12.9

1Q.O

l:1
7.fi

fi.5

4.8

3.8

1:l

l:5

3到

輸出A 特需B 総合収支C

13.5 5.9 3.7

12.9 s.s 1.9

12.6 8.1 ・

16.1 5.4 Q

20.1 4.7 2.9

24.8 4.7 0

28.5 4.1 △5 .0

s 3.7 3.9

34.1 3.4 1.4

・ ・ 3.9 1.1

41.5 3.7 △9 .5

48.6 3.7 2.4

53.9 3.5 △1.6

s7.o 3.2 △1.3

83.3 3.2 4.Q

96.4 4.73・4

102.3 5.1 05 .7

127.5 5.8 11.0

15s.s 6.4 22.8

 

年暦

昭 和26年

27

28

29

30

31

32

33

34

35

3s

37

38

39

40

41

42

43

44

4545 __」 脳 13.7

注1

2

3

出所:総 務庁統計局 「日本長期統計総覧」,第2巻7100～101頁

原資料は日銀 「国際収支統計月報」

特別収入は通産省調(外 為統計の数字とほぼ同じ)

初

、

考

え

ら

れ

て

い
た
。

し

か

し
事
実

は
、
年

間

四

～

七

億

ド

ル
の
規

模

の
特

需

が
昭

和

四
〇

年

代

中

頃

ま

で

つ
づ

い

て

い
る
。

ω
特

需

の

こ

の
絶

対

額

は
、

昭
和

二
〇

年

代

、

三

〇

年

代

の
国

際

収

支

の
年

間

総

合

収

支

が

し

ば

し
ば

赤

字

で
あ

っ
た

り
、

ま

た

は
黒

字

で
あ

っ
て
も

一
～

四

億

ド

ル

の
わ

ず

か

な
黒

字

で
あ

っ
た

り

し

て

い
る

と

こ

ろ
か

ら

み

て
、

国

際

収

支

上

、
大

き

な

役

割

を

は
た

し

て

い
た

こ
と

に
な

る
。

仮

に
特

需

が

な

か

っ
た

と

し

た
ら
、
第

3
-

26
表

の
最
右

欄

(C

I
B
)
に
み

る

よ
う

に
、
国
際
収

支

は
毎

年

赤

字

に
な

っ
て
し

ま

う
。

こ

の

よ
う

な
姿

で

は
昭

和

、
一〇

、

三
〇

年

代

ほ
ど

の
高

度

経

済

成
長

も

あ

り

え

な

か

っ
た

で
あ

ろ

う

(た
だ
、
毎
年

の
赤
字
と

い
う
事
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第3-27表 朝 鮮戦争後 の物価 の国際 比較

(昭和25年6月 ・goo)

日 本 英国 米国
昭和

輸出 消 卸売 卸売 卸売

25年6月 1Qa 1100 goo 100

9 132 106 113 las 108

12 150 108 124 114 112

26年3月 187 122 145 122 117

s 169 1211149 125 116

9 15s 126153 126 115

12 153 127
…155

129 115

27年3月

6

9

12

28年3月

s

9

12

29年3月

139

135

135

127

130

129

1

1

1

28

30

29

128

126

127

127

132

136

140

144

145

153

i51

151

149

153

153

128

128

126

127

1」JIGU

155127

157127

160128

128

128

X14

113

113

111

111

111

112

111

112

出所 「ダイヤモ ン ド経済統 計年_1,ダ イヤモ

ン ド社,昭 和29年6月 発行,5頁

 

㈲
特

需

が
長

期

間
継

続

し

た
と

は

い
え
、

輸
出

に
し

め

る
比
霞

は
、

当

初

の
昭

和

、
一

た

が
、

そ

こ
か
ら
低

下
し
、

昭
和

四
〇
年

ご

ろ

以
降

五

%
以
下

に
落

ち

込

ん

で

い
る
。

か

か

わ
ら

ず
、

需
要

量

と

し

て

の
役

割

は
小

さ

な
も

の

に
な

っ
て
い

っ
た
。

昭

和

四
〇

年
代

前
半

に
は

ベ
ト

ナ

ム
特

需

に
よ

っ
て
、

た
た

び
朝
鮮

特

需

に
匹
敵

す

る
金

額

に
拡

大

す

る
が
、

そ

の
役

割

は
は

る
か

に
低
下

し

て

い
た
。

ω

輸
出

は
、
朝

鮮
戦

争

の
影

響

で
急

増

し

た
。

即
ち
、

輸

出
金

額

は
昭

和

二
六

年

に
は
戦
前

水
準

を

一
挙

に
四

四
%

が

た
上

回

っ
た
。

し
か

し

こ
こ

に
は
問
題

点

が
あ

っ
た
。
と

い
う

の
は
、

こ
の
金

額
増

は
、
す

べ
て
輸

出
単

価

の
上

昇

に
よ
る
も

の

で
あ

っ
て

(同
期
間
に

四

・
六
倍
の
値
上

り
)
、
輸

出
数

量

は
戦
前
水

準

の
三
分

の

一
て
い
ど

(,
.
一
%
)

に
す
ぎ

な

か

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

(以
上
第
3
-
24
表
)

③

イ

ン

フ

レ
ー

シ

ョ
ン

態
は
、
当
時

の
外
貨
保
有
事
情
か
ら
み
て
無
理
な
想

定
で
は
あ
る
。
)。

㈹

た
だ

し
、

特
需

に
お

い

て
さ

え
、

経
年

と
と

も

に
日
本

は
商

品

の
国

際
競

争

力

を
意

識

す

る

よ
う

に
な

っ
た
。

米
軍

に
よ

る
商
品

の
緊

急

調

達

の
必

要
度

が
薄

れ
、

日
米

い
ず

れ

の
国

か
ら

調
達

す

る

ほ
う

が
合

理
的

か

と

い
う
観

点

が

強

ま

っ
て
き

た

か
ら

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は
、

朝

鮮
戦

争

期

の
後

に
登
場

す

る
産

業

合

理
化

期

を

も

た

ら
す

一
有

力
要

因

と
な

っ
た
。

六

～

.
一八
年

に
は
四
～
六

割

と

い
う
高

率

で
あ

っ

つ
ま
り
特

需

は
、

国
際

収
支

上

の
重

要
性

に
もふ
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し
か
し
朝
鮮
戦
争
後

の
価
格
競
争
力

に

つ
い
て
み
る
と
、
第

ー

襲

に
み
る
よ
う

に
、
昭
和

.
五

年
六
月
を

δ

○
と
し

て
・
㈲
た

し

か

に
日
本

の
輸

出
価

格

は

い

っ
た
ん

一
七

〇

弱

ま

で
急
騰

し

た

(、
.六
年
六
月
)
の
ち

、
二
七
年

末

に

は

一
二
七

の
水

準

ま

で
低
下

し

て

い
る
。

▼」
の
指

数

水
準

は
英

国

と

ほ
ぼ
同

水

準

で
あ

る

が
、
米

国

よ

り
も

か
な

り
高

い
。

す

な

わ
ち

日
本

の
対

米
輸

出

に
お
け

る
米
国

国

内
.
湘
と

の
価

格
競

争

力

は
弱

ま

っ
た

▼」
と

に
な

る
。

こ
の
さ

い
米

英

の
価

格

が
朝

鮮

戦
争

の
直

後

に
お

い

て
も

あ

ま
り
大

き

く
騰

貴
し

て

い
な

い
}」
と

に
も

注
目

し

て
よ

い
だ

う

つ
。

㈲
日
本

の
卸

L冗
価
格

は
、

輸

出

価
格

が
反

落

に
転

じ

た
後

も
、

な

お
ジ

リ
ジ

リ
と

上
昇

を

つ

づ
け

て
い
る
。

Ψ」
の
た

め
両

価
格

の
動

向

に

は
、
格

差

が

ハ
サ

ミ
状

に
拡

大

し
、

、
董

価

格
状

態

が
強

ま

っ
た
・
外

国

か

ら

は
日
本

が
国

内

価
格

よ
り

も

い
ち

じ

る
し

く
安

い
価

格

で
輸
出

し

て
い
る
と

し

て
、

ダ

ン
ピ

ン
グ

の
非
難

を

う

け

る

こ
と

に
な

っ
た
。

㈲

産

業

合

理
化

の
役
割

前
述

の
よ
.つ
に

(甲

②
面

参
照
)、
朝
鮮
戦
争

の
な
か

で
、
日
本
商
品

の
国
際
的
劣
位

(例
、
割
高
価
格
)
が
意
識

さ
れ
・
こ
の
た
め
国

際
競

争

力

を
昂

め

る

}」
と

が
要
請

さ

れ
た
。

}、
}」
か

り
産

業
合

理
化

が
出
発

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

産
業

合

理
化

の
た
め

に
必

要

と
す

る

資
金

の
基
礎

は
、
朝
鮮
戦
争

に
よ

.
て
、
企
業
利
益
が
諜

的

に
大
き
く
な

っ
た

こ
と

に
あ
る
。
そ

の
様
子
を
第

ー

嚢

に
し
め
し
た
・

同
表

に
よ
れ
ば
、
戦
争
開
始
翌
年

に
あ
た
る
昭
和

.
天

年

の
純
利
益
額
お
よ
び
各
種

の
利
益
率

は
、

二
五
年

に
く
ら

べ
て
格
段

に
増
大
し

て
い
る
。

も

っ
と
も
産
業
合
理
化
と

い
う
用
語

の
意
味

は

一
義
的

で
は
な

い
。
産
業
組
織

の
改
善
と

い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
な
麗
、

多
業
種

に
お
け
る
企
業
内

の
改
善

を
意
味
す

る
場
A
口
も
あ
る
。
昭
和

二
〇
年
代
後
半

に
お

い
て
は
、
後
者

の
意
味

で
用

い
ら
れ
・
具
体
的

に
は
、
製

造

業

の
ほ
と

ん

ど
す

べ

て
の
主

要
蕎

に
お

い
て

(鉄
鋼
、
自
動
車
、
舅

、
石
炭
、
造
船
、
弱
電
・
繊
維
・
硫
安
な
ど
)
・
設

備

の
近

代
化

が

一
斉

に

ス
タ

ー
ト
し

た

こ
と
を
指

す

。

}」
▼」
に
い
.つ
設

備

近
代

化

の
主

流

は
、
先
進

国

(吉

米
国
)
か

・り
の
技

術
導

入

、
高

技

術
機

械

の
輸

入

の
形

態
を

と

っ
た
・
技
術

移
動
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第3-28表 朝鮮戦争後の法人企業の利益

業 製 造 業

上高純
}

法人税引当 総資本純 売上高純

益率 前純利益 利益率 利益率

C%) (百 億 円) C%)C%)

2.1 8

/fi.33.5
4.7

2.6

271'5・48・41

120/8・'4'6i

2・612418.14・71

2.2256.94.2

1・L _一 ⊥ 一3.2

売

利

　

全 産

昭和暦年
法人税引当 総資本純

前純利益 利益率

圃 (百 億 円) C%)

25110 5.2

2636 11.2

27129 6.2

28135 5.7

729

30
L_

注1)

37

34

出所 大蔵省財

1 3.5
一一一1-一

1・§二L
__弛__

政史窒編 「昭和財政史一終戦か ら講和まで

法人税引当前純利益

」,第19巻(統 計),

4,(J.G

131頁 。

2)

3)

総資本純利益率=総 資本(期首丁期末・両

法人税引 当前純 利益売 ヒ高純利 益率 =一 …一一π売1
二高一 一一

は
、

一
般

に
、
①
企

業

移
動

に
伴

う
場
合

、
②

商
品

に
体

化

し

て
移
動

す

る
場

合

、

③
単

独

に
技

術

が
売

買

さ
れ

る
場

合

の
形
態

が
あ

る
。

②

は
貿
易

に
と

も

な

い
常
時

み
ら

れ

る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

戦
前

で
は
、

主

と
し

て
①

の

ケ
ー

ス
、

す

な

わ
ち
技
術

と
企
業

が

一
体

と
な

っ
て
国

際
移

動

し

た
。

し

か
し
戦

後

で

は
、
③

の

ケ

ー

ス
、

す

な

わ

ち
技

術

じ

た

い

が
単

独

の
貿

易

商

品

と

な

っ
て
取
引

さ
れ

る

よ

う

に
な

っ
た
。

こ
れ

は
戦

後

で
は
技

術

の
発

展

テ

ン

ポ
が

速

く
な

っ
た

の

で
、

技

術

の
陳

腐

化

が
速

ま

っ
た

こ
と
、

ま
た
技

術

の

開
発

関

係

費

が
高

く
な

っ
た

の

で
、
速

か

に

こ

の
費

用

を
回

収

す

る
必

要

性

が
強

ま

っ
た
た
め

で
あ

ろ
う
。

こ
う

し

て
技

術

導

入
、
高

技

術

機

械

輸

入

の
形

態

で
産

業
合

理
化

が

お

こ

な

わ

れ
た

が
、

こ

の
合

理
化

を

バ

ッ
ク

ア

ッ
プ
す

る
政
策

も

あ

っ
た
。

す

な

わ
ち

、
第

一
に
は
、
外
為

法

に
よ

る
外

貨

予
算

制
度

の
発

足

(昭
和
、
.五
年
)
に

よ

っ
て
外

貨
割

当

制

が
行

わ

れ

た

が
、

こ
の
さ

い
の
割
当

基

準

は
原

則

と
し

て
設

備
基

準

割

当

で
あ

っ
た

か

ら
、

企
業

は
よ

り
多

く

の
外

貨

割

当

を
受

け

る
た
め

に
競

っ
て
設
備

投
資

を
行

っ
た

こ
と

(先
述
、
㈹
ー
⑧
ー
㈹
、
③
i
ω
i

の
参
照
)、

第

二

に
は
、

外

資

法

で
外

資

を
保
護

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
技

術

導

入
を

促
進

し

た

こ
と

(先
述
、
⑪
1
㈲
ー
⑬
参
照
)、
第

三

に
は
、
企
業

合

理
化

促

進
法

(昭
和
ニ
ヒ
年

、一月
公
布
)
を
制

定

し
、
技

術

の
向
上

と
重

要

産
業

の
機
械
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設
備

の
近

代
化

、
原
単

位

の
改

善

を
促

進

し

た

こ
と
、
第

四

に
は
財
政

投
融

資

計

画

に
よ
り
産
業

資
金

を

供
給

し
た

こ
と

で
あ

る
。

(財
投

の
資
金

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
形
成

に

つ
い
て
は
前
掲
の
第
2
-
8
表
、
第
2
-
9
表
参
照
)

こ
う
し

て
逐
行

さ
れ

た
産
業

合

理
化

の
成

果
を

労
働

生
産

性

に
よ

っ
て
み
る
と

、

第

3
-

29
表

の
と
お

り

で
あ

る
。

す

な

わ
ち

、
労

働

生

産

性

は
昭
和

二
六
年

上
期

～

三

〇
年

下
期

の
わ

ず
か

四
年
半

の
あ

い
だ

に
、

実

に
七

六

%
も
上

昇

し

て

い
る
・

こ

の
数
字

が

い
か

に
大

幅

な
も

の
か

は
、
第

ー

3。
表

と
比
較

す

れ

ば
、

叩

り
か

で
あ

る
。
す

な

わ
ち
、

同

表

は

五
年
毎

の
統

計

で
、

前
表

よ
り
も

や

や
長
期

で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述

の
七
六
%
増
を
上
廻

る
の
は
、
昭
和

四
〇
～

四
五
年
間

の
八
八
%
増

の
み
で
あ
り
、
昭
和
三
〇
年
代

の
高

度
経
済
成
長
期
を
も
上
廻

っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
高

い
労
働
生
産
性

の
上
昇
率
は
、
第

3
-
29
表

に
み
る
よ
う
に
、
主
と
し

て
労
働
装
備
率

(有
形
固
定
資
産
を
就
業
者
数
で
除

し
た
百
分
比
)
の
増
加

に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
昭
和

二
〇
年
代
後
半

に
お
い
て
、
高
生
産
性

の
設
備
に
た
い
す
る
投
資

が
大

幅

に
拡
大
し
た
姿
を

こ
こ
に
も
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

合理 化 の成 果

026年 上 期=100

30年 下期

176

157

第3-29表

露
産業

昭零

7年 下期

働 生r122

働 装 億107

113

注

一璽 ⊥112

D通 産省 「産業合理化自書」,

昭和32年,24頁

2)胴 生産性(O)e労 鱗

僻(L)× 資本生産性 ⇔

整

左
励
率

労働生産性の
一
5

ヒ

～
の

}
同

年

昇

J働 生産

.指数

・
%

54,5

1f;

87.5

30.3

51.1

23.9

]本 生 産 性 本

る

臼

働

第3-30

12.1

18.7

27.E

50.8

66.2

100.0

嘘
30年

35年

40年

45年

50年

55年

60年
___」 堕_⊥
注1)労 働生産 ま,【

部 「季 団 性 統 計」 に よ る

「業種別労 産性指 数」(昭 腕

30年 ～60年)の 製 造 工 業労 側

生産性 を しめす。

2)製 造 業,指 数 は昭秘55年e

100

3)出 所 は,総 務庁編 「日本長期

統 計総 覧」,第1巻,446頁,日

本 統 計 協 会,昭 和62年10月

刊。
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こ
の
産
業
合
理
化

の
成
果
を
基
礎

に
、
昭
和
三
〇
年
代

の
高
度
成
長
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。

(
36
)

産
業
合
理
化

産
業

合
理
化

と

い
う
用

語
は
、
篁

次
世
界
大

戦
後

の
イ

ン
フ
レ
↓

・
ン
の
収

束
後
、

一
起

.五
年

以
降

、
独

、
仏
、
伊
、
英

な
ど

に
お

い

て
用

い
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
・
資
本
主

義
経
済

の
だ仔
詰

り
を
打
開

し
よ
う
と
す

る
産

業

側

の
努
力

は
、
流
通
過

程

の
再
編
成
、
製
。
㎜
の
規
格
化
、
標
準

化
、

定
型
化
な
ら
び

に
作
券

割
を
基
礎
と
す
る
流
れ
作
業
方
式

の
採
用
、
大
量
生
産

に
よ
る
生
産
性

の
増
加
を
通
じ
て
、
よ
り
A
口理
化
さ
れ
た
生
産
懇

の
改
善
を
も
た
ら
し
た
・

こ
の
結
果
、
産
業
利
潤
を
増
加
さ
せ
、
栞

義

生
産
組
織
の
発
展

に

蒔

期
を
画
し
た
。

(池
田
勝
彦
)

(出
所
、
荒
憲
治
郎
他

二
名

「
経
済
辞
典
」、
㈱
講
談
社
、
昭
和
五
五
年
四
月
刊
、
四
ヒ

一
頁
)

⑳

総
括
-
昭
和
二
〇
年
代
末
の
日
本
経
済

㈲

到
達
点

戦
後
日
本
経
済

は
・
戦
前
と
は
断
絶
し
た
姿
を
と
る
が
、

し
か
し
他
方

で
は
戦
前

.
戦
中
経
済

璽

部
を
引
継
ぎ

つ
つ
、
荒
廃

の
な
か

か
ら
出
発
し
た
。

そ
し

て
昭
和
二
〇
年
代

の
終
り
ご
ろ

に
は
、
次

の
よ
う
な
内
容
を
獲
得
し
、
拡
大
再
生
産

の
軌
道

に
乗

っ
て
い
た
。

ω

新
し

い
経
済
体
制

の
も
と

で
経
済
復
興
を
終
了
し

て
い
た
。
す
な
わ
ち

、

①
ω

集
権
的
統
制
経
済
、
軍
需
経
済

か
ら
平
和
的
民
需
経
済

に
替
り
、
か

?

、
の
経
済
が
競
争
市
場

の
も
と

で
展
開
し
た
}、
と

(新

経
済
体
制
の
創
設
)、

㈹

I
M
F
体
制

の
も
と

で
単

一
固
定
為
替
相
場
制
度

(具
体
的
に
は

一
で
マ
ー
ω
8
ヨ
経
済
)

が
設
定

さ
れ
た
こ

と
。

②

第

4
1

裂

に
み
る

よ
う

に
、

昭
和

二
〇
年

代

末

に
お

い

て
昭
和

九

～

=

年

の
水
準

(一。
。
と
し

て
)
を
上

回

.
て
い
た
主
要

経
済
指
標

は
・
実
質
国
民
総
生
産

(墨

、
同

一
人
当

り

(
§

、
鉱
工
業
生
産

(雪

、
農
林
水
産
生
産

(蓉

、

天

当
り
消
費

水

準

(二
腿
)
な

ど
、

も

っ
と
も
包

括

的

か

つ
重

要

な
指

標

に
お

い

て

で
あ

っ
た
。
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し
か
し
輸
出
数
量
は
特
需
を
ふ
く
め

て
も
戦
前
水
準

に
回
復

し
な
か

っ
た

(刈
α
)。
こ
の
こ
と
は
、
輸
出

の
立
遅
れ
と

い
う
意
味

で
重
要

で
あ

っ
た
が
、
反
面

で
は

こ
の
立
遅
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ち
じ
る
し

い
鉱
工
業
生
産

の
増
加
が
み
ら
れ
た

こ
と
も
重

要

で
あ
る
。

こ
の
意
味

で
昭
和

∴
○
年
代
末
ま

で
の
日
本
経
済

は
量
的

に
は
海
外
市
場
依
存
度

が
戦
前

よ
り
も
低
下
し

て
お
り
・

し
た
が

っ
て
主
と
し

て
国
内
市
場
を
中
心

に
拡
大
し
た

こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
輸
出
金
額

で
は
立
遅
れ

て
は

い
な

い

(前
掲
第
3
1

24
表
)。

③

外
国
技
術
を

テ

コ
に
し

て
日
本
産
業

の
生
産
技
術
が

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
、
昭
和

二
〇
年
代

の
経
済
成
長
を
促
進
し
た
だ
け
で
な

く
、
次

の
昭
和
三
〇
年
代
か
ら

の
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期

の

一
有
力
要
因
と
な

っ
た
。

第4-31表 昭和20年 代末の主要経済指標の到達点

昭和9～11年=100

昭和 21 27 30

実 質 国 民 総 生 産1年 度 s2 111 13fi

鉱 】二 業 生 産}年 度 31 139 187

農 林 水 産 生 産
1暦 年

78 117 134

1人 当 消 費 水 準

1人 当実質国民総生産

年度

年度

57

57

95

89

X14

105

〔 業 実 質 賃 金 暦年 ㊥30 100
il18
{

輸 出 数 量(含 特 需) 暦年*7 36 75

輸 入 数 量 暦年*21 59 94

総 人
_」 ⊥L盟暦年 109 124

…

129i

注1*印 は昭和23暦 年,㊥ 印 は昭和22暦 年。

2出 所:経 済企 画庁編 「現代 日本経済 の展開 一経

済企 画庁30年 史」,大 蔵省印刷局,昭 和51年8月

f{」,86f[{

外
資
導
入

の
道
を
開

い
た
の
は
、

外
為
法

(昭
和
二
四
年
公
布
)
と

く

に
外
資
法

(昭
和
二
五
年
公
布
)
で
あ
り
、

よ
り
広
く
は
独
禁
法

の

緩
和

(昭
和
二
四
年
、
二
八
年
)
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
外
国
技
術

の
消
化

能
力
を

一
段
と
高
め
た
も

の
と
し

て
産
業
合
理
化

が
あ
る
。

㈲

昭
和

二
〇
年
代

の
末
期

に
は
、

経
済
成
長
↓
国
際
収
支
赤
字
↓
引
締

め
政
策
と

い
う
、
そ

の
後

の
高
度
経
済
成
長

の
制
約

パ
タ
ー

ン

(国
際
収
支
制

約
)
と
景
気
変
動

パ
タ
ー
ン
が

は
じ
め

て
現
わ
れ
た
。

㈹

既
述

の
よ
う

に
、

経
済
力

は
急
速

に
拡
大
し
、

経
済
規
模

は
戦
前
を

大
き
く
上
回

っ
た
と
は
い
え
、

国
民
総
生
産
お
よ
び

一
人
当
り
国
民
総
生
産

に
よ

っ
て
米

欧
諸

国
と
比
較

す

る
な
ら
ば
、
第

4
-

32
表

の
ご

と
く

で
あ

る
。

同
表

に
よ
れ
ば
、

昭
和
、
一五
年
f
昭
和

三
〇
年

の
間

に
国
民
総
生
産

に
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第4-32表 日本を中心にみた主要国の経済水準

(時価)

ル)

0年

1.o)

(8.9)

(6.8)

{3.9)

(4.2)

(3.3)

(1.9)

国民総生産(億 ドル) 1人 当 り国民総生産(ド

昭和25年 昭和30年 昭和25年 昭和3

日 本 112(1.0) 240(1.0} 200(1.0) 269

ア メ リ カ 2,851{25.5} 3,993(16.6) 1,870(9.4) 2,404

カ ナ ダ 167(3.1) 289(1.8) 1,200{6.0} 1,840

イ ギ リ ス 370(2.4) 541(2.0)
i

738(3.7) 1,057

フ ラ ン ス 274(3・3)487(2・3)1660(3・3)11・131

西 ド イ ツ 231(1.5):430(1.3) 488(2.4)882
　

イ タ リ ア
26年
172(1、5)i241(1.0)

26年

360{1.8)

1

500

注1日 本は年度,経 済企画庁調。

2日 本以 外は暦年,IMF調 。

3出 所:経 済企画庁編 「現 代 日本経済 の展開一経 済企画庁30年 史」,大 蔵省印刷局,昭 和

51年8月 刊,90頁 。

4カ ッコ内 は日本の計数を1.0と した ときの各国の倍数,本 文記述の関係 ヒ,西 暦を昭和に

直 した(4は 名島)。

つ
い
て
の
日
本

の
対
米
欧
較
差
は
、
急
速
に
縮
小
し
た
と

は
い
え
、

昭
和
三
〇
年

に
お
い
て
な
お
日
本
は
米
国

の

一
七
分

の

一
弱
、
加

.

英

・
仏

の
大

約
半

分

で
あ

っ
た

(
た
だ
独

.
伊
に
は
か
な
り
接
近
し

た
)。

さ
ら

に

一
人
当

り
国
民
総
生
産

に

つ
い
て
の
欧
州
諸
国
と

の

較
差
は
も

っ
と
大
き

い
こ
と
が
知
れ

る
。
(た
だ
し
ド
ル
換
算
率
に
は
問

題
点
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
ら
、

国
際
比
較
に
は
な
に
ほ
ど
か
の
留
保
が
必

要
と
な
ろ
う
)
。

⑧

混
合
経
済
体
制

の
確
立

ω

混
合
経
済
体
制

の
初
期

こ
こ
で
は
混
合
経
済
体
制

の
意
味

に

つ
い
て
、
①
主
と
し

て
民
問

部
門

の
経
済

に
作
用
す
る
資
本
主
義
的
な
市
場
原
理

の
分
野

と
、
②

主
と
し

て
政
府
部
門

に
作
用
す

る
非
市
場
原
理

の
分
野
と
が
、
併
存

し

て
お
り
、
か

つ
主
と
し
て
②
か
ら
①

へ
の
介
入
が
常
時
存
在
す
る

経
済

と
考
え
る
。
非
市
場
性
と

い
う
性
格
を
も

つ
が
故

に
、
政
府
介

入

の
有
効
性
が
高
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。

日
本

で
の
混
合
経
済
体
制

の
出
発
点
は
、
昭
和
六
年

一
二
月

に
金

本
位
制
を
離
脱

し
、
管
理
通
貨
制
度

に
移
行
し
た
時
点
と
考

え
ら
れ

る
。
管
理
通
貨
制
度

は
政
府

の
政
策
裁
量
性
を
飛
躍
的

に
拡
大
す
る
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性
格
を
も

っ
た
。
昭
和
七
年
か
ら

の
高
橋
是
清
蔵
相

に
よ
る
景
気
回
復

の
た
め
の
有
効
需
要
拡
大
政
策

は
、

そ
の
最
初

の
目
パ体
例

で
あ

っ

た
。
だ
が
、

そ
の
後

は
し
だ

い
に
軍
事
経
済
を
強
め
る
と

い
う
特

別
な
道
を
歩
み
、
管
理
通
貨
制
度
も
ま
た

こ
の
特
殊
な
道

に
利
用
さ
れ

た
。②

戦
後
期

の
混
合
経
済
体
制

混
合
経
済
体
制

は
平
和
的

で
民
需
中
心

の
経
済
を
も

つ
戦
後

に
確
立

し
、
強
化

さ
れ
た
。
昭
和
.
一〇
年
代

は
そ
の
確
航
期

で
あ
る
。
既

述

の
よ
う
に

(佃
ー
働

「金
融

・
財
政
面
で
の
制
度
的
増
強
」)
、
昭
和

、
一〇
年
代

に
は
、
金
融
面

で
は
政
府
系
金
融
機
関
を
ふ
く
む
多
く

の
金
融

機
関
が
設
立

さ
れ

た
し
、
ま
た
財
政
面

で
は
財
政
投
融
資
制
度
が
整
備

さ
れ
た
。

こ
の
た
あ
政
府

の
政
策
裁
量
性

は
、

い
ち
じ

る
し
く
高

め
ら
れ
る
経
済
的
基
礎
を
も

っ
た
。
政
策
裁
量
性

の
向
L

は
、
景
気
変
動

の
面

で
も
、
昭
和
三
〇
、
四
〇
年
代

に
は

っ
き
り
と
し
た
姿
を

み
せ
る

こ
と

に
な

っ
た
。
、
一〇
数
年
間

に
わ
た
り
、
高
度
経
済
成
長
を
実
現
し

つ
つ
、
循
環
性
過
剰
生
産
恐
慌
を
経
験
し
な
か

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
日
本
だ
け

で
は
な
い
。
先
進
諸
国

い
ず
れ

の
国
も
戦
前

の
よ
う
な
恐
慌
を
経
験
し

て
い
な

い
し
、
ま
た
恐
慌

が
世
界
恐

慌
と
し

て
現
わ
れ
る
姿
を
、
戦
後

で
は
経
験
し

て
い
な

い
。

こ
れ

は
戦
後

の
混
合
経
済
体
制
を
戦
前

の
そ
れ
と
区
別
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
理
由

に
は
前
述

の
裁
量
性
拡
人

の
ほ
か

に
、
政
府
、
企
業

に
と

っ
て
市
場

の
盲
目
性
が
人
幅

に
薄
ら

い
だ

こ
と
、
民
主
化

の
結
果
、

政
策
当
局

に
た
い
す
る
批
判
、
監
視

の
目
が
強
ま

っ
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

、

最
後

に
競
争

に

つ
い
て

一
言
し

て
お

こ
う
。
昭
和

四
〇
年
代
ま

で
の
日
本
経
済

は
、
高
度
経
済
成
長
と
相
互
に
因
果
関
係
を
結

び
な
が

ら
、
競
争

の
は
げ
し

い
経
済

で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
は

一
定

の
ル
ー
ル
を
求
め
な
が
ら
も
、
競
争
を
促
進
す

る
独
禁
法

の
役
割
を
認
め
ね
ば

な
ら
な

い
。

政
府

に
よ
る
、
そ

の
時
ど
き

の
独
禁
法

の
解
釈

や
そ
の
他

の
競
争
政
策

に
応
じ

て
競
争
が
展
開
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
競
争

は
、
「管
理

さ
れ
た
競
争
」

で
あ
り
、
政
府

が
必
要
と
考

え
れ
ば
、

い

つ
で
も
介
入

で
き
る
。
し
た
が

っ
て
市
場

は
競
争
市
場

の
形
態
を
と
る
場
合

で
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も
、

そ

の
実

、

一
定

の
程
度

で
は
あ

れ

、

体
制

を

語

る

こ
と

が

で
き

る
。

政
府

が
経
済
活
動

の
全
体
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
か
く

て
競
争

の
場

で
も
混
合
経
済

(主
な
注
、
図
表

の

一
覧
)

本
文

中

の
注

の
う
ち
説

明
的

な

注

の
主

な

も

の
を

つ
ぎ

に

(参
考

一
)
と

し

て
か

か
げ

た
。
ま
た

つ
づ

い

て
図
表

の

一
覧
表

を

(参
考

一)

と

し

て
し
め

し

た
。

(参
考

一
)
説
明
的
な
注
の
紹
介

(
14
)

(
15
)

(
16
)

(
17
)

(
19
)

第302928露23露2121

1))議 坦
表GM

財
閥
解
体

原
始
独
禁
法

昭
和
二
四
年
の
独
禁
法
第

一
次
改
訂

昭
和
一
.八
年

の
独
禁
法
第
.
、次
改
訂

昭
和
五
二
年

の
独
禁
法
第

.-次
改
訂

シ
ャ
ウ
プ
税
制

シ
ャ
ウ
プ
税
制

の
崩
壊

財
政
投
融
資

財
政
投
融
資

の
源
資
と
運
用

F
A
T
T
第
三
五
条

大
戦

に
よ
る
日
本
の
物
的
被
害
額

片
山
内
閣

の

「経
済
緊
急
対
策
」

の
骨
子

図
表
の
紹
介

正
貨
の
存
在
高

(
一
九

=
一.年
～

一
九
、.一四
年
)
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第

1
1

2
表

第

2

-

3
表

第

2

-

4
表

第

2

-

5

表

第

2
-

6
表

第

2

i

7
表

第

2

…

8
図

第

2

9
図

第

2

-

10
表

第

2
-

11

表

第

2
1

12
表

第

2

1

13
表

第

2

1

14
図

第

3

-

15
表

第

3

-

16
表

第

3
-

17
表

月

)

第

3
-

18
図

第

3

-

19
図

第

3

-
20
表

第

3
1

21
図

第

3
1

22

表

第

3

23

表

第

3

24
表

敗
戦
時

の
重

要
物
資
生
産

能
力

(昭
和

一
、
.年
、
戦

中
最
高
年

、
敗
戦
時

)

日
本

の
戦
後
防

衛
関
係
費

と

そ
の
対

G
N

P
比

(
一
九

四
五
年

～

一
九
九

四
年
)

世
界

各
国

の
国
防

費
と

そ

の
対

G

N
P
比

(
一
九
八

五
年
、
九

〇
年
、
九

一
年

)

農
地
改
革

に
よ

る
耕

地

の
自

・
小

作
別

面
積

の
変
化

(
改
革
前

、
改
革
実
績
、
改

革
後

)

経
営
耕
地

規
模
別

の
農
家
数

(
昭
和

..、○
年
、

四
〇
、

五
〇
、
六

〇
、
六
、.、、
平

成

}
～

五
年

の
各
年
)

商

品
類
別

輸
入
額

と
構

成
比

(昭
和

九
年
～

.
一
年
平
均

、

.

.
一
年
～

.
、八
年
)

金

融
機
関

耐
覧
表

(種
類

別
、
根
拠

法
成
凱
年
)

金
融

機
関

の
系
譜

(金
融

機
関

の
種
類

別

の
年
別

沿
革
図
)

昭
和

.

.八
年
度

財
政
投
融
資

の
源
資

と
運
用

財
政
投

融
資

の
源
資

の
推
移

(
昭
和

、
.○
年
度
、

四
〇
、

五
〇
、
六
〇
、

平
成
、.一の
各

年
度

)

財
政
投
融

資
使

途
別
分
類

の
推
移

(当
初

計
画
。
昭
和

、、.○
年
度

、

四
〇
、

五
〇
、
六

〇
、

平
成

.、.
の
各
年

度
)

一
九

五
〇
年
代

の
技
術

導
入
件

数

の
推
移

(
一
九

四
九
～

五
〇

年
計
、
五

一
～
五
五
年

の
各
年
、
四
九
～

五
五
年

計
、
五
六

～
六

一
年
計

)

各
国

の
為

替
相
場
制
度

(
「
九

八
〇
年
頃
)

昭
和

二
〇
年

の
調
査
主
体

別

の
製
造
業

生
産
指
数

昭
和

一
一硫
年

度

の
生
産
計

画
遂
行
状

況

(
業
種

別
)

戦

後
物

価

の
恋

化
分

の
比
率

の
推
移

(
昭
和

一
、
二
年

↓..月
～

研

月
、

、
∵
、、年

、吐
月

～
、
.
四
年

..↓月
、

、
.四
年

、、.月

～

二
五
年

.∴

戦

後

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ
ン

の
推

移

(
昭

和

.
↓
～

、
.ヒ

年

)

ド

ツ
ジ

・
ラ

イ

ン

の
見

取

図

戦

後

の
価

格

調

整

補

給

金

支

出

の
推

移

(昭

和

.

.
一
～

.

.六

年

度

の
各

年

度

と

累

計

額

)

ド

ツ
ジ

.
ラ

イ

ン
時

の

一
ド

ル

i

.、.六

〇

円

レ

ー

ト

の
性

格

昭

和

一
.
一
～

.
、
四
年

度

の
総

合

f

算

収

支

表

戦

後

経

済

統

制

の
推

移

(統

制

最

多

時

期

、

昭

和

、
.
四
年

四
月

、

、
一五

年

四

月

、

.
、六

年

・
月

、

戦

前

比

に

み

る
朝

鮮

戦

争

の
影

響

(昭

和

九

～

=

年

平

均

、

,
.五

、

.

.六

、

∴
七

年

)

.ヒ

年

三
月

)
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第

3

25

表

五

、

五

〇

、

第

3
1

26

表

第

3
1

27
表

第

3
1

28
表

第

3

1

29
表

第

3
1

30
表

第

4
-

31
表

第

4
-

32
表

国
内

総
生
産

a
構

成
比

の
長

期
推
移

(
第

一
～
、、.次
産
業

別
、
昭

和
九
～

一

一
年
平
均
、
昭
和

.

.
一
、

.五
、
三
〇
、
二
、五
、

四
〇
、
四

五
五

、
六
〇
、

平
成

.
、、

四
年
)

特
需

の
位
置

(
昭
和

二
六

～

四
五
年

の
各
年
)

朝
鮮

戦
争
後

の
物
価

の
国
際
比
較

(
昭
和

.

.五
47
六
月

～
二
九
年

一、一月

間

の
..万

月
間
隔
)

朝

鮮
戦
争
後

の
法
人
企
業

の
利
益

(
昭
和

二
五
～
.、一〇
年

の
各
年
)

産

業
合

理
化

の
成
果

(
昭
和

.
三
ハ
年
上
期
基
準

、

二
七

年
F
期
、

三
〇
年
下
期

の
指
数
)

労

働
生
産

性

の
推
移

(
昭
和

三
〇
～
六
〇
年

間

の
五

力
年
間
隔
)

昭
和

一
、○
年
代
末

の
セ
要
経
済

指
標

の
到

達
点

(昭

和
九
～

一

一
年
基
準
、

昭
和

一
、
一
年
、

、
.七
年

、
三
〇
年

の
指

数
)

日
本

を
中
心

に
み
た
主
要
国

の
経
済
水
準

(
米
欧

の
G

N
P
、

一
人
当

り
G
N

P
の
昭

和
二
五
年
、

三
〇
年
)


